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第一話　武術大会









　霧きりが立ち込める白んだ空気の中、私はシジマの構えを身に映す。

　昂たかぶる心を霧に隠かくすように、燃えるような熱さを、水の粒りゆう子しが舞まう空気で冷やしていく。

　私の眼前には、一人の青年が立っていた。

　いや……立っていた、というには語ご弊へいがあるか。靭しなやかさを感じさせる細く引き締しまった肢し体たいで構えを作っていた──これが、正しい。

「準備はよろしいですか、少年」

「万全です。そちらは如何いかがか」

「此方こちらも万全ですよ」

　短く、互たがいに答えの分かった問いを交こう換かんする。

　聞くまでもなくわかっていた答えが返ってくると、私と青年の顔に笑えみが浮うかぶ。

「いざ、尋じん常じように──」

「勝負と参りましょう」

　そう、そんな事はすでにわかりきっていた事だ。

　同じ志を持った者が向かい合っている。

　であれば、一刻も早く体が求めてしまうに決まっているのだ。

　冷ました心は再び燃え上がっていく。ただし、それは猛たける炎ほのおのようではなく──熱した鉄のように静かに赫あか々あかとしていた。

　故ゆえに、勝負の幕開けもまた、静か。

　霧に包まれた橋での勝負は、山奥のような無音の中、始まった。

　縄なわ張ばりを争う獣けもののように、飛びかかる機会を窺うかがいながらも、一挙手一投足を見張りながら距きよ離りを詰つめていく。

　じわじわと踏ふみ潰つぶされていく導火線。

　私、ならば今。導火線の先にあるものに火がついたのは、私がそう思い浮かべた瞬しゆん間かんのことであった。

「シィッ！」

　距離の食い合いを、先に終わらせたのは青年であった。

　青年が体を揺ゆらしながら、大きく踏み込む。

　左右にブレるような初動に入りを隠し、青年は腰こしに捻ひねりを入れた。

　……それは、そうだろう。

　ここは、青年の間合いにあり、私の間合いにない場所だ。

　私ならばそうする──その想おもいと重なった青年の初動に、気を引き締める。

　少なくとも、間合いの測り方はなかなかの物のようだ。

　上体を反らして上から打ち下ろすように振ふるわれる蹴けりを避よけながら、私は口角を歪ゆがめた。

　キレの良い技わざだ。

　果くだ物もの程度ならば砕くだくのではなく『斬きる』事が出来る。それほどまでに鋭するどく、疾はやい蹴り。

　だが私が評価したのは蹴りそのものではなく──そこから漂ただよう続きの臭におい。

　連れん携けいの考えられた上う手まい動きだ。

　受けるにはちと重く、しかしカウンターを狙ねらうには範はん囲いの広い蹴り。

　攻こう撃げきの範囲から逃のがれていては、先に動くのは動きを繫つなげた青年の方だろう。

　故に私は、次を待つ。

　青年の薙なぎ払はらうような回転の蹴りが遠心力を生み、威い力りよくへと変えてそれを渡わたすは──鉤かぎを描えがくような右の拳こぶし。

　一から二を生み出す高等な打撃だ。やはり。……ついつい笑みが浮かぶ！

　一つ一つが最適を求めるが故に、美しさすら感じる技だが、見入ってばかりもいられない。

　引っかけるように飛来する拳を流す──が、これも本命ではない。

　青年は一歩を更さらに踏み込むと、回転の向きを変え、下段への蹴りへと昇しよう華かさせる。

　流れるような連続に、蹴りは私の腿ももの辺りを叩たたく。急に発生させられた技には、然さ程ほどの威力は無い──しかし、青年のコンビネーションはまだまだ続いている。

　その蹴りは、攻撃というよりも、間合いの操作だったのだろう。

　軽く腿を叩いた蹴りは勢い良く薙がれるのではなく、右と左の足の位置を逆さにするように地面へと置かれる。

　背を向けるような型。そこから導き出されるモノは一ツ。

「ッセァ！」

　勢いをつけた回し蹴り。

　青年の長く靭やかな足が死神の鎌かまのように、大きく振るわれる。

　その鋭さは刃やいば──重さと鋭さ、そして疾はやさを兼かね備えた、正に大鎌のような一撃だ。

　だがシジマ流はそれこそを待つ。

　ともすれば死線を越こえる事になる──境界を隔へだつ一撃を。

　肩章を敵の身に描かんとする、斜ななめから打ち下ろすような蹴りを『流す』。

　潜もぐりこむように身を入れながら、手のひらで払うように刃を払う。

　すると、打ち下ろすような蹴りはその角度を変え、私の体が有った場所をすり抜ぬけるように地面へと向かう。

「む、う!?」

　本来であればこのように範囲が広い蹴りを、反撃を可能とする最小限の動きで避けることは難しい。

　だが、こうして範囲を変えてやれば話は別だ。後は、避けやすいような範囲を『描かせて』避ければよい。

　身を切り裂さく筈はずの蹴りが地面を打ち砕いたという結果に、青年が驚おどろきの声を上げる。

　表情に浮かぶ苦い顔は、描いていた未来が訪おとずれなかった事に依よるものではない。これから訪れる未来を察したが故の表情だ。

　これほどの隙すきを、見み逃のがす訳にはいかん。

　手のひらに魔ま力りよくを込こめ、内へと引き絞しぼる。シジマ流が基本の技『勁けい』だ。

　相手に大きなダメージを与あたえつつ、かつ不必要な傷を付けないこれは、こういった立合に非常に向いている。

　……私の笑みと、引きつった青年の笑みが重なった。




　　　　◆




「いやはや、参りました。噂うわさには聞いておりましたが、これがシジマ流の技術ですか」

「いや、此方こちらも良い経験になりました。拳と蹴り、両方を主体に置いた連撃は見事でした」

　霧の街を歩きながら、私は青年と言葉を交かわしている。

　細かな水の粒子に包まれたこの街は、決して寒い季節でもないというのに常に肌はだ寒ざむく、また冷たい匂においがする。

　近くに大きな滝たきがあるからだろう、この街は一年中こうして霧に包まれているという。

　常に舞う水に耐たえるため、殆ほとんどが石からなる街──ニエブラールは、世界でも珍めずらしい街だ、と思った。

「ですが、私も少しは自信が有ったのですがね。スラヴァ君のような方がいるとは、世界も広い」

「ですな。お陰かげで、こうして各地を巡めぐるのは楽しくてたまりませぬ」

　細かな水に吸われているのか、シンとした街は非常に静かだ。

　私達の声だけが聞こえる中を、ゆっくりと歩いて行く。

　……青年の名は、ルロイと言った。

　私が──いや、私達がこの街を訪れる事になったのは、この青年を訪ねるためだ。

　アルファレイアを発たってから、そろそろ一年が経過する。

　思えば遠くに来たものだな……と思いながら、私達はとある建物の前で足を止めた。

　やはり建物とは少し違ちがう石で出来たドアを開けると、そこは宿であった。

　珍しいこの街には観光客が多く、また宿も多い。ここは、この街に沢たく山さんある宿の内の一つだ。

　私達は現在ここに宿をとっている。外とは違い木で出来たドアを幾いくつか通り過ぎ、その中の一室を開く。

「調子はどうだ？」

「うん……じっとしていたら良くなってきたよ。それより、終わったんだ？」

　そこには、旅を共にするよく知った顔が二つ。

　青い顔をしたソーニャと、いつもどおりに眠ねむそうなシェリルが私を見つめていた。

「よ……っと。しかしすまないな。ずっと宿では少し退たい屈くつだろう？」

「いや……私の方こそごめんね？　なんか霧の中だと酔よっちゃってさ……私の地方は霧が少なかったからなあ……」

　椅い子すに腰を下ろしながらそう言うと、ソーニャは力なく微笑ほほえんだ。

　どうやら、感覚が非常に鋭い彼女にとって、常に霧がかかっているというこの街は居い心ごこ地ちが悪いらしい。

　飛び込んでくる情報の量が多いらしく、眼が回っているような状態だそうだ。

　そのせいで、ソーニャはこの街にいる多くの時間をこうして宿で過ごしている。

「でも、シェリルちゃんまで残らなくて良かったのに。珍しい街だし、今からでも観光してきたらどう？」

「ソーニャがしんぱいだから、いい……」

　だが、少し驚いたのはシェリルもそうしている、という事だ。

　シェリルもこの街に興味が有ったことは有ったらしいが、それよりもソーニャの体調を見るため、一いつ緒しよに宿に残っていたのだ。

　他人を思いやる、という気持ちはとても大切なものである。彼女がそういう気持ちを持ってくれたのは、シェリルを預かる私からすれば非常に嬉うれしいところだ。

　ちなみに、私もまたあまりこの街の観光というものはしていない。

　もともとは武む者しや修しゆ行ぎようの一いつ環かんとしてルロイを訪ねてきただけだし、正直に言えば観光自体はそれほど好きというわけでもない。

　……まあ、温泉があれば話は別だったかもしれんが。それでもソーニャを置いて行くほどの用事でもないだろう。

「ふむ、ではやはりなるべく早く発つ事にするか。そうなると、問題は次の行き先をどうするかだが」

　と、いうわけで、私にはこの街への未練は然程無い。

　拳と蹴り、両方を重視するという武術はこうして見て体験することが出来たので、次の相手を探しに行きたいというのもある。

　すると問題になるのは、次の行き先というわけだ。

　ここ一年でエルフの国の様々な場所を回った。

　港町のシェブラスや、古いエルフの国を色いろ濃こく残すパライオン。その全すべてが強つわ者ものを求めてという理由なのだが、そろそろ入ってくる情報にも限界が来ているのだ。

　いっそ、次は本当に観光を目的にしてみるのもありだろうか。

　そんな事を考え始めた時だった。ルロイが眼を丸くし、意外そうに言う。

「え？　皆みなさんは武術大会に出ないのですか？」

　武術大会。なんとも心の躍おどる単語が石造りの部屋に響ひびく。

「武術大会とは？」

　思わず、私はその言葉を聞き返していた。

「スラヴァくん、うれしそう」

　可愛かわいらしい鼻をくすりと鳴らし、シェリルが微笑む。

　……いかんいかん、どうもこういう時は心が躍ってしまうな。

「はて、本当に知らないようですね。てっきり、貴方あなた方は知っているかと思っていましたが──今度、アルファレイアで国を挙げての武術大会が行われるらしいのですよ。

　表向きは姫ひめ様の武術指南役を選考する……という事らしいですが、それは口実で、現王が中々の武術好きらしくてね。いわば御ご前ぜん試合、といったところでしょうか。国中から腕うでに覚えがある者が来るそうです」

　ふむ、ふむ。御前試合、か。

　私はそれを聞いて、吊つり上がる口を隠かくすように手を当てた。

　国中から強者が集まる、というところは非常に心が躍る部分ではある。

　しかし武術指南役の選考というのは、少しばかり面めん倒どうそうだな。

「ルロイ殿どのは、出られますので？」

「そのつもりでしたが、此こ度たびの試合で己おのれの未熟さを知りましたのでね。今はそんなものに出ているヒマはありません、もう一度自分の磨みがき直しですよ。……ですが、この国では武術が流は行やり始めたとは言ってもつい最近のこと。腕を磨きながらもそれを試ためす機会がある者ばかりではありません。この機に腕を試してみたい、という武術家は少なくないでしょう。そういう意味では私は幸運でしょうね。このニブラエールという辺境にいながら、スラヴァ君のような方と手を合わせることが出来たのですから」

　ルロイの言葉は、成なる程ほど、と思うものだった。

　国中から強者が集まる──その中には腕試しの機会を狙ねらっていた『本物』も混じっているかもしれん。

　これは、見逃すことは出来んな。

「成程、有益な情報をありがとうございます。それは何い時つ開かれるので？」

「今から三週間後だった筈です。ここからだと、馬で行くならギリギリといったところですかね」

「ふむ……色々とありがとうございます」

「いえいえ。健けん闘とうを祈いのっていますよ」

　感謝の意を示し、手を差し出すとルロイはにこやかに応じ、手を握にぎり返してきた。

　どこか晴れやかなその笑顔に此方こちらまで嬉しくなると、ルロイは頭を下げて部屋から出て行く。

「願わくば、また手合わせをお願いしたいですね」

「ええ、是ぜ非ひとも」

　別れの挨あい拶さつをするとドアが閉まり、部屋には静けさが戻もどった。

　アルファレイア、か。やはり大きな都市には、多くの機会が溢あふれているらしいな。

「シェリル、ソーニャ」

「うん、いいこと聞いちゃったね」

　エルフの国中から腕うで自じ慢まんが集まる武術大会。

　是非ともこの眼で観みたい。

　参加せずとも、武術家と戦うことは出来る。目に留とまる者が居れば、その時は──

「よし、では早さつ速そく準備をしようか。明日あしたすぐに発とう」

「アルファレイア？　レティスと、あえるかな……」

　シェリルやソーニャも乗り気のようだし、決まったな。

　目指すは一年ぶりのアルファレイアだ。

　……これが、エルフの国での節目になるかもしれん。

　なんとはなしにそんな予感を抱いだく私は、静かに拳こぶしを握り固めた。








第二話　国の中心、アルファレイア









　霧きりの街、ニブラエールを出て二週間が経過した。

　走りと馬を交こう互ごに切り替かえ、私達はいま、アルファレイアを目前にしている。

　アルファレイアは、エルフの国ミラフィアにおいて最大の都市だ。

　それ故ゆえに、ここには多くの人々が生活し、訪おとずれる。

　なのだが──

「ここは、本当にアルファレイアか……？」

　丘おかの上から見えるアルファレイアは、今まで見たことがないほどに──人で、溢れかえっていた。

　去年セリアのいる劇場をろくでもない集団が襲おそった時、アルファレイアから人の姿が消えていて同じ事を思ったが──今目に映る光景はその逆。

　人が流れを成し、まるで川のようになったアルファレイアに、思わずあんぐりと口を開いてしまう。

「うわあ……凄すごい人の数だね」

「何百人、いるんだろう……」

「あれは何万人、って感じじゃないかなあ……」

　私の呟つぶやきに続くように、隣となりからシェリル達の声が続く。やはり驚おどろいているのは私だけではないようだ。

　しかし、シェリルがこのような声を出すのは珍めずらしい。それなりの……そう、例えばタリスベルグが現れたくらいでは動じんからな、この子は。

　ともあれ、だ。

　まさかこれほどまでに大きなイベントだとは思わなかった。

　この分だと、観戦するというのも難しそうだ。

　だがここまで来て諦あきらめるというのもな。

「ううむ、どうする？　これでは宿を取るのも難しそうだ」

　急いでアルファレイアまで来たものの、眼にしたのは溢れかえる人の川。

　試合の観戦はおろか、恐おそらくは宿も殆ほとんど埋うまってしまっているのではないか。




　なんとも苦々しい状じよう況きように、思わずソーニャに意見を求める。

　すると、ソーニャは仮面を外して困ったような笑えみを浮うかべる。

「あの人の数じゃね……でもとりあえず、行くだけ行ってみようよ。……それにほら、シェリルちゃん、見て？」

　何な故ぜ仮面を外すのか……と思えば、小さな声を私に届けるためだったようだ。

　言われるがままにシェリルの方へと目をやると──ああ、確かにそう簡単に諦められないことはよくわかった。

　邪じや魔まになる鳥の面を外した、ソーニャの繊せん細さいな唇くちびるが私の耳へと近づいてくる。

「……ね？　あんなにキラキラしてるシェリルちゃんにさ、やっぱ混んでるから別の場所に行こう、とは言えないでしょ？」

「……無理だ」

　風にさらわれてしまいそうな声を耳に入れた私は顔を押さえ、溜ため息いきを吐ついた。

　……まあ、元々の予定は変わらんのだ。とりあえずは見てみるだけでもするとしよう。

「人、いっぱい！　すごいおまつりだねっ！」

「ああ、そうだな」

　どの道、この眼を曇くもらせることは私には出来んしな。

「では行くか。向こうについたら……まずは宿探しをするとしよう」

「あはは……どこか空いてるといいんだけど」

　はしゃぎ駆かけるシェリルを、ソーニャと肩かたを並べて見守る。

　……こうしていると、昔を、アルマを思い出すな。

　もしも私に妻がいたのならば、あの時もこんな感じだったのだろうか。ふとソーニャへと視線を動かすと、翠玉エメラルドの瞳ひとみが、此方を見返していた。

　すると、ソーニャはぴくりと肩を震ふるわせて顔を逸そらす。

「……どうした？」

「な、なんでもないっ」




　案外、同じような事を考えていたのかもしれんな。

　小さく鼻を鳴らして、駆けるシェリルを追うように歩き出す。

　小さく映っていた街が大きくなっていくにつれ、不安が大きくなってくる。

　ううむ、観戦までは出来ずとも、観光くらいは出来ると良いのだが。

　豊かな動きで私を急せかすシェリルを見て、ソーニャへと視線を送る。今度は、私とソーニャ、二人共が同じ表情を浮かべていた。







　　　　◆




「ふわあ……！　ひとが、いっぱい」

　そうこう考えているうちに、私達はアルファレイアの敷しき居いを跨またぐこととなった。

　シェリルの言う通り、一言で表すのならば「一いつ杯ぱい」だ。普ふ段だんから人が多いというのに、今日のアルファレイアは、流れのある川のようだった。

「と、とりあえずどこか落ち着ける所を探さんか？」

　このままでは、はぐれてしまってもおかしくはない。そうなった時の集合場所を決めておかねば、後々面倒な事になりそうな気がした。

「さ、賛成……前に来たカフェが空いてるよ、ちょっと休もう」

　結局、前にモニカを訪ねてきた時に利用したカフェをまた使うことにした。

　はぐれぬようにシェリルの手を引き、なんとか店員に人数を告げ、腰こしを下ろすところまでこぎつける。

「いや……しかし凄すさまじい人の多さだな。宿が取れるか、心配だ」

「ほんとだね……流石さすがに武術ブームだけあるなあ」

　いまだ高こう揚ようした様子で辺りを見回すシェリルとは対照的に、私とソーニャは曇った顔を見合わせる。

　武術というものがここまで浸しん透とうして嬉うれしい反面、この騒さわぎは予想外のものだ。

　街の中でこれでは、会場はきっと想像も付かないような状態になることだろう。観戦など出来そうにないな。




「けどもし宿が取れなかったらどうしようか？」

「うむ……どこか街の外で泊とまれる休きゆう憩けい所を探すしかないだろうな。流石にそこまで満室というのは考えたくないが……」

　ともあれ、来てしまった以上はこれからのことを考える必要がある。

　まずは今日の宿を確保すること。それから、一応は武術大会についても調べておきたい。

　せっかくここまで来たのだ。私とて、この目でエルフの国の武術事情というものを観たいというのはある。

　それに、やはりシェリルだ。

　ここまで楽しそうにしているのはセリアの劇以来のこと。

　なんとか報むくいてやりたいという気持ちはある。

「おまたせしました。アイスティーが二つに、レモネードを一つでしたね」

　ソーニャと一いつ緒しよに頭を捻ひねっていると、見覚えのある店員が飲み物を運んできた。

　人混みの熱気には、冷えた飲み物がありがたい。

　救いを求めるようにカップを傾かたむけると、温かい時のそれとは少し違ちがった芳ほう香こうが鼻をくすぐる。

　十分美う味まいが……しかし、悔くやしいことにやはりあのクチソエジスジタイーの淹いれたものの方が美味い。

　とはいえ、やはり救われた。火ほ照てった体が冷えると共に、考えを纏まとめるために頭が回り始める。

　それで、どうしようか。

　ざわめきの中を切り込んだソーニャの声につられて、頭を捻る。

　……しかし、こう、あまり頭の良くない私達だ。良い考えが浮かばぬまま、飲み物だけが減っていく。

　やはり一応はアルファレイアで宿を探してみて、なければ近くの休憩所を、最悪野宿も視野にいれるか──

　議題がまとまり、ならば行動は早いほうが良いだろう。

　伝票をもって席から立ち上がり、会計へ向かう。

　その時、思いもよらぬ人物と目が合った。

「あれ？　……うそ、スラヴァ……!?」

　視線の少し先、目的の場所には、見覚えのある勝ち気な瞳。

　赤い髪かみを揺ゆらし、活発そうな少女が駆けてくる。

「レティスか、久しいな」

「久しいな、って言っても一年じゃない。なによ、来てるなら早く顔を見せなさいよね！」

　そう言えば、アルファレイアであればこの子が居てもおかしくはなかったな。

　手を取り、勢い良く振ふるうレティスの満面の笑みに、思わず笑みが溢あふれる。

「ソーニャも、シェリルも久しぶりっ！　何時こっちに来たの？」

「レティス……ひさしぶり」

「久し振り、レティスちゃん。今日も今日、さっきだよ。武術大会があるって聞いたんで、急いで来たんだ」

　今にも飛び跳はねそうなほど楽しげな少女たちに、温かな息が漏もれる。

　レティスが一人増えただけで、ずいぶんと騒がしくなるものだ。

　師し匠しようが言っていた女三人よればなんとやら、といった所だろうか。

「ねえ！　武術大会ってことは、スラヴァ達も出るの？」

「いや、私は観戦のつもりだ。だが、この賑にぎわい方だとそれも難しそうでな」

「エルフの国に武術が伝わって以来最大のお祭りだもんね。無理もないわよ。その分だとまだ宿も決まってないんじゃない？」

　正直に言えば、軽く見ていた。

　肩をすくめて見せると、レティスは呆あきれた様子で笑う。

　甘く見ていたのは確かだが、アルファレイアを離はなれる形で各地を渡わたり歩いていた私達だ。情報の入手が遅おくれるのは仕方がないところだろう。

「実はそうなのだ。この大会の話を聞いたのも、二週間ほど前でな。開かい催さいに遅れぬよう、余よ裕ゆうを持って来たつもりだったのだが……まさかこれほど大規模なものだとは想おもわなくてな」

「なるほど……何ど処こで聞いたの？」

「ニブラエールだ」

「ニブラエールから!?　二週間で!?　……いったいどんな移動手段を……」

　叫さけびに半歩突つっ込んだ驚おどろきの声を上げるレティスに、ルロイの言葉を思い出す。

　そう言えば、馬で三週間ギリギリと言っていたな。

「まあ、それはそれだ。さてと、そんなわけなので私達はそろそろお暇いとまさせてもらうとしよう。宿を探さねばならんのでな」

　一度降ろしていた腰を、再び上げる。

　一年という、私にとっては久々の期間を隔へだてて会う友人との会話は名残なごり惜おしいが、もしもアルファレイアに留とどまることが出来れば、滞たい在ざい中に会うことも出来るだろう。

　シェリルとソーニャに合図をし、今度こそ席から立ち上がると──レティスに袖そで口ぐちを摑つかまれ、再び椅い子すへと座らせられる。

「どうした？　少し急ぎたいのだが」

　まさか、別れを惜しんでくれているのだろうか。

　だとすれば少しばかり嬉しいが。そんな風に思っていると、レティスは呆れたように息を吐き出す。

「あのね……街はこんな様子よ？　もう宿なんてどこも満室に決まってるじゃない」

「そうかもしれんが……」

　……言われずともわかっていたことだが、私は言葉に詰つまった。

　明らかに楽しそうにしているシェリルの表情に影かげを落としたくなかったからだ。

　しかし、レティスは笑えみと共にもう一つ溜ため息いきを漏らす。

「うちに来なさいよ。パパもクラリッサも、すごく喜ぶと思うわよ？」

「なに？　……むう……しかしだな」

　思わぬ提案に、間ま抜ぬけな声を上げてしまう。

　ありがたい申し出ではあるのだが……流石に迷めい惑わくではないだろうか。

　このような機会は、商人にとっては稼かせぎどきだろうし、他ほかにも色々あるだろう。

「しかしもなにもない！　それとも、パパの事嫌きらい？　一度会うだけでもさ、ね？」

　だがレティスは楽しそうに言葉を続けてくる。

　ううむ、あても無いことだし、ここは一度顔を見せに行くつもりで挨あい拶さつだけでもしてみるか？

　人ひと柄がらの良いカドマス殿どのだからこそ、頼たよるのはなんとなく気がひけるのだが──

「レティスのおうちに、お泊とまりするの……？」

　眼を輝かがやかせるシェリルを見ては、何も言えん。

「……そうだな。顔見せくらいはしておくとしよう」

「もー、スラヴァったら本当に遠えん慮りよしいなんだから。若いうちからそんなじゃダメよ？」

　ついで程度に痛いところをつかれ、今度こそ私は溜息を隠かくすことが出来なかった。

　それを見て、少女たちが楽しそうに笑う。

　……まあ、よいか。

　この子たちが楽しそうならば、それが一番だ。

「よし、決まり！　それじゃそろそろ行きましょう？

　きっとクラリッサもパパも、すっごい喜ぶわ！」

　腕うでを引くレティスになされるがまま、私は会計へと向かった。

　なんだか、押しに弱くなった気がするな。これは丸くなったということで良いのだろうか。

　レティスに引きずられるようにして、アルファレイアの街を歩く。

　どこか勝ち誇ほこったようなレティスと、何かに負けたようなソーニャの顔が印象的な昼下がりであった。








第三話　たまにはこんな休息も









「おおお！　よくぞ参られましたなスラヴァ殿ぉっ！」

　レティスに手を引かれ、連れられてきたカドマス邸ていで一番最初に見たのは、両手を広げて突とつ進しんするカドマス殿の姿であった。

　恰かつ幅ぷくのいいカドマス殿が突っ込んでくることに相応の威い圧あつ感かんを感じつつも、私は避よけることなくその衝しよう撃げきを迎むかえ入れる。

「は、はは……お久しぶりです、カドマス殿」

　それを避ける事は容易たやすかったが、このスピードの乗り方だ。避ければ、カドマス殿は派手にすっ転ぶ事だろう。

　苦笑いを浮うかべながら、落ち着かせるようにカドマス殿を引き剝はがす。

「いやはや、お久しぶりですな！　貴方あなた方がアルファレイアを去ってから、一年ほどになりますか？」

「ええ、そのくらいになります。カドマス殿はお変わりありませんか？」

「ははは、これはおかしなことを言いなされる。たかが一年ではございませんか」

　私の言葉に、カドマス殿が豪ごう快かいに、レティスが控ひかえめにくすりと鼻を鳴らす。

　見れば、ソーニャもまた笑みを浮かべていた。……ううむ、エルフの時間間かん隔かくにはまだ慣れることが出来んな。

「それよりも、此こ度たびはどのようなご用向きですかな。やはりスラヴァ殿も武術大会の話を聞かれて？」

「ええ、是ぜ非ひともこの目で拝見したくなりまして。しかし、予想以上の規模に戸と惑まどっております」

「今回ばかりは見み違ちがえましたなあ。今や武術は最もエルフの眼を集めるものと言っても過言ではありません。歴代でも類を見ぬ規模の大会とあれば、いたし方無いでしょう」

　そう、カドマス殿の言うとおりなのだ。

　その発展の程度はどうあれ、エルフの国には今、武術は驚くほどに浸しん透とうしている。

　認にん識しきはスポーツに近いものの、良くも悪くも親しまれているのだ。

　それ故ゆえ、この結果は予想して然しかるべきものだったのだろう。

　もしもこのような機会がまた訪おとずれるのならば、今度はより多方面にこの長い耳を広げる必要があるだろう。

　……と、反省するのはこの辺りにしておこう。

　厚かましい願いで切り出しづらいが、そろそろ本題に入らねば。

「それでですが……実は、私達も本日アルファレイアに戻もどったばかりでして。まだ宿も決まっていないのです。もしよろしければ、数日の間泊とめて頂くことは出来ませんか？」

　なんとも不ぶ躾しつけな質問だと、苦味を感じたように口が動く。

　いくらレティスから言い出してくれたこととはいえ、このような事を言い出す時点で申し訳なさを感じる。

「なんと、そんなことですか。是非に泊まっていってください！　そうしてくだされば、きっとクラリッサも大層喜ぶことでしょう！」

　……が、カドマス殿はそんな気持ちも吹ふっ飛ぶような声で、受け入れてくださった。

　再び抱だきつかれるも、やはり避けることは出来ない。しかし──

「ね？　言ったでしょう。パパもクラリッサも喜ぶわ、って」

「う、ううむ。そうは言うが……ですが、迷惑ではございませんか？　私達では、カドマス殿の満足するような対価は支し払はらえませぬ」

　予想以上の反応に、かえって困こん惑わくする。

　人付き合いではあまり器用とはいえないカドマス殿の事だ、その表情に裏は無いのだろうが……申し訳なさは残る。

「何をおっしゃいます！　対価ならば、命を助けていただいたあの日に貰もらっているではございませんか！　もしもそれでも引っかかるのでしたら、レティスに稽けい古こでも付けてやってはくださいませんか。スラヴァ殿のご指導ならば、いくら金を積んでも惜しくはないと思われる方も少なくはないでしょう……と、レティスも申しておりましたぞ」

「ちょ、パパ!?　今それを言わないでよ！」

　だが、そんな私の反応を知っていたかのように、カドマス殿は微笑ほほえんだ。

　……むう、こう言ってくださるのであれば、あまり考えすぎるのもかえって失礼といったところか。

「武術ならばいくらでも教えますが……申し訳ない、ではお言葉に甘えさせていただきます」

「今日の私も、スラヴァ殿あってこそのもの。私が力になれるのならば、いつでもお申し付けください。……さてと、それでは今日は歓かん迎げい会かいをするとしよう！　クラリッサにも教えてやらねばなりませんしな！」

　結局、ことはレティスの言う通りに運んだようだ。

　器うつわが広いというか、なんというか。狭せまい世界が広がっていく思いだ。

「……もう、パパったら……でも、スラヴァのレッスンがためになるのはほんとよ。滞在中、楽しみにしてるから」

「ああ、分かっている。私のような者でよければ何い時つでも付き合うと言ったろう？」

「……うん。覚えてたんだ」

「それはそうさ」

　去年も、アルファレイアに滞在中は早朝の鍛たん錬れんによくレティスを交え、指導をしていたものだ。

　若い芽の成長というのは、中々どうして面おも白しろい。

「えへへ……また、よろしくね」

「ああ、同じシジマの技わざを修める者同士、励はげもうではないか」

　拳こぶしを打ち合わせると、つい笑みがこぼれてしまう。

　未まだ見ぬ未知の武術は心が躍おどるが、同門の者と競きそい合うというのも、またたまらなく面白い。

　この人の多さだ、武術大会を無事観戦できるかは分からないが──少なくともアルファレイアの滞在中、退たい屈くつすることは無さそうだと思った。

「私、先行ってるね！　クラリッサにも顔を見せなさいよ！」

　振ふり返りながら笑うレティスが、気き恥はずかしさを隠すように駆かけていく。

　久々の再会だからな、まあ色々と思うことも在あるのだろう。

　断る理由もない指示に頷うなずきを返し、小さく息を吐はく。

　すると、シェリルとソーニャが此方こちらを──睨にらむように──見ていることに気がついた。

「……む、どうした？」

「べっつにー。仲がいいなと思ってね」

「スラヴァくん、楽しそうだったから……」

　妬やいているような二人からの視線に、たじろいだ。

　ソーニャは珍めずらしくないが、シェリルが妬いたような顔をするのは、非常に珍しい。

「わたしも、スラヴァ君の技を習ったら、もっともっとなかよくなれる？」

　そして、それを言葉にまでするのは、更さらに珍しいことだ。

　……いや、初めてかもしれぬ。

「急にどうした？」

「……わかんない。でも、なんか、むねがちくちくしたから……」

　そう言うと、シェリルは顔に影を入れるように俯うつむいた。

　思わずソーニャと顔を見合わせる。ソーニャも、このシェリルは意外だったらしい。

　……ふむ、自覚はなかったが、寂さびしい思いをさせてしまったのだろうか。

　ある程度安定して、昔のようにつきっきりでいる必要がなくなったからか、シェリルとの接せつ触しよくが少し減っているのは事実だ。

　私はそれを彼女の成長と喜んでいたが、もしもそれがシェリルを傷つけていたのならば……それは、非常に好ましくない出来事だ。

「……安心なさい」

「……？」

「シェリルがそれを望むのならば、そんなことは必要ない。どれだけでも、私はシェリルと仲良くなるよ」

「……ほんと？」

　親友から預かった大事な孫まご娘むすめというのもあるが、それ以上に今はシェリルが一番付き合いの長い親友だ。

　シェリルを悲しませるような事は、絶対にしたくないことの一つでもある。

　わかりやすい言葉を選びながら、頭を撫なでる。生あい憎にくと私は口下手だ。気持ちを表すのならば、言葉よりも行動で示したほうが良い。

　柔やわらかな感かん触しよくに沿うようにシェリルの頭を撫でると、シェリルの顔に笑顔が戻ってきた。

　……うむ、この子はこの顔が一番だ。

「だが、そうだな……考えていたこともある。いい機会だしシェリルよ、明日あしたから少し特別な修しゆ行ぎようをしようか？」

「……修行？」

「ああそうだ。チェスターから武術を習ったお前だが──私からも、一つ技を贈おくらせてもらおうと思ってな」

「あたらしい、技……？　やった……！」

　自分でもちょいとばかし意地が悪そうだ、と思う笑顔をシェリルに向ける。

　……おそらく、チェスターは私がシェリルに技を教えることを、快く思わないだろう。あの男は、どこかで子供っぽいところがあるからな。

　しかし、シェリルは私の言葉に満面の笑みを浮かべている。

　シェリルのこの顔を見れば、あの男も文句をいうことは出来まい。

　シェリルも喜び、ついでにチェスターは悔くやしがる。一石で二鳥にも三鳥にもなる素す晴ばらしいことではないか。

「ぶー、なんだようシェリルちゃんだけ。私だって寂しいんだよ？　あんまり放ほったらかしてると、不ふ貞て腐くされちゃうからね」

　と、シェリルを構っていると今度はシェリルの態度に驚おどろいていたソーニャが我を取り戻し、頰ほおを膨ふくらませる。

　なんともまあ、年ねん齢れいの割に幼い子たちだ。

　仕方がない……と思いつつも、私は笑みを浮うかべている。手のかかる子供に囲まれたようなこの状じよう況きようが、楽しいのだ。

「まあそう言うな。ソーニャとの組手は、ここ最近では一番の楽しみにしていることなんだぞ？」

「え？　……そ、そう？　そう言われると、嬉うれしいなあ……」

　肩かたに手を置きつつ、そんなことを言うと、ソーニャは面めん妖ような動きで体をくねらせる。鳥の面がたまらなくシュールだが、おそらく中では顔を赤くしているのだろう。

　……なんだか、最近では少しソーニャの扱あつかい方がわかってきた気がする。この子はよく攻せめてくるが、攻められると弱いのだ。

「さて、ではそろそろ屋や敷しきの中に入るとしようか。いつまでもここでこうしていても仕方がないし、言われた通りクラリッサにも顔を見せねばな」

「うん……！」

「そうだね。じゃ、行こっか！」

　ともあれ、二人共すっかり機き嫌げんを直したようだ。

　最近はあちらこちらへと移動を繰くり返していたせいで、ゆっくりとした時間を過ごすのは久方ぶりな気がする。

　賑にぎわいに包まれたアルファレイアだが、一年ぶり──元人間の私にとっては久しぶりの休息を、楽しむこととしよう。








第四話　縁えにし









「しかし……改めて見ても凄すさまじい人の数だな」

「国を挙げての武術大会だからね……大会が近づけば、もっとすごくなると思うわよ？」

　流れある人の川を抜ぬけだして、私は疲つかれに押し出された息を吐いた。

　多少の運動ならば息一つ乱さぬという自信はあるが、今来ているのは体よりもココロの疲れだ。どうにも人混みというのは苦手である──

「おー……噂うわさには聞いてたけど、ここがアルファレイアのコロッセオかー。流石さすがにでっかいね」

「うむ、流行というのも侮あなどれんな。エルフの国が武術に力を入れているのが良く分かる」

　だがこの人の多さは、ミラフィアに生きるエルフ達にとって武術がどれ程ほど大きな存在かを私に感じさせてくれていた。

　そう、このコロッセオもそうだ。どうでもいいと感じているもののために、これほど立派な建物は拵こしらえまい。

「スラヴァくん、うれしそう」

「そう見えるか？」

　笑えみを浮かべるシェリルに同じものを返す。

　実際の所、嬉しい。

　チェスターのような変わり者もいることにはいるが、今まで魔ま法ほうの技術を中心に発展していったエルフの国の武術は、他ほかの国と比べると少しばかり遅おくれているのが現状だ。

　しかし、この人々を見よ。その殆ほとんどが武術の大会を見るために集まっていると言うではないか。

　褒ほめられる事も、認められる事も久しく求めていない。だが、人々が武術を愛してくれるというのは、変わらず嬉しいものだ。

　同じく武の頂を目指す競争者が増えてくれれば、言うことがないな。

「ほんと、楽しそうね。アンタも出ればいいのに」

　まあ、残念ながら私は参加しないのだが。

　勿もつ体たい無ないような、訝いぶかしがるような──レティスがなんとも言いがたい表情を視界に滑すべりこませてくる。

　正直に言えば、大会に出てエルフの国の武術家達と直接手を合わせたい気持ちはあるのだが、あまり目立ち過ぎると動きづらくなるというのは前世で経験済みだ。

　身軽な体で西へ東へと強つわ者ものを訪ねに行けるこの身分、今手放すのはちと惜おしい。

「色々と思うことがあってな。今回は見学にとどめておきたいのだ。……街のこの様子では、観戦できるかも怪あやしいがな」

　そんなわけで、今回のところ私は参加を見送っている。

　しかし、当然興味はある。観戦くらいは……と思っていたのだが、この街の様子ではそれも出来るかどうか。

「スラヴァも参加すればいいのに。選手だったら席の心配もいらないわよ？」

　腕うでを組むレティスは、いまだ訝しげな表情を続けている。

　……参加しないというのも、私を知っているものからすれば違い和わ感かんもあるというものか。

　王族の前で強者と手を合わせることが出来るというこの大会。武術家にとっては確かに栄えい誉よに感じることであろう。

　現に、今日この場所を訪おとずれているのは、レティスの参加登録を済ませるためであった。自らの腕を試すというのも、また武術家には至上の楽しみである。その点を考えると、やはり武術家を名乗りながら参加の意志を見せぬというのは、不自然なのだろう。

　とはいえ、私にとっては王族の前で……という所こそが厄やつ介かいなのだが。自じ意い識しき過か剰じようという訳ではないが、前世の事を思い返すとやはり脚あしが止まる。

　色々と考えてくれているレティスの勧すすめに、苦い笑みが浮かぶ。

　どう答えたものか、と困り果てていると、レティスは視線の刺とげを引っ込めて息を吐はいた。

「……ま、スラヴァが出たくないって言うんだから、何か事情があるんでしょうね。これ以上はやめておくわ。あーあ、大会でスラヴァと戦えたら、楽しそうだったんだけど」

「感謝する」

　呆あきれたようなその笑みに、ありがたさを感じる。

　どうにも芝しば居いが下手でいかんな。噓うそを吐つくのが上う手まくなりたいとも思わないが、これでは何かあった時に困りそうだ。

「ん？　……おお！　スラヴァじゃあないか！　奇き遇ぐうだなっ！」

　……そう、例えば、こういう時に。

　背から、非常に聞き覚えのある──私にとっては愛いとおしく、しかし今は一番聞きたくない──声がかかる。

　水すい晶しようで出来た鈴すずのように澄すんだ、しかし凜りんとした力強いこの声に、私は聞き覚えがある。

「え……？　うそ！　アルマ様じゃない！　ほ、ほらスラヴァ！　呼んでるわよ!?」

　その声の主は、エルフの英えい雄ゆう。レティスの憧あこがれにして、私の元・娘むすめの声。

　……名を呼ばれては、他人のフリも意味を成さんな。

「はは……お久しぶりです」

　青色の長ちよう髪はつを揺ゆらすのは、我が娘アルマ＝シジマ。

　顔を紅潮させながらも緊きん張ちようで固まったレティスを見れば分かる通り、エルフにとってはとてつもなく大きな影えい響きよう力を持つ、エルフの国の英雄だ。

「お前のことだ、元気にはしているんだろう？　ソーニャさんに迷めい惑わくをかけてはいないか？　ああ、お久しぶりですソーニャさんにシェリル嬢じよう。それと……レティス、だったかな。いつぞやは騒さわがしくして済まなかったね」

「は、はい！　覚えていて頂けて、光栄です……！」

「お久しぶりですアルマさん」

「おひさしぶり……」

　感激に涙なみだを滲にじませるレティスに、礼れい儀ぎ正しい挨あい拶さつを返すソーニャ。そして片手を挙げて気軽に挨拶をする、飽あくまでマイペースなシェリル。

　アルマからの声掛かけに、三者三様の反応を示すさまは見ていて面おも白しろいが──ああ、今この子と会いたくはなかった。

　エルフにとっての武術の象しよう徴ちよう、アルマがこの場に居るというのは、おそらくそういうことだろう。……考えが回らなかった自分に、呆れを感じる。

「いやあ、久しぶりだなあ。まったく、一年前は驚かされたんだからな？　まあその事はあの時にわかってくれたことだと思うし、この辺りにしておこうか」

　露ろ骨こつに嬉しそうなアルマの視線は、一見私達全員に向いているようでも明らかに私一人を捉とらえていた。

　約束の時まではまだまだ時間があるが、アカデミーでの約束は忘れたわけではないらしい。

　……と、すると。

　それは私にとって、非常によろしくない事になる。

「スラヴァ達も、大会に出るんだろう？　いやあ、スラヴァならばきっと噂を聞きつけてくると思っていたよ。私の制止も振ふりきって喧けん嘩かを買うほどだったからな！」

　アルマは非常に思いやりがあり、それを実行に移せる良い子だ。

　一見お節せつ介かいのようでも、色々と考えての彼女の行動は、基本的に良い方向へと転ぶ。

　師し匠しようはそれを見て天運に愛されている子だと笑っていたが、それは私も同じ意見であった。

　しかしだ。

　この子は一度思ったことは決して曲げない、困った頑がん固こさも同時に持っているのだ。

　結局その行動が良い方向へ行くことを考えても、それはこの子の少ない欠点に数えられてしまうだろう。

　ついでにダグラスとの一件も突ついてきている辺り、しっかりと根に持っていそうだ。

　昔から、そのあたりの道徳には煩うるさかったからな……まあ、あれは私にも非があった事なので、それに対し何を思うことも無いが──

　だが、これはまずい。

　この状じよう況きようは、非常に、前世のそれと被かぶる。

「い、いえ、私は未熟な身でありますがゆえ、今回は参加を見送ろうと──」

「なんだって？　ははは、お前が謙けん遜そんしては、多くの武術家の立つ瀬せが無くなってしまうぞ？　去年の戦いは、見事だった。世辞でもなんでもなく、それは素す直なおな気持ちだよ。

　もしも本気でそう思っているのならば、大会へ出ないのは勿体無いぞ？　自分の力を正しく見み極きわめる、いい機会にもなる筈はずだ！」

　やたら嬉うれしそうに、大会への出場を勧めてくるアルマ。

　それに何度流され、出場する事になったか……思えば、アルマと一いつ緒しよになってからは殆どがそうであった気もする。

「去年のあれから、更さらに精進を重ねているのだろう？　是ぜ非ひ私にもそれを見せてはくれないか！」

　……また、な。

　この目、この目が私はどうも苦手だ。

　この歳としにしてなお汚けがれなく輝かがやく純金のような瞳ひとみ。

　それは彼女が私にかつての私を重ねているからだろうか、前世で私に大会へ出場することを乞こう時の瞳そのままだ。

『せんせいっ！　こたびの大会に、気になられる武術家はおりますかっ！』

『む……いや、アルマよ。此こ度たびは参加を見送ることにしているのだが──』

『なにを仰おつしやいます！　せんせいが出ない大会でどうして最強をきめられましょう！　私であればそのような大会に意味を感じることができません！

　考えてもみてください、せんせいを目標に励はげんできた武術家が、いまこそ修しゆ行ぎようの成果をみせようと出た大会でせんせいがいなかった時の気持ちを！』

『しかしだな……』

　……などと、そんなやりとりがあったことを思い出した。

　私はどうも彼女の期待の視線を裏切れないというか……親を亡なくしたアルマの父であろうとした所せ為いか、やれることならばやってやろうと思ってしまっていたのだ。

　物をねだることもなく、勤勉で優やさしいアルマは私にとってはこれ以上ないほど良い子であったが、思えばあれは甘やかしていた事になるのかもしれん。

　……まあ、口下手ゆえにあの子を納なつ得とくさせる事が出来なかったというのもあるが。

「そうよ、スラヴァが自信ない、なんていったら私はどうするの？　ねえ、出ようよ！　スラヴァが居ないのに最強を決めるっていっても、なんか変な感じだよ」

　本格的にどう返したものかと眼を泳がしていると、視線の行き着いた先には期待に眼を輝かせるレティスが居た。

　理解はしてくれたものの、やはり出来ることなら、という思いはあったようだ。

　……まったく、アルマと同じような事をいいおってからに。

　アルマ一人でも手を焼くというのに、レティスまで加わっては、私風ふ情ぜいには手に余るというものだ。

　私に出来る精せい一いつ杯ぱいの反はん撃げき。

　これみよがしに一つ溜ため息いきを吐いてから、ソーニャへと眼をやる。

　……期待はしていなかったが、助けは見込めんようだ。ずいぶんとまあ、いい笑え顔がおだこと。




「……分かりました。未熟な身ではありますが、精一杯やらせていただくとしましょう」

　結局、何い時つの世も私はアルマには勝てんのだな。

　我が子の期待の眼まな差ざしを受けると、どうにも断ることが出来ん。

「……まったく、相変わらず強引ですねアルマ先生は」

「スラヴァの才能を見たら、きっと誰だれだって躍やつ起きになるさ」

　また、こういうところも変わっていない。

　やはり何時までたっても娘だな、どうにも憎にくむことが出来ん。であるならば、私がこの子に勝てないのも必定のことか。

　我が娘ながら、困ったものだ。図らず、鼻から息が漏もれる。だが、不思議と悪い気持ちはしなかった。

「……っ？」

　だがふとした拍ひよう子しに、アルマは不意を突かれたような表情で動きを止めた。

「どうかなさいましたか、先生」

　その様子に笑みが解けると、思わず問いかけが飛び出した。

　するとアルマは短く息を飲み、瞳に凜とした強さを取り戻もどす。

「あ……いや、なんでもない。ただ、知っている人に似ていたもので……」

　困ったように笑いながら、アルマは頰ほおをかく。

　知っている人に似ていた、か。

　誰を指しているかは、聞かなくても分かった。

　笑いながらも寂さびしそうなその顔を見るのは初めてではない。

　やはりアルマのこういう顔を見てしまうと、色々と思う事もある。

　……時が経たっているこの広い世界で再び見まみえることが出来た奇き縁えん。それに、旅の途と中ちゆうで訪おとずれたアルファレイアで幾いく度ども会う偶ぐう然ぜん。

　親子の縁えにしというのは、切っても切れないものなのかもしれんな。




「アルマ先生」

「ん、どうした？」

　気がつけば、私は歯をむき出しにして笑っていた。

　これは、そう。

　父私から娘アルマへ与あたえる試練だ。

「もしも先生がこの大会で優勝できたのならば──その時、伝えたいことがあります」
















　私の発する挑ちよう戦せん的な魔ま力りよくに気づいたのだろう、アルマもまた、闘とう志しを見せつけるように口角を吊つり上げる。

「ほう？　それは大会が終わったら、ということでいいのかな」

　……なんだかんだで、この子も武術家だな。それでこそ我が娘むすめよ。

　どうやら、ニブラエールで抱いだいた予感は、現実のものになりそうだな。

　大会の結果がどうあれ、これは私にとって、二度目の人生における大きな節目となるだろう。

「では、大会の日を楽しみにしております」

「ああ、ならば私も励むとするよ」

　長い髪かみを風に揺らし、アルマは凜りん然ぜんたる態度で身を翻ひるがえす。

　一度挑戦をし、それを受けたのならば、たとえ教え子であってもたった二人の武術家同士という事だろう。

　……この街は、退たい屈くつさせないな。

「はー……スラヴァ、あんた大だい胆たんな事するわね。まさか、アルマ様に勝負を挑いどむとは思わなかったわ。そんな肝きもの据すわった奴やつが、なんで私は出ない、なんて言ってたのよ」

「先ほども言ったが、思うところがあってな。だが、安心しろ。今はもう、楽しみで仕方がない」

　猛たける心が行き場を見つけたかのように、自然と拳こぶしを固めていた。

　さて、あの子は私の死後──というのもなんだか奇き妙みような気分ではあるが──どれ程ほど強くなっているか、楽しみだな。

「スラヴァくん……大会、出るの？」

　……と、一人で大分盛り上がっていたようだな。

　シェリルの声にようやく吊り上がった頰の疲つかれを感じると、私は表情を落ち着けて、シェリルへと眼を向けた。

　唇くちびるに指を添そえて、首を傾かしげる様が非常に可愛かわいらしい。

「うむ、そうすることになった。すまんな、予定が変わってしまって」

「……！　わたしも、出たい！」

　表情を和なごませながらシェリルの頭を撫なでてやると、シェリルは目を輝かせる。

　ふむ、戦うのは大好きなシェリルだ、このような行事に興味を示すのも当然か。

　……力加減の、よい訓練にもなるかもしれんな。ちょうどいい。

「ああ、それはいい。ソーニャはどうする？」

　シェリルの頭を撫でながら、視線をソーニャへと向ける。

　とはいえ、答えはもう分かっていた。

「わざわざ聞く？　勿もち論ろん出るよ。私もアルマさんとは一度手合わせをしてみたいしね。ふふっ、スラヴァくんと当たる前に、私が勝っちゃうかもね？」

　ほら、な。予想していたものと同じ答えに、眼を細めた。

「なんだ、みんな結局出たいんじゃない。でも、よかった！　これで、後あと腐くされなく試合に臨めそう！」

　突とつ然ぜん参加の意志を見せ始めた私達に、レティスが何な故ぜか自じ慢まん気げに腰こしへと手を当てる。

　……まあ、そうだな。武術家である以上、様々な思いがあるが──強つわ者ものと手を合わせることに、興味を持たぬはずはない。

　やれやれという思いも少しはあるが、今はそれよりも大会に対する楽しみが大きい。

「それじゃ、早さつ速そく登録しに行こっか！」

「そうだな……この様子だと、これ以上混んでくるという事もありそうだ。早めに済ませておいたほうがいいだろう」

　足取りは軽く、レティスが受付へと向かっていく。

　落ち着きのないその様子につい鼻を鳴らしてしまったが、気持ちは大いに分かる。

「どれ、私達も行こうか。この人の多さだと、はぐれてしまいかねん」

「そうだねー」

「りょうかい」

　言いながら、はぐれぬようにシェリルの手を引き、歩き出す。

　少し歩くと、ソーニャが話しかけてきた。

「さっきはあんなふうに言ってたけどさ、出る以上は、わざと負けるような事はしないんでしょう？　アルマさん、優勝できるのかな？」

　意地の悪さを咎とがめるような、どこか困ったような顔。

　だが、再会から更に時が経っているのだ。勝負がどうなるかを予想するには、まだ早い。

　それに、私にもまた、考えがある。

「さあな、今のあの子がどれ程強くなっているかは、私にもわからんよ。ただ──」

「ただ？」

　ソーニャとシェリルの声が重なる。

　私は勿もつ体たいつけるように少しだけ目を閉じてから、口と一いつ緒しよにそれを開いた。

「戦いを通して、私の影かげを見ることが出来たのならば──隠かくれんぼには、負けてしまうかもしれんな」

「……ふうん？」

　ソーニャが悪戯いたずらっ子のように犬歯を見せる。

　悪いことを考えているのは、明らかだった。

「じゃあ、もし私がアルマさんと出会ったらちょっと頑がん張ばっちゃおうかな？　どうせ約束の期限があるんだったら、もう少し独どく占せんしていたいもん」

　そう言うと、ソーニャは私の空いた手を取り、揺ゆらし始めた。

　からかうような言葉だが、負けない、という部分は本物だろう。なにせ、この子もまた、武術家だ。

　くく、これは意外と障害が多いかもしれんぞ、アルマよ。

　真ま面じ目めなあの子のことだ、英えい雄ゆうと呼ばれたからといって鍛たん錬れんを疎おろそかにすることはないだろうが──この子達は、そこらの武術家とはわけが違ちがう。油断をしていると、容易たやすく足を掬すくわれてしまうぞ？

　大会まであと、二週間に足りぬくらいか。

　時を待つのが長く感じるのは、久しぶりだな。

　誕生日を待ちわびる子供のような自分に苦く笑しようしつつ、私は大会が開かい催さいされるまでの正確な日にちを数え直すのであった。








第五話　大会に向けて









「さて……準備はよいか？」

「はいっ！」

「うん……」

　カドマス邸ていの庭にて、私はシジマの胴どう衣いに身を包むレティスとシェリルを前に、腕うでを組んだ。

　ふと見上げた天に輝かがやく太陽は眩まぶしく、遮さえぎる雲もない。なんとも素す晴ばらしい快晴、鍛錬に励はげむには最高の空模様である。

「約束通り、今日から大会までの間、お前達の鍛錬を中心に見ていくことになるが──何か、質問はあるか？」

　晴れた空を見ると、機き嫌げんが良くなってしまうのは何な故ぜだろうか。

　視線の高さを見慣れたものに戻し、シェリルとレティスへと視線を送ると、遠えん慮りよしがちに手を挙げるレティスが見えた。

「……あの、じゃあ質問があるんだけど……」

「ああいいぞ。なんでも聞いてくれ」

「その、私達の修しゆ行ぎようを見てくれるのは嬉うれしいんだけどね、スラヴァ自身はどうするのかなって」

　躊躇ためらいがちに問われた言葉にふむ、と息を押し出す。

　確かに、私自身の修行も忘れてはならないことの一つではある。

　だが彼女達の修行を見るとはいっても、その事は勿論忘れたつもりはない。

　レティスがこの質問をするさい、僅わずかな躊躇いを見せたのは、もし私がその事を忘れていたら……という事を思ってのことだろう。

　もしも私が自身の事を勘かん定じように含ふくめていなかった場合、確しつかりと修行を見てくれるのだろうか。レティスの顔からは、そんな心配を感じる。

　それでもそれを聞く辺り、色々と私のことを考えていてくれるのだろうな。

「そんなことか。心配するな、私も私でやらせてもらうさ。それに教える立場で基本に立ち返るというのは重要な事だ。お前達の修行も、私自身の修行も、どちらも疎かにするつもりはないよ」

　しかし、その程度のことはすでに考えている。

　時間というのは、つくろうと思えば案外作れるものだ。ただしそれは、この若い身である上で、前世のようなしがらみのない環かん境きようにおいての話だが。

　ついでに言うのならば、エルフならばより使える時間も多いと言っておこう。前世で私に一番足りなかったものは、時間だった。故ゆえにこの辺りはよく考えている。

　ともかく、まだ私は若い。使おうと思えば、夜だって朝だって、存外長い時間があるものだ。

「……そう、それを聞いて安心したわ。スラヴァも大会に出るんなら、私達のことなんて見てる暇ひまないんじゃないかって思ったの」

　私の言葉を聞いたレティスは、わかりやすく胸を撫で下ろした。

　彼女にとって、私の指導はそうするだけの価値があるということだろう。昔のこととはいえ、指導者の立場にあった私としては、ありがたい話だ。

　さてと、では質問も消化したところで──

「はい」

　本格的に修行を始めよう……と、した時、天高く突つき上げられる手に行く手を阻はばまれる。

　……いや、見えてはいたのだがな。見ぬふりをしたかった。

「……ソーニャ」

「私はどうするのさ。シェリルちゃんとレティスちゃんだけ、ズルいじゃない」

　それは、彼女が何をいうか、ある程度予測がついていたからだ。

　全く、最近のソーニャはどこか子供っぽいというかなんというか……

「……ソーニャには後でたっぷりと組手を手伝ってもらいたい。そこいらの武術家よりよほど有意義な試ためし合いになるからな」

「むー、絶対だよー？」

　しかし、これもある意味ではこれが本当のソーニャなのだろう。

　大人びた印象を受けていたものの、それは小さな村で信しん頼らいを集める彼女が、求められていた役割に相応ふさわしくあろうとしてのものだったのかもしれない。

　この程度の文句は外見からすれば、なんらおかしい事ではない、歳とし相応の可愛らしい仕草の一つだ。

　もしもこの旅に慣れたからこそ、ソーニャがそんな一面を見せてくれるようになったというのならば──それは、私にとっては喜ばしいことだ。

「フッ……」

「む？　なんで笑ったの？」

「いやなんでもない。可愛らしいと思ってな」

「あ、え？　き、急にそういうこと言われると……あう」

　長い耳の先までを真っ赤にしたソーニャはそれを隠すように、頭の上へとあげていた仮面を慌あわてて降ろした。照れているのだろう。彼女ならば可愛いなどとは言われ慣れているだろうに。まあそんな所もまた愛あい嬌きようを感じられて、彼女の良い所の一つとなっているのだが。

　……と、このままでは本格的に脱だつ線せんしてしまうな。

　レティスに教えたいこと、シェリルに教えたいこと、そして自分自身で練りたい技わざは幾いくつもある。

　そろそろ本題に入るとしよう。

「よし、それではこれより少し本格的に修行を始めることとする。

　まずは、シェリルは少しだけ待っていてくれ。シェリルに教えることは、ちと複雑だからな」

「わかった……まってる」

　ぽんと軽く頭に手を置くと、シェリルは両りよう脇わきを締しめるように構えた。

　何に気合を入れているのかは分からないが、そんなところもまたらしくて、気分を温かくしてくれる。

　シェリルには、どうしても教えたい事がある。

　気持ちは逸はやるが──レティスを見るのもまた、楽しみであったことの一つ。

　私はシェリルに背を向け、ゆっくりと歩き出した。私の背後で驚おどろいたように息を吞のんだのは、レティスだろう。

　まあそう焦あせるな。久方ぶりに会ったのだ、まずはすることがあるだろう。

　一定の距きよ離りを歩いてから、振ふり返る。

「ではレティスの方だが──そうだな、あれからどれだけ成長したか見たいというのもある。……かかってきなさい」

「……なるほど、そういうこと。いいわ、あれからどれだけ強くなったか、見せてやるんだから！」

　手招きをすると、呆あつ気けにとられた表情をすぐさま結び直すレティス。

　うむ、やはり若い者は血気盛さかんで非常に宜よろしい。

「先手と後手、好きな方をくれてやるぞ」

「そう。なら──先手をもらおうかしらねっ！」

　言うが早いか、距離をつめるために地を蹴けるレティス。

　やれやれ元気の良いこと──にやけさせてくれる！




　　　　◆




「はっ……はぁっ……ありがとう、ござい、ましたぁ……」

　手足を広げて芝しば生ふに仰あお向むけになるレティスは、荒あららげた息を絞しぼりだすように礼を口にした。

　本人の言う通り、レティスは一年前とは比べ物にならぬほど腕をあげていた。

　ならば気を遣つかうのも失礼に当たる──指導をするのではなく、持てる全すべてを出させてやらねば、報むくわれぬというもの。

　その結果が、今この状じよう況きようであった。倒たおれこんで息を荒らげるレティスと──手を差し伸のべる私という構図だ。

「立てそうか？」

「ま、まだちょっと無理……」

　故に、今回私はレティスを『恩人の娘むすめ』ではなく一人の生徒として扱あつかっている。

　大きなダメージに繫つながるような攻こう撃げきこそしていないが、この手合わせに手心は加えていない。恐おそらく、一年前では感じられなかった差を感じた事だろう。

　だが、それでもレティスの顔は満足気であった。

　その気持ちは良く分かる。私も、師し匠しようと手合わせをしたあとは、よくこんな顔をしていたものだ。

　その時覚えたのは、空を覆おおっていた雲が晴れていくような感覚。今まで見えなかった世界が広がっていくというのには、たまらなく胸が躍おどる。




「ねえスラヴァ……」

「どうした？」

「武術って、楽しいね……！」

　息切れによるものか、興奮によるものか──いや、両方だろうな。レティスの顔は、どこまでも爽さわやかな朱しゆに染まっていた。

「しかし、頑がん張ばったな。『波は濤とう』の技の完成度は、既すでに一年前とは比べ物にならんだろう」

「っほんと!?　へへ、スラヴァのお墨すみ付つきが、一番嬉しいな」

　未まだ立ち上がれぬほどに疲ひ労ろうしているというのに、レティスの表情は今日の空模様のようだった。

　一番輝かがやいていた頃ころの私を見ているようだ。どうしても笑みを隠かくすことが出来ん。

「さて、今日のところはこれまでだ。もう魔ま力りよくがすっからかんだろう」

「そうね……もう、動けないわ……でも、全部スラヴァが受け止めてくれたから、楽しかった……！」

「そう言ってくれると、有り難がたい。では、私はシェリルを見るが、お前はどうする？　良ければ屋や敷しきまで運ぼうか？」

　息を落ち着けてきた今も、レティスの興奮は冷めやらないようだ。

　動けなくなるほど全力を出さなくて良いだろう……とも思うが、昔の私もまた、同じような事をしていたのでなんとも言えぬ。

　とはいえ、動けないのでは仕方がない。

　よく動くのもそうだが、よく休むのもまた武術には欠かせぬこと。

　ならば、休息はより質の良い方がいい。

「ううん、座ってるくらいはできるし、ここでシェリルの訓練を見ていてもいいかな。折角スラヴァが居るのに家の中なんて、勿もつ体たい無なくてできないわ」

　だが、レティスはここに残ることを選んだ。

　動けぬまでも見学を──か。その意い欲よくは非常に素す晴ばらしい。

　次の時代を引っ張っていくのは、こういう子達なのであろうなあ。

「ああ、構わない。今からシェリルに教える事はシジマの技とは違ちがうが──世の中には様々な武術があるのだと、よい勉強になるだろう」

　レティスの方に問題がないというのならば、私からいうことは何一つない。

　私の返答にレティスは眼を輝かせると──

「うんっ！　ありがとう、スラヴァ！」

　思い切りの笑顔を輝かせた。

　ああ、なんと良い子なのだろうな。どのような武術家になるか──考えると、ゾクゾクしてくる。

「うむ、ならば──」

「う、うわ!?　ちょっ……スラヴァ!?」

　所謂いわゆるお姫ひめ様さま抱だっこと言われる形でレティスを抱かかえ、ソーニャの座っているベンチへと向かい、腰こしを降ろさせる。

「せめてそこで休んでいなさい──と、レティス、どうした？」

　すると、その頃にはレティスは顔を真っ赤にさせて、抜ぬけ殻がらのような顔をしていた。

　……やはり、まずいのではないか？　レティスの意志を無視してでも、屋敷へ運ぼうかと考えていると、レティスの隣となりから冷ややかな声が響ひびく。

「……大だい丈じよう夫ぶだと思うよー。それよりさ、そういうのはどうなのかなー。君を好きな女の子の前でお姫様抱っことかさー、どうなのかなーって」

　他ほかに誰だれもいない状況で間違えよう筈はずもない。それはソーニャの声であった。

　う、む……これは確かに少し無神経だったかもしれんな。

　ソーニャからの小言に、焦る。ええと、こういう時はどうすればよいのだ……？

　妬やいているのならば、同じ事をすればよいのだろうか……？

「む、すまん……良ければその、後でソーニャに同じ事をすることで、償つぐなえるだろ──」

「償える！」

　償えるだろうか、と続けようとしたことで、身を乗り出してきたソーニャに遮さえぎられてしまった。

　身を乗り出して来たことで近づいた顔と、異常な食いつきから逃にげるように、一歩を後ずさる。

「えへへー、お姫様抱っこかあ。女の子の憧あこがれの一つだよねえ」

　手を組み合わせ、頰ほおを朱に染めるソーニャ。

　う、うむ……どうやら間違ってはいなかった、ようだ？

「と、とにかく手合わせもその、抱き上げるのも後でな。今はシェリルに教えることがある故ゆえに……」

「わかってるよぉ。あとで、楽しみにしてるからね？」

　ソーニャは、見て分かるほどの上じよう機き嫌げんだ。

　態度を見る限り何とかなったのだろう……今回はちと肝きもが冷えた。

　考えてみればそうだな……返事を待ってくれる女性の前で、他の女性と過度な接せつ触しよくをすることは不誠実と言える。

　レティスはまだ幼い故に、良いかとも思ったのだが、今度から気をつけるべきだな。

　……まあ、それはおいおい考えていくとしよう。まったく、何歳いくつになっても女性の扱いというものには慣れんな。

「すまんな、待たせてしまって」

「ううん……レティスとの試合とか、面おも白しろかったよ……？」

　しかし、これでようやくシェリルを見ることが出来る。

　……ここ最近構想していた事がある。それをようやくこの眼で確かめることが出来るかもしれんと思うと、震ふるえが止まらない。

「スラヴァくん……楽しい……？」

　期待、興味──私の表情から、心の奥に渦うず巻まく感情を感じ取ったのだろうか、シェリルは微笑ほほえみを浮うかべる。

「ああ、これからシェリルと過ごす時間が、楽しみで仕方がない」

「わたしも、楽しみっ」

　年とし甲が斐いも無く震える心。素直な気持ちを伝えると、シェリルは満面の笑みを浮かべる。

　──そう、楽しみでないはずがない。

　生来の膨ぼう大だいな魔力に、天性の才能、そしてあの男から培つちかった技術──私が持ち得ぬものを全て持った少女。

　思い描えがくも実現できなかった、未だこの世に存在しない技術。それを、この目で見られるかと思うと、どうしようもなく心が躍る。

「ならば、早さつ速そく始めようか」

「うんっ！」

　見ていろチェスター。

　私達は、新たな時代の幕を開く事になるかもしれんぞ？

　次の時代。未だ不確かな、あるかもわからぬ存在。

　しかし私はその時代の訪おとずれを、確かに感じていた。いや、感じさせてくれるのだ、この子が。

　今ここにその一歩を刻むべく、私とシェリルの修しゆ行ぎようが始まる──
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「さてと、これより修行を始めるわけだが──シェリルよ、具体的に何をするか、覚えているかね」

　昂たかぶる心を隠すかのように、ゆるりとシェリルの傍そばを回る。

　その際に立てた人差し指を、シェリルは首が回るまでの範はん囲いを追いかけた。

「新しい、技わざ？」

　先日……具体的にはアルファレイアに到とう着ちやくした日、このことはシェリルに少しだけ話してある。

　もしも忘れていたのならばまずは何をするか教える必要があると思っていたが、どうやら覚えていたようだ。

　やはりシェリルも楽しみにしてくれていたのだろうか？　なんにせよ、話が早くて助かる。私ももう、そろそろ気持ちを抑おさえられそうにない。

「うむ、よく覚えていたな。偉えらいぞ」

「えへへ」

　少し触ふれた程度の事を覚えていたことに素直に感心する。

　私は再びシェリルの視界へと戻もどり、頭を撫なでた。褒ほめて伸のばすのが私の主義だ。

　だが、この辺りにしておこう。早速、本題に入ることとする。

「前に話していた通り、今からお前に教えるのは、新しい技だ。プライム流決けつ闘とう術でもあり、シジマ流の技でもある──目指すのは、そんな所だろうか」

　私が緩ゆるんでいた眼を結び直すと、シェリルも穏おだやかな瞳ひとみの光を強めた。

　こういう切り替かえが出来るのも、この子の良い所だ。

　シェリルもまた、やはり武術家なのである。強い瞳の中に感じる好こう奇き心しんに頰が緩みそうになるが、心中で活を入れ、表情を保つ。

　なんとか集中を保ち、私はシェリルの瞳を見み据すえた。

　交差する視線の中、提示するように人差し指を立てる。

　そして、シェリルへと一つ頼たのみ事をする。

「ところでシェリルよ、修行の前に一つ、お前が一番得意な技を見せてくれるかな？

　一いつ切さいの手を抜かず、これぞと思える珠しゆ玉ぎよくの一いち撃げきを頼む」

　修行の前に、と前置きをつけて要求するのは、シェリルが最も得意とするプライム流決闘術の至宝。

　得意な技──と技の選せん択たくをシェリルに任せたものの、私はそこから何が飛び出すかを知っている。

「……？　わかった……ちょっと、はなれてて？」

　シェリルはその要求の意図に首を傾かしげつつも、素す直なおに頼みを受け入れた。

　言われるとおりに私は二歩ほど後ろへと下がり、再びシェリルを注視する。

　……同時に、高まる魔ま力りよく。

　シェリルからいつもの穏やかさが消え、空気の温度が下がっていく。

　珠玉の──という部分に対し、真しん剣けんになってくれているようだ。ああそうだ、そうでなければ意味が無い。

　私がシェリルの射程範囲から逃のがれた事を確かく認にんすると、シェリルは構え、腕うでを揺ゆらし始めた。

　最高の一撃を。その要求に反し、シェリルの体から力が抜けていき──対照的に、魔力が高まっていく。

　器うつわから水が溢あふれる様を幻げん視しした瞬しゆん間かん、それは解き放たれた。最高のタイミングだ。過ぎず、足らず。最高に適切な時を見計らって放たれた拳こぶしは、シェリルの腕を空へと隠かくした。

　──プライム流決闘術、透拳バニシユ。

　極限の脱だつ力りよくと、瞬間の発火を以もつて、零ゼロから極限へ。加速という過程を省き唸うなる、神速の拳けん打だ。

　突つき出された拳は紐ひもを引くかのように戻り、今度は同じ速度のものが、獲え物ものに食らいつく蛇へびのような複雑さで疾は走しる。

　速度、威い力りよく、軌き道どう──そこにフェイント等の要素までを加えた、究極の拳打。

　それが、シェリルの祖父チェスター＝プライムが生み出した『プライム流決闘術』最高の技、透拳バニシユだ。

　絶技。そう形容してなお足りぬほどの完成度を誇ほこる技だ。

　奴やつが生み出したものを素直に褒めるのは悔くやしいが──これは拳打の完成形の一つといえるだろう。故に、芸術と言ってもよいこの技に対し、悔しいからといって貶おとしめる言葉を挙げられよう筈もない。

　だが、それよりも驚おどろくべきは──この若さでそれほどの技術を習得した、シェリルの才能だろう。

　年ねん齢れいで言えば三十に足りぬくらい。それは人間に直せば、十四歳の童わらべと同じだ。

　三み十そ路じに足を踏ふみ入れるか、という人間がこの技を習得したと言っても、私は大層驚くだろう。だが今目の前に居るのは、人間で言えば十五にもならぬ少女なのだ。

　……やはり、背筋が凍こおる。同時に、心が燃える。

　熱した鉄と氷が共存しているかのようだ。

「どう、だった？」

　息を落ち着けたシェリルは拳を降ろし、窺うかがうような視線を送ってくる。

　私がそれに返す言葉は、一つだけだ。

「──素晴らしい」

「……ほんとう？」

　確かに、シェリルの透拳バニシユはチェスターのものには劣おとる。

　だがいずれ、少なくともシェリルがチェスターの過ごした時の半分を生きる頃ころには──もう、シェリルはそれよりも上に居るだろう。

　……全く、とんでもない子供だ。

　そして私は、とんでもなく愚おろかなことをしようとしているのかもしれん。

　きっと彼女は、いずれ私にとって最大の好敵手となるだろう。それが楽しみで仕方がない。

「ああ本当だとも。やはりお前は、素晴らしい」

「……えへへ」

　しかし、今のシェリルは可愛かわいらしい子供である。褒めてやった時に見せる、この笑顔よ。

　……っと、ついつい愛めでてしまうのう。私も歳としを食ったのだなあ。

　このままでは、本題を逸それていってしまいそうだ。確かめることも確かめられたところで、早速始めるとしよう。

「よし、それでは行くべき道も見えた──本格的に修行を始めるとしよう」

「新しい技、たのしみ……」

「そう言ってくれると有り難がたいが、実のところ、新しい技と言うとチェスターに怒おこられてしまいそうなのだがな」

「……？」

　頰ほおを搔かく私の言葉に、シェリルが首を傾げる。

　期待してもらっているところ悪いのだが──実は、今からシェリルに教える技は、大部分が透拳バニシユと同じものなのだ。

　いや──少々シジマ流の要素を加える以外は、ほぼそのものと言っても良い。

　多分、チェスターは完成した『それ』を見た時、こういうだろう。

『パクってんじゃねェよ！』

　──と。まあ、その時が来たとて、この技はシェリルのものだ。あの爺じじ馬ば鹿かに、孫まご娘むすめから玩具おもちやを取り上げるような真ま似ねは出来まい。

　それに、この技は完成したところで、私には扱あつかえないものだ。

　仮に私がこれを習得できたとしても、それは遥はるか先の事になるだろう。

　故ゆえに、託たくすのだ。私などでは及およびもつかない才を持つ、広大な無む垢くの器に。

「シェリルよ。プライム流決闘術において一つだけ、打撃に足りない物がある。それはなんだか分かるか？」

「……足りない、もの？」

　シェリルは傾げた首を動かさずに保ち、疑ぎ問もん符ふを浮うかべる。

　この質問では、漠ばく然ぜんとしていて要領を得ないだろうな。

　だが至高の打撃を持つプライム流決闘術にも、一つだけ決定的に足りないものがある。それは事実だ。

「うーん……」

　顎あごを撫で、考えるシェリル。

　まあ少し意地悪な質問であるが故、無理もない。

　疾はやさ、複雑さ、そして威力。打撃に必要な要素の全すべてを極きわめたあの打撃に足りないもの──と言われても、ピンと来るものはあまりいないだろう。

　だが視点を少し──具体的には下へと──ズラすと、それは見えてくる。

「答えはな、蹴けり技だよ」

　それは、蹴り技。

「……あ」

　腿もものあたりを叩たたく私のジェスチャーに、シェリルがぽんと手を叩く。

　だが、またすぐに考えこむ。

「……？　でも、たたかう時……足も、使うよ……？」

　遠えん慮りよがちに返されたシェリルの言葉に、私は頷うなずく。

　確かに、プライム流決闘術を組み立てる戦法の一つには、蹴りがある。

　拳を中心とする武術であるプライム流決闘術だが、蹴りだって二級品というわけではない。それらは確しつかりとした先人の理論に基づき、一級品として構築されている。

　──だが、それらは拳のような『特級品』ではない。

　プライム流決闘術には、オリジナルの『蹴り技』が無いのだ。

「……あっ！」

　遅おくれて、シェリルがその事に気がつく。

　体を表した名を持つ『透拳バニシユ』のような、名を冠かんする技わざ。プライム流決闘術には、それが無いのだ。

「気付いたようだな。そう、プライム流決闘術は必殺の左拳をひたすらに磨みがいた武術──故に、足はあくまで必殺の『透拳バニシユ』を彩いろどる為ためのみにあるのだ」

　瞳に興味を輝かがやかせ、シェリルが身を乗り出す。

　摑つかみは上々のようだな。武術というのは意い欲よくなくして身につくものではない。この様子ならば心配は無さそうだ。

「まあ、広い意味では『透拳バニシユ』自体が蹴り技でもあると言えるのだがな。あれは爪つま先さきから腕まで地を蹴る勢いを伝え、体全てのバネや重さを使って放つ技だ。実は『体技』とでも言うべきなのかもしれんが──それはおいておこう」

　もう、シェリルも私が何を言うか分かっているのだろう。

　一刻も早くその言葉が欲ほしい。シェリルの瞳はそう語っている。

「シェリルや、今からお前に教えるのは、蹴り技だ。大会までに習得できるかは分からんが──きっと、お前の強力な武器になるだろう」

「ふああ……！　すごく、たのしみ！」

　うむ、うむ。

　中々良い食いつきだ。気持ちはわかるがな。

　より強くなる──武術家であるのならば、胸が高鳴らぬ筈はずもない。

「よし、では今から教える技を説明しよう。……とは言っても、一口で言えば単純至し極ごく。透拳バニシユを、足で放つ──それだけだ」

　しかし、私がそう言うと、シェリルはその動きを止めてしまった。

　その様子に、今度首を傾げるのは私の方だ。

「む、どうした？」

「……それ、だけ……？」

　シェリルは口以上に顔で、その落らく胆たんを示していた。

　ううむ、幼子の感覚が分からんな。あれほどの拳技を脚あしに移せるとなれば、もう少しはしゃいでも良いと思うのだが。

　彼女が期待していたのは、もっと目新しく派手なものだったのだろうか。

　子供は派手好きだしな……アルマにそういう所がなかったので、失念していた。

　だが、これで意欲をなくしてもらっては困る。それがどれほどのことか説明してやらねばなるまい。

「ふむ、そうは言うがな。こと打撃においては、私は透拳バニシユ以上の技を知らぬのよ。

　……そうだな、簡単そうに聞こえるのならば、やってみるか？　見ていてやろう」

「わかった……」

　からかうような私の言葉に、シェリルが僅わずかに頰を膨ふくらます。

　とはいえシェリルはよく出来た子である。文句も言わず、プライム流決けつ闘とう術の構えを取る。

　しかし、そこで止まってしまった。

「どうした？」

　わかっていながら、問いかける。

　シェリルは構えを解いて、私と向き直る。

「……できない」

「ああ、そうだろう」

　シェリルの顔には、もう不満はなかった。代わりに難しい顔をしているのは、どうすればそれが可能になるか、考えているからだろう。

「多分だが、それが出来るのならば、チェスターとてやっているのではないかな。透拳バニシユは疾はやく重く複雑であると、打撃に必要な要素を欲よく張ばりつつも極めたような技だ。

　……脚は腕うでよりも長く、力強い。最高の打撃をより強い脚で放つ事ができるのならば、弱いわけがない。

　だが、奴やつはそれをしない。いくら拳こぶしに並々ならぬ拘こだわりを持つ奴でも、目指すところは最強という二文字──鬼おに札ふだとしてそれを持たぬというのは、考えられまい。

　……ならば何な故ぜ『蹴りの透拳バニシユ』は実現しなかったか。答えは単純、出来ないからだろう」

　言葉の途と中ちゆうで、シェリルの瞳ひとみに再び輝きが戻もどってくる。

　言っていることの意味。チェスターでさえ習得できなかった『脚で放つ透拳バニシユ』がどれだけ凄すごいか、わかったのだろう。

「だが、私とお前ならばそれが出来る。……いや、私にそれを修得することは出来ぬ。だが、チェスターの技を修め、私の教えを受けたシェリルならば、出来るのだ」

　シェリルの顔に、憂うれいはもう無かった。

　あるのは、ただただ新しい玩具に目を輝かせる、純じゆん粋すいな笑え顔がおだけだ。

「どうだ、これだけ欲張っても、まだ足りぬか？」

「ふわあ……！　すごい、すごいっ！」

　両手を握にぎりしめ、身を乗り出すシェリル。

　うむ、伝わったようだな。
















　……出来ることならば、これは私自身が身につけたかった技だ。

　だが透拳バニシユを中ちゆう途と半はん端ぱにしか真似られなかった私では、この技を身につけることは出来ないだろう。

　チェスターに弟で子し入りすればそれも出来るかもしれんが──それは恐おそらく、実現することはない。私が武術のことで奴に頭を下げられるとは思えんし、奴も私に懇こん切せつ丁てい寧ねいな手て解ほどきをするとは思えん。意地のある老人どもでは、手を取り合うことはできんのだ。

　故に、託す。

　処女雪のように無垢で、輝く金銀財宝の如ごとき才を持つ、この少女に。

　技が完成した暁あかつきには──くくく、私が名付け親になってやるとでもしようか。

　奴の悔くやしがる姿が目に浮かぶ。

「前置きが長くなってしまったが──それでは、修しゆ行ぎように入るぞ！　準備はよいか！」

「はいっ、せんせえ！」

　私を先生と呼ぶその姿に、かつてのアルマを思い出す。

　修行中、あの子は私の事を師匠せんせいと呼んでいたな。

　……ふむ。頭をよぎった考えに、鼻を鳴らす。だが、今はおいておこう。

　シェリルにとっての新たな挑ちよう戦せんは、私にとっても新しい挑戦だ。

　仲間とともに何かを組み上げる喜び──久しく忘れていた高こう揚よう感かんが蘇よみがえる。

　至上の時は、あっという間に過ぎていった──








第七話　共に一歩









「よし、今日はここまでにしておこう。二人共、よく頑がん張ばった」

　息を切らすシェリルと、疲ひ労ろうを顔に浮うかべるレティスを前に、私は表情を緩ゆるめながら宣言した。

　二人共非常に疲つかれていることが見て取れる。二人同時に、尻しりもちをつくような形で腰こしを下ろすさまは、宣言を合図にでもしたかのようだ。

　それもそのはず、彼女達の希望もあり、私はある程度厳しく修行を見ることにしている。シェリルの方は言うに及およばず、レティスの方も大人でさえ音を上げそうなほどの修行を課しているのだが──中々どうして、これがよく食らいついてくる。

　それは、レティスの努力の現れだ。ありありと感じる意欲を見ていると、つい嬉うれしくなってしまう。

「も、もう……？　今日は、早いのね……？」

「……まだ、やれる」

　だが、溢あふれるほどの情熱に応こたえるような修行を課しても、伸のび盛ざかりの彼女達にはまだ足りないようだ。

　立っているのもやっとだったというのに、よく言う。なんとも可愛かわいらしい事よな。

　彼女達にその熱意があるかぎり、私はどこまでも応えてやりたい。

　しかし、だ。

「なるほど、意欲的で非常によろしい。ならば続けようか──と、言いたいところだが、もう明日には大会が控ひかえていることを忘れるなよ。確しつかりと体を休めねば、本番で結果が出せようはずもない。なんのための修行か、それを忘れるでないぞ」

　もう、大会は明日、という所に迫せまっていた。正確にはその予選だが、予選とてその重要性は変わらない。

　修行を見てやりたいのは山々だが、これ以上は確実に疲れを明日に残すことになるだろう。それでは本ほん末まつ転てん倒とう、なんのための修行かわからぬ。

「そ、そうね……明日あした、もう大会だもんね……」

　今日はもう終わりという念押しに、レティスが安あん堵どの色を見せる。明日に疲れを残さぬ程度とは言っても、今疲れていることには変わらないのだ。もし続けるとしても、休きゆう憩けいは挟はさむだろう。このまま続ける、となれば、それはそれで焦あせったはずだ。

　疲れの中にも、レティスの表情には充じゆう足そく感が見える。

　私を見上げるレティスの瞳に、ふと試ためすような光が交じる。

「……ねえ、私、強くなったかな？　流石さすがにアルマ様には勝てないと思うけど……ちょっとはいいセン、行くかな？」

　聞きながらも、その答えは分かっているのだろう。

　ならば、私は彼女が望むそれを返すのみ。

「アルマ……様に勝てるかどうかは言うまでもないが、勝ち続けるのは正直に言えば難しいだろうな。これほどの大会だ。皆みながかける熱意も並なみ大たい抵ていのものではあるまい。

　──しかし、強くなったかという問いには、自信を持って肯こう定ていしよう。修行を始めた時より、今は一歩も二歩も先を行っているはずだ」

「もう……はっきり言うのね。自信が無くなっちゃうかも、とは思わないわけ？」

「思わんな。お前が欲ほしいのは、優やさしいだけの励はげましではあるまい」

「それはそうよ。うん、尚なお更さらやる気が湧わいてきたわ。きっとスラヴァを驚おどろかせてやるんだから！」

　遠えん慮りよのない私の言葉に、レティスは笑う。だがその笑いには、諦てい観かんや自じ嘲ちようの念は含ふくまれていない。だからといって大会に手を抜ぬく気がないのが、この子の良い所だ。

　強くなったことも分かっている。それがどこまで通用するか試したい──やはり、この子も根っからの武術家だ。

　私もこの時期が一番純粋に武術そのものを楽しんでいた気がするな。今でも勿もち論ろん楽しくて仕方がないが、今は少し勝ちに固こ執しつする所が出来てしまっている気がする。目指す所が最強という二文字である以上、それを間ま違ちがいとは思わないが──やはり、歳とし相応の大人気というものが足りん気がするな。

　まあ今さら気付いたとて、凝こり固まった意地を直せるはずもない……と、考えたところで、シェリルが浮かない顔をしていることに気付いた。

　理由は分かる。新しい蹴けり技わざが、まだ完成していないからだろう。

「どうした？　シェリル」

　屈かがむことで視線の高さを合わせると、シェリルは逃のがれるように眼を伏ふせる。

　どこか不ふ貞て腐くされているような、子供らしい仕草だ。

「……ひっさつわざ、まだできてない」

「ふむ……」

　やはり、私の考えはあたっていたか。

　シェリルは新技の開発が思うようにいっていない事に、焦りを感じているようだ。

　布が水を吸うように、技術を吸収していくシェリル。彼女は私が過ごした二つの人生においても、一二を争うほどの天才だ。

　だからこそ、彼女は大きな挫ざ折せつというものを経験したことがない。絶技というに相応ふさわしい『透拳バニシユ』をこの若さで習得し、武術家が達人と呼ばれるようになる頃ころようやく身につける魔ま力りよくを持っている。それでも私やチェスター等、年を食った者の中には勝てない相手もいるが、シェリルはそんな負けを前にしても決して腐らないし諦あきらめない。

　だが、こと技術の習得という一点においては、シェリルに不可能という文字はなかった。

　故ゆえに、この技は彼女が生まれて初めて経験する壁かべなのだ。

　シェリルがこのように不貞腐れるのは珍めずらしい。歩き疲れても文句を言わない、最近では我わが儘ままもあまり言わない。そんな子がこうして頰ほおを膨ふくらませているのは──何ど処こまでも愛いとおしく感じる。

「シェリル、焦っても良いことはないぞ？　この十日と少しでお前が得たものは、未完成の技だけではあるまい。大会までに技が完成しなかったからといって、この修行は無む駄だだったと思うかな？」

「……それは、おもわない……」

　しかし、この子の過ごしてきたここのところは、決して不貞腐れるようなものではない。技は着実に完成へと近づいているし、蹴り技自体の練度も上がってきている。勿論それ以外の細かな技術も上がっているし、毎日全力で魔力を使っているため、魔力の扱あつかいや全体量も僅わずかながら上じよう昇しようしている。

　私からすれば順調すぎるといってもいいくらいだ。

　そのことには、シェリルも気付いているようだな。ところが、肝かん心じんのその凄すごさがわかっていない。

「なあシェリル、無理をして急ぐ必要はない。修行は、つまらなかったか？」

「……！　楽しいよ！　スラヴァくんとしゅぎょうするのは、すごく、楽しい……」

　それでも腐らないのが、この子の凄いところだ。

　同じ頃の私では、こうはいかなかったろう。師し匠しように会う前の私は、とんでもないガキだったからな。

　慌あわてて手を振ふるシェリルに、笑えみを深める。

「ならば、一歩一歩、一いつ緒しよに歩んでいけばよい。お前が望む限り、私は力を貸し続けるよ。……とは言ってもお前ならば、そのうち結果の方からやってくるだろうがね」

　足を曲げ、シェリルの頭に手を置いた。すると、シェリルの表情から霧きりが晴れていく。

「……うん！　がんばるっ！」

　天才であるがゆえ、味わったことのない挫折。

　初めてのそれは、シェリルにとっては重いものだったようだが、それでも彼女はそれを撥はね除のけていくことが出来る。

　全く、羨うらやましくなる。きっとこういう子こそが、武に愛されているのだろうなあ。

「うむ、うむ。では、今日のところはもう休めるな？」

「うん！　がんばって、休む……！　いこう、レティス！」

「え？　うわ、ちょっ……晩ばん御ご飯はんもまだじゃない!?」

　雲に隠かくれていた元気を取り戻もどしたシェリルは勢い良く立ち上がり、レティスの手をとって駆かけ出した。

　力加減を誤らずに手をつかめている辺りもまた、成長の一つだろう。それに本人が気づいていない事もまた、シェリルらしいといえばシェリルらしい。

　小さくなっていく二人を見送ると、ベンチから立ち上がったソーニャが隣となりにやってくる。

「シェリルちゃんは、凄いね」

「ああ。自じ慢まんの親友さ」

　目を合わさずに交かわす言葉。だが、目線は同じ所を向いている。

　ソーニャはまるで妹のようにシェリルを可愛がってくれている。その声は、彼女ほど耳が良くない私にもはっきりと分かるほど、温かいものだった。

「不貞腐れちゃわないかな、って思ってたんだけど心配要いらなかったみたいだねー」

「そうさなあ。私も、少しばかり心配していたが、シェリルならば大だい丈じよう夫ぶだろうと思っていたよ。それに……」

「……それに？」

「あの様子だと、技の完成は近いだろう。後は何かしらのきっかけを摑つかむだけ──あるいは、大会の最中にでも仕上がってしまうかもしれん」

「そうなの？　もう、それを言ってあげればいいのに。……というか、楽しそうだね、スラヴァ君」

　からかうようなソーニャの言葉で初めて、犬歯に当たる風の冷たさを自覚する。

　一人ニヤニヤと笑いを浮かべるなどみっともない、と口を閉じると、歯は少しばかりひんやりとしていた。

「できれば教えてやりたい気持ちもあるが、今はあの向上心がどこまで行くかを試してみたくてな。壁は自分で乗り越こえた時ほど、より広い世界が見えるものだ」

「なるほど。まあそれは一理あるかな」

　あはは、と笑うソーニャ。……ふふ、いかんな。

　やはり笑みを抑おさえることが出来ん。

「さてと、お前が言いたいのはそれだけではなかろう？」

「バレてたか。催さい促そくするのはみっともないかなー、って思ってたんだけどなあ」

「わかりやすい闘とう志しを叩たたきつけているくせによく言う」

　ソーニャがここに近づいてきたのは、それだけではない。

　シェリルとレティスの番が終わったのならば、次は自分だと言っているのだ。

　彼女もまた、新しい事に挑いどむ身である。

　私はその手伝いをさせてもらっているのだが──此方こちらもまた、楽しみであることの一つだ。

「今日こそ一本取らせてもらうよ」

「まだそれをくれてやるわけにはいかんな」

　様々な挑ちよう戦せんと思おも惑わくの中、大会は始まる。

　……この大会に思いがあるのは、彼女達だけではない。

　私もまた、此こ度たびの戦いには懸かける思いがある。

　きっとそれは、全すべての武術家に言えることなのだろう。ならば、悪いが譲ゆずることは出来ない。

　大会前最後の一日は、いつもと変わらぬように過ぎていく──








幕間　ガールズトーク









「もう、何よこんな時間に呼び出して……明日あしたもう大会なのよ？」

　魔力灯が照らす薄うす暗ぐらい部屋の中──カドマス邸ていの一室。ソーニャとシェリルが寝ね泊とまりしている部屋に呼び出されたレティスは、呆あきれのため息を吐はき出した。

　時刻は夜の九時を回った所。本来であれば、もうじき眠ねむりに入るという時間帯だ。

「ねむい」

　寝ねるのが早いシェリルはソーニャに起きているよういわれ、眼を擦こすりながら肩かたを揺ゆらしている。

「まあまあ。きっと二人にとっても悪い話じゃないからさ！」

　そんな夜の空気の中、レティスを呼び出し、眠りゆくシェリルを引き止めたソーニャだけが元気であった。

　露ろ出しゆつの少ない寝ね間ま着きに着き替がえたソーニャは、服装とは裏腹に興奮した顔つきで腰こしに手を当てている。もしかしなくても、明日が楽しみで寝付けないのだろうか──と、自分よりもずっと年上な友人を見て、レティスはもう一度ため息を吐き出した。

「悪い話じゃないっていっても……それ、今じゃなきゃダメなの？」

「勿もち論ろんだよ。明日の大会に関係してることだからね！」

　大会のこと。なおも興奮したソーニャの言葉に、レティスとシェリルもその表情から眠気を払はらう。

　なんだかんだで、この三人も武術家なのだ。武術大会に関する事といわれては、船を漕こいでいるわけにもいかない。

「ふーん……それで、大会に関することって何？　この機会に誰だれが強いか決めよう、とか？」

「しろくろつけるの？」

　思わせぶりに胸を張るソーニャに、二人が先を促うながす。

　興味を示した二人に満足気なソーニャは、更さらに注目を集めるべく人差し指を立てた。

「んふふ、半分はそうだけど、半分は違ちがうかな。白黒付けるのは、何も強さだけじゃない。スラヴァ君のことだよ」

　自信満々に、ソーニャはそう宣言した。

　だが、要領を得ないその言葉にレティスとシェリルは首を傾かしげた。

「……？　どういうこと？」

　頰ほおに指を添そえ、シェリルが疑問を口にする。

　ここにいる三人は──シェリルは恋こい心ごころと気づいていなくとも──全員がスラヴァへの好意を自覚している。

　しかしこれだけの説明では何が何やらわからないだろう。シェリルの当然ともいえる疑問を待っていたといわんばかりに、ソーニャは続けた。

「いやあ、スラヴァ君ってあの通り鈍どん感かんでしょう？　だからさ、そろそろ私達も次のステップに進みたいんじゃないかなーって。そこでなんだけどさ、明日の大会で一番成績が良かった人がスラヴァ君とデートできるってどうかなって思ったんだ！」

　これこそが伝えたかった本題だといわんばかりに、ソーニャは高らかに、歌うように宣言する。

　しかし、あまりにも衝しよう撃げき的な提案故ゆえか、シェリルもレティスも反応をすることが出来ない。

　暫しばし流れる沈ちん黙もくの後、最初に口を開いたのは──

「で、でででデート!?　ば、馬ば鹿かじゃないっ!?」

　頰を真っ赤に染めて、目に混乱を宿したレティスであった。

「しーっ！　声が大きい！」

　夜、時間も遅おそくという事もあり、すぐさまそれを諫いさめるソーニャ。

「あ、ご、ごめん……じゃなくて！」

　レティスは一いつ瞬しゆんそれに流されそうになったが、持ち直す。

　突とつ拍ぴよう子しのないソーニャの提案に、そしてデートという未知の領域に、レティスの顔は真っ赤だ。

「いやいや、いい機会だと思うんだよね。スラヴァ君は修しゆ行ぎよう修行であんな感じだし、一人の力じゃそろそろ距きよ離りを詰つめるにも限界かなって思うんだ。だから、皆みんなで協力すれば女の子を意識させる位は出来るんじゃないかなって」

　だがソーニャはそれすらも予測していたかのごとく、それっぽい理り屈くつを並べていく。

　もともと混乱状態だったのもある。レティスはそのうち──

「う……うーん……いわれてみれば、そう、なのかな……」

　舌先で丸め込まれようとしていた。

　ソーニャの言葉を確かめるように、考えこむレティス。

　その隙すきにソーニャは、シェリルを懐かい柔じゆうし始める。

「ね？　いいと思うんだけどどうかなシェリルちゃん。スラヴァ君とデートしたくない？」

「したいっ」

　もともと、スラヴァにはよく懐なついているシェリルだ。武術大会での戦せん闘とうは楽しみだし、スラヴァの事も大好きなシェリルに、それを断る理由はない。

　残り一つの防ぼう波は堤ていが崩くずれた事で、レティスは思考の海から上がってくる。

「あ、で、でも……スラヴァはいいっていうのかな？　本人になんの承しよう諾だくもなしっていうのは……」

「スラヴァ君なら大丈夫だと思うよ？　面めん倒どう見みは凄すごくいいし、お買い物に出かけたいとかいったら簡単についてきてくれるんじゃないかな。問題はどうやってそれをデートって認にん識しきさせるかだけど、それは皆でサポートするってことでさ」

　流石さすがにソーニャはスラヴァのことをよく見ている、と思った。

　ソーニャとシェリルには、スラヴァと旅を共にしているというアドバンテージがあるということを知っているレティスにこのチャンスを逃のがすことは出来ない。

　だがデートという言葉はレティスには未知の領域であった。恋をするのは初めてということもあり、いきなりそんな……と迷いを浮うかべる。

「まあ無理にとはいわないんだけどね。もしもいやだったらレティスちゃんだけ不参加でも──」

　そんな中、ソーニャが放つは次なる矢。

「わ、参加しないとはいってないでしょ!?　や、やる！　やるってば！」

　焦あせりもあるレティスには、それを躱かわす手立てはなかった。

　勢い良く合わされたソーニャの掌てのひらが、小気味良い音を立てる。

「よーし、決まりっ！　大会で一番成績が良かった人が、スラヴァ君とデートできるってことで！　皆頑がん張ばろうね！」

　こうなってしまっては、最も早はやレティスに選せん択たくを変える権利はない。

　よくよく考えてみれば、実力的には二人に劣おとる自分には少し不利な賭かけだという事に気付いたレティスだが、それを口にするには彼女のプライドは高かった。

　こうして、決戦前最後の夜は更ふけていく。

　割と欲よく望ぼうまみれな、それぞれの思いを胸に──








第八話　予選開始！









「改めて見てみると──これはまた、大変な騒さわぎだな」

　辺りを見回し、感心すると共にため息を吐き出した。

　余よ裕ゆうあるとは言えない広さの部屋にひしめき合う人、人、人。

　満員という程ほどではないが、それでもこの状態の中で自由に動き回ることは不可能だろうという混み具合だ。

　アルファレイアは最早何ど処こにいってもこんな状態だが、そのたびにエルフの国における武術の流は行やりというものが良く分かる。

　だが、この部屋の中は特にそれが顕けん著ちよに分かった。

　アルファレイアの街中を歩いていても、人々が抱いだく武術大会への期待をありありと感じることができるが──ここにいる者達は私を含ふくめてほぼ全員が武術家。

　感じるものは溢あふれるような期待や興味から、パンパンにつめ込まれた闘とう志しや緊きん張ちようへと変わっている。

　ミラフィア国大武術大会。

　エルフの国ミラフィアで、誰が一番強いかを決めてしまおうというなんとも豪ごう快かいな大会。今日は、その予選を行う日なのである。

　本来であれば予選はなく、参加者全員での勝ち抜ぬき戦を行う予定だったそうなのだが出場者数は予定を大きく上回っており、日程を前まえ倒だおしして予選が行われることになった──らしい。

　この部屋に集まっている者達は皆みな、その参加者達だ。

　つまりここにいる者達は全員、参加希望者に対してあまりにも少ない枠わくを奪うばい合う──敵同士である。

　今、ここにはソーニャもシェリルも、レティスも居ない。

　勝ち進めばいつかは当たることとはいえ正直、予選というこの場で競きそい合うことが無くて本当に良かったと思う。

　本戦ならばいざしらず、彼女達と何かを奪い合う、というのはやはり躊躇ためらいを感じるものだ。

　危き惧ぐしていたことが起きなくてよかったと、胸をなで下ろすばかりである。

　ちなみにアルマの奴やつは予選を免めん除じよされ、本戦からの出場となるそうだ。

　数々の大会で功績を収めていることを評価されたらしいが『英えい雄ゆうアルマ』と枠を奪い合うことが無くてよかった──という声がちらほらと耳に入ってくることを考えると、この措そ置ちは大多数の者には納なつ得とくのいくことだったのだろう。

　大会とは銘めい打うっているが、この武術大会にはミラフィア姫ひめの武術指南役を選考するという目的もあるとのこと。私にとって此方こちらはどうでもいい──というか仮に選ばれたとしても辞退が可能らしいのでそうするつもりだが、武術指南役を目的としている者が多々いるのも事実だ。

　本戦にさえ出れば王族の目があり、優勝は出来ずとも選考の場に立つことが出来る。そういう者達にとっては、アルマと当たって本戦にすら出ることが出来ないというのは好ましくないのだろうな。

　私からすれば英雄と称たたえられている武術家との手合わせなど、褒ほう美び以外の何物でもないのだがなあ。

　各おの々おのには様々な思いがある。名めい誉よ欲よくはわからんが、その思いを否定するつもりはない。

　とはいえ、そもそも大会に出るのならば必勝の心構えで挑いどまぬか、とも思うのだがまあそれは良いか。否定はしないとは言ったが、ついつい説教っぽくなってしまうのは歳としをくったせいかのう。

　ふむ……色々と考えこんでしまったが、まだ予選は始まらんのだろうか。

　最近ではいつもシェリル達と共に居たからか、一人でじっとしているのは久々だな。一人でいる時は大体修行に打ち込んでいるので、ただ待つ退たい屈くつというのは久しい感覚だ。

「……シェリルは大だい丈じよう夫ぶだろうか？」

　頭に浮かんだ白い影かげに、ふと呟つぶやきが漏もれる。

　あの子は信用しているのだが、殆ほとんどの時間を一いつ緒しよに過ごしているためか、目の届く範はん囲いに居ないとどうしても気になってしまう。

　連なった思考が運んでくるのは行動を別わかつ前……先ほどの出来事だ──
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「ええと……スラヴァ＝マーシャルさんはＦブロックですので、此方ですね。シェリル＝プライムさんはＣ組なので此方、それからソーニャ＝アルヴェーンさんは──」

　名前と同時にあちらこちらを指差す係員の前で、私はぽかんと口を開いた。

　その顔を見たのは目の前に居る係員だけなのだろうが、私は大層間ま抜ぬけな顔をしていたことだろう。

　自分でもちと情けないと思う表情を引き締しめ、後ろにいるシェリルへと振ふり返る。

　そこにいるシェリルはいつも通り。私の表情に少しばかり間抜けさが残っていたか、不思議そうに首を傾かしげていたが、その他は特に変わりもなかった。

「予選の会場は一いつ箇か所しよだけではないのですか？」

「ええ、参加者の数が予想以上に多かったので、コロッセオ内の予選会場をほぼ全すべて使用して行っておりますが……？」

　……むう、想定外だ。

　予選とはいっても、実際の舞ぶ台たいで同様に行うものかと思っていたのだが、実際にはコロッセオ内に幾いくつかある予選会場で分かれて行うらしい。

　と、するとだ。私達はここで別れて、一人一人で行動しなければならない事になる。

　ソーニャはともかく、シェリルやレティスの結果を見守ってやれないというのも好ましくない事態であるが、それよりもシェリルと離はなれて一人にする──というのが、私に不安を感じさせた。

　世間知らずだったシェリルも旅を続け、常識を身につけてきてはいる。

　だが、それでも私は彼女を一人にすることは殆ど無い。信しん頼らいしてはいるものの、やはり何処かで不安を感じているのだろう。

　……それに、力加減の問題もある。

　改善されてきたものの、昂たかぶってしまうとどうしても周りが見えなくなってしまうというのも事実だ。

　予選の結果自体は然さ程ほど心配していないのだが、もしもシェリルを興奮させるほどの者がいたらと考えると、目を離さずにおきたいのが心情だ。

　さて、どうするべきか。なるべく早めに終わらせてシェリルのもとへということも考えたが、予選もまた、本戦と同じように勝ち抜き方式である。急いだ所で時間は然程変わるまい。

　ならばいっそ大会を辞退……というのはなしだな。アルマとの約束もあるし、皆納得すまい。そもそも、その場合予選の観戦が許されるかどうかもわからない。

　ああでもないこうでもない。思考を堂どう々どう巡めぐりさせていると、ふと何かに引っ張られるような感覚を受けた。

　服の裾すそを摑つかんでいた、シェリルによるものだ。

「スラヴァくん……わたし、大丈夫だよ……？」

　どうやら、私の迷いは彼女に伝わっていたらしい。

　微笑ほほえみを湛たたえるシェリルは、落ち着いた声で、私を落ち着かせるようにゆっくりと語りかける。

　……心配をするつもりで、逆に心配させてしまうとは。

　もう少しこの子を信用してやるべきだった。頭の硬かたい自分が情けない。

　旅を続けてきた仲間を信じられぬようではいかん。

「……すまんな。だがそう言ってくれるのならば、私も安心だ」

「うんっ」

　微笑みに同じ表情を返し、私は一度全員へと視線を送った。

　皆、同じ顔だ。楽しそうで攻こう撃げき的な、牙きばを持つ笑みである。

「本戦で手合わせ出来る事を願っている」

「そっちこそ！　大会っていう場ではっ倒たおしてやるんだから、覚かく悟ごなさい！」

「みんななら大丈夫だと思うけど、油断はしないようにね？」

「がんばろうね……」

　釘くぎを刺さすソーニャに、息巻くレティス。そして飽あくまでもマイペースなシェリル。

　はは、これは心配するほうが失礼だったかもしれんなあ。

「然しからば、行くか」

「また……あとで」

　最後にもう一度、シェリルと目を合わせる。

　短く言葉を交かわし、私はシェリル達に背を向けた。

　これならば、大丈夫だろう。再び本戦で見まみえることは、難しくない。

　あとは本戦でこの子達と手合わせする機会に恵めぐまれれば、いうことがないのだがな。

　笑みを浮うかべて私は歩き出す。さて、他ほかにはどんな武術家が来ているかな──
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　……などと別れたのが、十数分前。

　最も早はや心配の方はしていないのだが、それでもシェリル達はどうしているかと気になるのは、私自身が寂さびしさのようなものを感じているせいだろう。

　辺りは人で沢たく山さんだというのに、孤こ独どく感を覚えるとはこれいかに。

　斯か様ように人に囲まれ初めて一人でいる事の寂しさを知るとは、なんとも贅ぜい沢たくな話よ。

「皆みな様さま準備は宜よろしいでしょうか？　これよりミラフィア国大武術大会、Ｆブロック予選を始めたいと思います！」

　シェリルは寂しい思いをしていないだろうか。これが終わったら修しゆ行ぎようついでにたっぷりと構ってやろう。

　そんな事を考えていると、狭せまい部屋に余りある大きさの声が響ひびき渡わたる。

　見れば、中央の試合場と思われる一角に、案内員の服を着た男性が立っていた。

　同時に部屋の入口から試合の組み合わせが書かれたボードが運んで来られ、人々の間にざわめきが広がっていく。

　どうやらようやっと始まるらしい。

　待ちわびたぞ、この時を。

　参加を渋しぶっていた大会だが、いざ参加するとなれば話は別。心にはもう、思う存分楽しむ準備ができている辺り、私も成長しないものである。

　……大会に出るのは、久々だな。それが予選のある規模のものとなると、尚なお更さらだ。

　静寂しじまの道場に立ち込める針のような空気の中、強敵と火花を散らす──それも良いが、このお祭りのような空気もまた、嫌きらいになれん。

　ふむ、私はどの辺りだろうか。組み合わせ表に眼を走らせようとした、その時だった。

「それでは予選第一回戦、初戦をデイブ＝アディスン選手と、スラヴァ＝マーシャル選手にお願い致いたします！　名前を呼ばれた方は舞台へお越こしください！」

　自分の名前が呼ばれた事で、視線の行く先を曲げられる。

　おやおや、真っ先に第一回戦とは。どうやって順番を決めたかは知らんが、気が利きいているのう。

　人ひと垣がきをかき分け、指示に従って舞台へと上がる。少しだけ高くなった視線は、前世の昂りを思い出させた。

　さてさて、私のお相手は──

「おいおい、お前みたいなガキも出てるのか？　一回戦が楽そうでついてるぜ」

　金きん髪ぱつを中ちゆう途と半はん端ぱに伸のばしてへらへらと笑う、ちゃらちゃらした青年であった。

　試合の前から楽そうとは、随ずい分ぶんと余よ裕ゆうそうというかなんというか。

　とはいえ、こんな……と言うと悪いか。試合の前に油断をするような者でも、相手は相手。デイブと呼ばれた青年を見み据すえ、私は深く腰こしを曲げ、礼をする。

「なんだよ、ビビってるのか？　んなことしたって手加減はしてやらねえっての」

　……これは、まあ。

　なんというか、うむ。お前みたいな者も出場しているのか、とは私の台詞せりふだ。

　果たし合いならばいざしらず、これは公式な場での試合だ。礼の一つも出来ぬとは、頭が痛くなる。

　ちゃらちゃらとした態度に、隙すきだらけな佇たたずまい。そして礼を知らぬ不心得。

　これでは腕うでが立ったとしても、この場に居ることは不適切と言わざるをえないだろう。

「試合時間は三分間、それが過ぎた場合は此方こちらで判定とさせていただきます！

　決着の方法は10カウント以上のダウン、意識の喪そう失しつが見られる場合、降参の大きく分けて三つ。その他、此方の判断で試合を決着とさせていただくこともございます。また、予選では試合場の外に接せつ触しよくすることも場外負けとさせていただきます。

　金的や目め潰つぶしなどの急所攻撃、二節以上の魔ま法ほう詠えい唱しようは禁止。言うまでもありませんが、武器は所持が発覚した時点で使用に関かかわらず失格となりますのでご注意を！」

　思わず顔をしかめていると、舞台の傍そばにいる男性がルールの説明を開始する。

　ふむ、ルールは人間の国のそれと大差ないな。単語のみであれば魔法の発動が許されるのは、エルフの国ならではといったところか。

　……つまり、ソーニャは『薫くゆり見み』を使うことが出来る、と。これは面おも白しろくなりそうだ。あのような技術が他にもあるとすれば、非常に心が躍おどる。

「それでは両者構えてください！」

　言葉に従い、私は『波は濤とう』の構えを取る。

　昨今では、シジマ流と言えば此方の構えの方が人気らしい。

　アルマに憧あこがれる少年少女は、試合のはじめには大体がこの『波濤』の構えを取る。

　私も今回はそれに倣ならってみることにした。

『流りゆう水すい』の構えによる、深い駆かけ引きはシジマ流の魅み力りよくの一つだと思うのだが──『波濤』は『流水』に比べれば動きはやや派手であるし、なによりエルフの国で武術が流は行やったのはタリスベルグを倒したという衝しよう撃げきがあってのこと。流石さすがに『流水』はタリスベルグのような巨きよ体たいには使いづらいので、それもしかたがないことであろう。

　一方で、デイブの構えはよくわからないものだった。

　あてはまる言葉を選べば我流となるのだろうが──それはダグラスのように基本を押さえた上で、様々な武術を混合させたり、発展させたりといったものではない。

　恐おそらく、よく言って喧けん嘩かの中で磨みがかれた技術。悪く言えば、確しつかりと武術を学んだことのない者の構えであった。

「へへへ、来いよチビ、ボコボコにしてやるぜ」

　……最早多くは語るまい。

　これが相手を油断させるための装よそおいだとすればかなりのやり手だが──元より手を抜ぬくつもりはない。手を合わせれば分かることだ。

「準備は宜しいですね……それでは、始め！」

　審しん判ぱんと思われる男が上げた手を振り下ろしつつ、高らかに宣言する。

　ついに大会が始まった──言葉未満の思いを感じると同時に、青年が突つっ込こんでくる。

「うっらぁッ！　指南役は俺のモンだ！」

　工く夫ふうも何もない、直線的な動き。

　これが第一回戦とは、なんとも残念である。

　残念なので──

「おらチビ、食ら──！」

　さっさと終わらせてしまおう。

　弓を引くような動きでデイブが拳こぶしを振ふり上げると、次の瞬しゆん間かんには──

「──えふ……」

　デイブは言葉を言い終わることも出来ず、懐ふところに潜もぐり込んだ私にもたれかかってきた。

　今から殴なぐりますよ、というなんとも厚かましい拳けん打だに、ついつい体が動いてしまった。私は小さな体を屈かがめるようにして間合いに入り、がら空きの胴どうに拳を打ち込んだのだ。……もちろん、目め一いつ杯ぱい手加減して。

　腹部に当てた拳で、そのままデイブの体を支えてやると、私は審判へと視線を送る。

「あ……！」

　少し状じよう況きようが理解できていなかったのであろうか、審判は慌あわてて私の舞ぶ台たいに上がってくると、私から動かぬデイブを受け取った。

　目を開けたり脈を測ったりしてデイブの生死を確かく認にんした審判は私を見ると、驚きよう愕がくを浮かべてから頭を振るい、驚おどろきを振り払はらう。

「しょ、勝者スラヴァ＝マーシャル選手！　医い療りよう班はん！　デイブ選手を運んでください！」

　高らかに私の勝利を宣言した審判は、続いて舞台の下に待機する男達を呼びつけた。

　……手加減は思い切りしたとはいえ、鍛きたえているというには程ほど遠とおい実力の者を殴るには強すぎたかもしれんな。命に別状はないだろうし、障害も残らないはずだが、しばらく目をさますことはないだろう。

　担たん架かで運ばれていくデイブに一礼をし、舞台を降りる。

　静かなざわめきが、会場の驚きを示していた。

「あ、あの子供何者だ……？」

「全く見えなかった……」

「けどちょっとスカっとしたな」

　賞賛にも近い驚きを受けつつ、私は元いた場所へと戻もどっていく。

　評価も評判もいらんが──うむ、たまにはこういうのも悪くはないな。

　デイブのように不ふ真ま面じ目めな者ばかりでもないらしく、驚きに包まれながらも参加者たちは僅わずかな笑え顔がおを浮かべていた。相手を殴り、殴られるからこそ礼節はきちんとせねばな。デイブとやらも色々思い直してくれると嬉うれしいのだが。

　さて、次の試合までは少しありそうだ。

　シェリル達は大だい丈じよう夫ぶかな。他のブロックにも強つわ者ものがいると嬉しいのだが。

　様々な事を考えていると、そのうち再び出番が回ってきた。後四回勝ち抜けば、本戦に出られる事になる。

　それまで、頑がん張ばるとしよう。腕をぐるんと回すと、対戦相手が体を強こわばらせた。

　流石にもう舐なめられるということはないようだ。これを私の初戦としよう。

「宜しくお願い致します」

「よ、よろしくおねがいします……」

　礼をすると、礼が返ってくる。やはり試合というのはこうでなくては。

「それでは第二回戦──始め！」

　審判の合図と共に、第二回戦が始まった。

　久々の大会──思う存分、楽しむとしよう！








第九話　予選を終えて









　ミラフィア大武術大会の予選を終えてしばらく。

　すっかりその姿を隠かくした太陽に代わり、見事なまでの円を描えがく月が空の顔を務めるころ、私達はアルファレイアにある酒場──弾はずむヒール亭ていを訪おとずれていた。

　店内はよく行く『跳はねるトカゲ亭』よりも上品な内装に包まれ、幾いく分ぶんか落ち着いた客で満たされている。

　それでも、それぞれの生なり業わいを終わらせた者達で溢あふれる酒場は、居るだけで楽しくなってくるような陽気さに照らされていた。

　予選を終えた私達は、その後一度カドマス殿どのの屋や敷しきへと戻ってから、この場所を訪れている。

　メンバーは私にシェリルとソーニャ。そして今日はレティスがその姿を加えていた。

　跳ねトカゲでなくこのヒール亭を選んだのは、レティスが居るためだ。アルファレイアの中でも特に文化的な施し設せつが密集したこの場所にある弾むヒール亭は、私が知る中でも一番上品な酒場だ。

　一方で跳ねトカゲは喧嘩を酒の肴さかなにするような場所なので、跳ね返りとはいえレティスのようなお嬢じよう様を連れて行くには少々適さぬ場所である。

　その辺りを考えて選んだのが、知るかぎりでは上品な酒場である弾むヒール亭だったというわけだ。

　いつも夕食はカドマス殿の屋敷で頂いているのだが、今日わざわざ街へと出て、ヒール亭を訪れているのには理由がある。

「それでは無事、皆みんなが予選を通過したことを祝って──乾かん杯ぱいっ！」

　それが、このソーニャの一言に集約されている。

　予選を終えた打ち上げに、全員が確りと予選を通過できたことへのお祝い。

　今回の集まりは、そんなめでたい結果を祝うためのものだった。

「乾杯」

「かんぱいっ」

　ソーニャの合図を追うように声を重ね、掲かかげるように突き出されたグラスに己おのれの持つグラスをぶつける。

　若い頃ころは良くしたものだが、エルフの国でも酒の場での挨あい拶さつは変わらんようだ。

　そうした後は何を語るよりも先に、グラスの中身を一気に呷あおる。

「ぷはーっ！　めでたい席だとお酒も美お味いしいねー」

「私もお酒が良かったんだけどな……ま、仕方ないか。でも、本当に良かったわ。正直に言うと、私だけ落ちるんじゃないかって結構怖こわかったの」

　打ち上げで酒場へ……と提案したのはレティスであった。

　不安を口にするレティスは酒も飲んでいないのに少しだけ朱しゆを差した顔で、目を潤うるませる。

　強気に振る舞まってはいたが、不安に思う気持ちは大きかったらしい。

　私の観点から言えば、レティスは天才と言ってもよい部類の才を持っている。だがそれは飽あくまで才の域を出ない話。腕うでは立つが、レティスには実戦の経験がない。

　実戦と訓練では大きな違ちがいがあるのは当たり前。大会に参加するものがどの領域に居るかもわからずに挑いどむ初の実戦形式というのは、それは不安だったことだろう。

　しかし、彼女はこうして本戦へと駒こまを進めている。

　それはとても立派なことだ。日々の努力を、確かに発揮できた結果だろう。

　正直に言えば、この結果には少々驚いている。

　霧きりの街で戦ったニルスは、大会に出るのをやめて修しゆ行ぎようのしなおし──と言っていた。つまり本来ニルスはこの大会に出るつもりだったということで、それは他ほかにも予選の中に、ニルス級の実力者が居てもおかしくないということになる。

　もしそうであったら──全員揃そろっての通過は難しいと思っていたので、この結果は素す直なおに嬉しいところだ。

　やはり、シェリル達には良い思い出を作ってもらいたいからな。全員で本戦へと出場とは、なんともめでたい話だ。

　ともあれ、今回はそのお祝いを兼かねた打ち上げをしているというわけだ。

　祝いの席だからか、普ふ段だんは酒を控ひかえているソーニャも今日ばかりは飲んでいる。

　しかし、シェリルとレティスのグラスの中身は、オレンジの果か汁じゆうであった。

　皆、酒が飲める年ねん齢れいではあるのだが、シェリルはそもそも酒が好きではない。レティスはカドマス殿に「まだ早い」と言われたため、このような状況になっている。

　文句を言いつつも、確しつかりと言いつけを守る辺り、レティスも律りち儀ぎなやつだ。

　まあ酒は少し調べられればばれるので、そこらを考えてのことかもしれないが。

　ともかく、親の目がない所でも言葉を守るのは天晴あつぱれである。

　だがこういう場は空気こそが何よりのもの。酒は無くとも、レティスもシェリルも楽しそうなので、問題はないのだろう。

　こうして、私達のささやかな祝賀会が始まった。

　グラスを傾かたむけつつ、運ばれてくる料理に舌した鼓つづみを打ち、今日や明日あしたの本戦のことについて会話を交かわす。

　やがて、腹が膨ふくれたのを感じ始めたころ。レティスがおもむろに息を吐はき出したことで、三つの視線が揺ゆれる赤い髪かみへと集まった。

「……でも、本当に良かった……皆は絶対大丈夫だと思ってたんだけどさ、私だけ落ちるんじゃないかって、不安だったの」

　ため息のように吐き出された言葉に、食事の手を止める。

　私達に向けたものであるような、独白のような──どっちつかずの言葉が、酒場の明るい空気の中浮うき上がった気き泡ほうのように、静かに響ひびく。

「去年、スラヴァ達と出会った時、皆はお友達を助けに危ない人達に立ち向かっていったでしょ？　……その時、私は皆が危険だって思ってたのに、一いつ緒しよに行くことが出来なかった。

　……足手まといになることは分かってたんだけどさ、友達が危ないのに、怖くて一緒に行けなかったんだ」

　レティスがグラスを傾けると、最後の一口が小さな口へと滑すべり落ちていく。

　レティスが言うのは、ゼツロと戦った時のことか。

　そういえば、去年も同じような事を話したな。しかし、あの時私はレティスを諫いさめ、彼女も納なつ得とくしたはずなのだが。

　──だが。

「スラヴァにはあの時、ああいわれたけどさ。やっぱりちょっとだけ悔くやしかったんだ。

　情けない自分が嫌きらいになりそうだった──でも、急がないでいい、っていわれた時は本当に楽になったんだ。

　無理をしないように、急ぎすぎないで。そうやって歩くと、不思議と色々なものが見えてきたの。

　ありがとうね、スラヴァ。きっと今日予選を通過できたのも、貴方あなたのおかげだよ」

　そう笑うレティスの表情には、一点の曇くもりも残ってはいなかった。

　……ふむ。たった一年で随ずい分ぶんと腕を上げたと思ったが、彼女なりに色々思うところがあったようだな。

　まあ私は少し修行を見てやっただけだが──何かがレティスを一歩前へと送り出すことが出来たのならば、嬉うれしい限りだ。

「いつかきっと、スラヴァ達に並んでみせるから──その時まで、ずっと友達でいてね」

　本来このようなものは、レティスのような才ある少女が抱いだく類たぐいの悩なやみではないはずだ。

　一応は同年代であるシェリルや、私を見ていて少し不安になってしまったのだろう。

　しかし、その顔にはもう迷いはない。成長したのは、武術の腕だけではないようだな。

「ああ、勿もち論ろんだ。なあ？」

「……うん。ずっと、友達だよ」

「そりゃそうだよ。まあ、私にとってはライバルでもあるけどねー」

「ちょ、ちょっとソーニャ……！　ああもう、変わらないわね、貴女あなたも！」

　シェリルと、ソーニャともすっかり仲良くなってくれている。

　このように真まっ直すぐな子だ、きっとシェリルにもいい影えい響きようを与あたえてくれる事だろう。

　しかし、ソーニャとレティスはかなり遠えん慮りよのない仲になってきたな。

　志を同じくする者同士で切せつ磋さ琢たく磨まする──なんとも良い青春ではないか。

「……まあ、大だい丈じよう夫ぶだと思うよ。この顔絶対わかってないもん」

「あ、ホントだ……私としてはちょっと安心するけど……ソーニャも大変ね」

　……うん？

　気がつけば、二人は何な故ぜか私の方を揃そろって見ていて、わざとらしいため息を吐き出した。

　それは私には分からない話題なのだろう。二人だけの話題があるとは、なんとも羨うらやましいことである。

「スラヴァくん、なにかしたの……？」

「いや、身に覚えがないのだが……」

　こうなってしまうと、私はシェリルと共に首を傾かしげる事しか出来ない。

　年とし頃ごろの女子の話題は、よく分からん。

「もー！　今日は飲むよ！　めでたい場で悪いけど、愚ぐ痴ちの一つも聞いてもらわなきゃ！」

「それは良いが、あまり飲み過ぎるなよ？　明日は何もないとはいえ、酒を残しては調整に関かかわるぞ」

　酒が回ってきたのか妙みようなテンションになって来たソーニャをたしなめる横で、シェリルとレティスが笑う。

　今回の大会は彼女達のように若い者こそ楽しんで欲しいものだ。

　この分だとレティスの門限までには出来上がってしまいそうなソーニャに呆あきれつつも、明るい酒の席も悪くはないと思うのであった。

















第十話　大会開幕！









「と、とうとうこの時が来たのね……うう、緊きん張ちようする……」

　エルフの国でもあまりみないような巨きよ大だい建築物、アルファレイア大コロッセオ。

　それひとつで景観と言ってもよい雄ゆう大だいで豪ごう奢しやなその姿は、例外なく見る者を圧あつ倒とうする──だが、何度も見ていれば、そのことに対する驚おどろきというのは薄うすれていく。

　しかし、その姿を見上げるレティスの声は震ふるえていた。

　まるでコロッセオが放つ荘そう厳ごんな空気に威い圧あつされたよう。気き丈じようなレティスが恐きよう怖ふと興奮がない混ぜになった緊張を隠かくしもせず、体を震わせる様は、今日という日の重要さを再さい確かく認にんさせてくれた。

　──ミラフィア大武術大会。

　エルフの国ミラフィアにおける武術の流行を見て、初めて国が先導して開かい催さいするミラフィア最大の武術大会だ。

　ある者は腕うでを試ためしに。ある者は成績優ゆう秀しゆうな武術家を姫ひめ君ぎみの武術指南役に取り立てると聞いて。様々な者がそれぞれの想おもいを胸に、国中から集まってくる様は『大武術大会』の名にどこまでも相応ふさわしい。

　今日は、その大武術大会の開催日。王族の目の前で行う御ご前ぜん試合といってもよいこの大会に臨むとあっては、緊張をして当然といったところだろう。

「いやー、ワクワクするね。実は結構楽しみにしてたんだ！」

「わたしも……がんばろうね、ソーニャ」

「うん！　特にアルマさんには負けられないからねー」

　……うむ、まあ、当然……では、あるのだが。

　ソーニャとシェリルはいつもと変わらず、緊張のかけらも見当たらぬマイペースであった。

　自らの腕に自信を持っているというのもあるだろうが、なんともまあ豪ごう胆たんな少女達だ。

　公おおやけの大会への参加経験はなかったと思ったのだがな。心配が要いらなくて良いこととは思うが。

「……ソーニャもシェリルも、度胸あるわね……羨ましいわ」

「中々ああはいかんよな。なに、レティスも慣れればそのうちああなるさ」

　そんな二人の様子に、レティスがため息をつく。どちらかと言えばレティスの方が一いつ般ぱん的な反応だろう。ソーニャ達は少し特とく殊しゆな例だ──と伝えると、レティスは目を細め、睨にらむような視線を向けてきた。

「む、どうした？」

　その様子に息を詰つまらせる。するとレティスはもう一つわざとらしい息をつき、力の抜ぬけた指で私を指差した。

「スラヴァだってこれ以上ないくらい落ち着いてるじゃない……シェリルとスラヴァは私とそんなに変わらないのに、そう言われたって信じられないわよ」

　それは尤もつともだ。

　だが、こう見えて私はかつてジジイだった事もあり、この態度も大会に出慣れたからこそ。

　最初は私も緊張したもので、ちょうど今のレティスのようだった。

　この規格外の子達と一緒にされるのは心外だ。

「そうは言うがな、私とて最初は──あ、いや……」

　そんなどこか理り不ふ尽じんな感情にかられてか、つい口に出してしまったその瞬しゆん間かん、失言に気がついた。

　これではまるで──

「最初？　……未熟ゆえに大会には出ないんじゃなかったの？　その感じだと随分慣れているように聞こえるんだけど」

　大会に出慣れているようだ。

　聡さといレティスはその言葉から確しつかりと不自然さを感じ取っていた。

　呆れたような視線が、訝いぶかしげな視線へと変わる。

　……いかん、我ながらこれは怪あやしいな。

　一度出た大会で痛い目を見たので……と言うのは通じんだろう。

「いや、そのだな……」

　どう言い訳をしたものか。やはり頭の方ももう少し鍛きたえておくべきだったかと目をそらすと──

「ほら何してるのさー！　早く行こうよ！」

　視線の先から、天の助けが舞まい降りた。

　楽しそうに手を振ふるソーニャの声に、レティスはきつく顰ひそめた眉まゆを緩ゆるめる。

「……ま、いいか」

　どうやら、難を逃のがれたようだ。

　納得はいっていない様子だったが、そこまで掘ほり下げるつもりもないらしい。

　腰こしに当てていた手を下ろすと、レティスはソーニャたちの居る、コロッセオの入り口へと歩いて行く。

　このタイミングは偶ぐう然ぜん……ではないな。

　恐おそらく、遠くでシェリルと会話をしつつ私達の様子を窺うかがっていたのだろう。

　レティスの後ろをつくように歩き、入り口で待っていたソーニャと合流する。

　レティスは先に行ったか。

「すまぬ、助かった」

「どういたしまして。でも、別に話してあげてもいいと思うんだけどな。アルマさんはともかく、知られたからどうってこともないでしょう？」

　気配が遠ざかっていく事を確認し、ソーニャに礼を言うと、困ったような笑いが返ってきた。

　確かに、レティスが相手であれば言ってしまっても構わない──というか、何かがあるわけではないとは思うのだが、なんとなく気き恥はずかしい気持ちがあるのは事実だ。

　とはいえ、それをそのまま言うのも何な故ぜだか少し恥ずかしい。

「言った所で流石さすがに信じられんだろう？」

「どうかな？　レティスちゃんはスラヴァ君を疑うようなことはしないと思うけど。

それに、私やシェリルちゃんだって、疑う事はしなかったじゃない」

「シェリルは爺じじい……じゃない、祖父と私に前世からの付き合いがあったし、ソーニャにはある程度噓うそを判別する力があったではないか。少なくとも、私はレティスの立場であったら信じることは出来んよ」

「んー？　……まあ、そういう事にしておいてあげるよ」

「そういう事にしておけ」

　……正直なところ。

　私とレティスが逆の立場であれば、信じていたかもしれん。

　俄にわかには信じがたい私の事情だが、私はシェリルやソーニャ、レティスを信しん頼らいしている。もしも私が生まれ変わりを体験していなくても、彼女達から同じようなことを言われれば信じてしまうだろう。

　だが何故だろうか、身の上をいうのはちと気恥ずかしいのだ。

　なんだかんだといっても、まだこの少年の体に慣れていないのだろう。

「さて、では行こうか。時間には余よ裕ゆうがあるが、こんな時だからこそ余裕は持っておきたい」

「そうだね。ふふ、大会の組み合わせ、楽しみだなあ」

　やたらと楽しそうなソーニャは、大会に胸を躍おどらせているだけではないだろう。

　まったく、どうにもこの子には勝てん。

　……とはいえ、そろそろ慣れておかねばならぬ時がくるやもしれんな。

　いや困った困った。武術以外の考え事は苦手なのだが。

　しかし、今は目の前の大会を楽しむことだけを考えよう。

　会場付近も少しずつ混み合ってきた。混雑に巻き込まれる前に、準備を済ませてしまいたい所だ──




　　　　◆




「あ、ようやく来たわね。早く行こう、なんて言っておきながら遅おそいんだから」

　少し遅おくれて受付を済ませた私とソーニャが控ひかえ室しつへと入ると、そこで迎むかえたのはレティスの呆れた声だった。

　先ほどのソーニャの声掛かけが意図的なものであったと、この子も気付いているのだろう。

　それでも怒おこった様子のないレティスに、安あん堵どの溜ため息いきを吐つき、ソーニャと共に部屋の中へと進む。

「いやー、ごめんごめん。それよりさ、トーナメントの組み合わせってもう出てる？」

　悪びれた様子のないソーニャに感心しつつ、控え室の中を見み渡わたす。

　来る時に階段を登ったことからわかったことだが、この控え室は吹ふき抜けの試合場よりも少し高い位置にあるようだ。部屋の中の一面は壁かべがなく、試合場を見下ろせる形になっている。

　ふむ、選手たちは出番を待っている間、他ほかの者の試合を見ることが出来るのか。

　これは手の内を隠しながら闘たたかうことも重要になってくるか。だが、王族の武術指南役が欲ほしい者は、一回戦から全力で臨むかもしれん。

　中々どうして面おも白しろい。この大会、勝ちたい者、魅みせたい者──様々な思いが絡からんでゆくだろう。こういう方式も、たまには良いものだ。

　そして、何より──

　随ずい分ぶんと面白そうな奴やつが居るではないか。

　まだ全員が揃そろっているわけでもないのに、見るだけで分かる手練てだれが数人──流石はエルフの国最大の武術大会と言ったところか。

　これはアルマに感謝するべきかもしれんなあ。もしもこれだけの武術家達を前に見ているだけという憂うき目にあったのならば──大会が終わってしばらく、武術家だけを狙ねらう通とおり魔までも発生していたかもしれん。

「どうしたの？　すごい顔してるわよ、スラヴァ」

「ん、ああ……そうかね？　すまん、礼を言うぞレティス」

　どうやら、知らぬ間に人には見せられんような顔をしていたようだ。

　気がつけば犬歯が乾かわいていた。笑っていたのだなあ、私は。

「……よし。それで、組み合わせ表はもう出ていたのか？」

「あ、うん……あっちだよ」

　返るレティスの声は、歯切れが悪かった。

　ううむ、よほどひどい顔をしていたのだろうか。自分では気づけんとは厄やつ介かいだな。

　レティスの案内に従って、掲けい示じされた組み合わせ表へと向かう最中、ふと横目でレティスの横顔を窺う。

　……慌あわてて目を逸そらされてしまった。一体どんな顔をしていたのだ、私は。

「こ……これよ。スラヴァ、第一試合みたいね。……ふふ、ちょっと面白い事になってるわよ」

「ほう？　それは面白そうだ……どれどれ」

　焦あせりを無理やり持ち直したような、レティスの悪戯いたずらっ子の表情。

　この感じだと、私の表情に引いていたのではないのだろうか。どちらにせよ、この歳としで表情を隠かくせないとは、未熟を悟さとるばかりだ。

　が、今は組み合わせ表の方が興味がある。

　私は第一試合だと言うが果たしてどのような──ああいや、なるほど。

「確かに、面白いな」

「でしょう？」

　組み合わせ表を見て、私は思わず顎あごを撫なでた。

　これはなんとも妙みようなめぐり合わせだ。

　意図してか、それとも単なる偶然か──なんとなく、前者である気がする。

　だがそれよりも、一回戦最後の試合だ。

　このカードは、是ぜ非ひ見てみたい。

「あ、スラヴァ君も見たんだ？　んふふー、面白くなってきたよね」

　組み合わせ表をまじまじと見つめる私の元に、シェリルを伴ともなったソーニャがやってくる。

　笑え顔がおでいることが多いソーニャだが、その笑みはいつもより攻こう撃げき的だ。

「わたしも、あとの方だった。勝てば、ソーニャと二回戦！」

　そして、シェリルだ。

　その言の通り、シェリルは勝ち進むことができれば、ソーニャと二回戦でぶつかることになる。

　シェリルとソーニャは普ふ段だんからよく手を合わせているが、この大会でもそれが実現するやも──というのは胸が躍る。日ひ頃ごろ手を合わせつつ道を進む者達がこういう場で当たるというのは、興奮する。

　……しかし、勿もち論ろんどちらかが一回戦で敗退すれば、その試合は実現しない。

　もしもシェリルが敗ければ、ソーニャの二回戦の相手はサムソンという男性になる。

　ならばもしもソーニャが敗け、シェリルが二回戦に駒こまを進めた場合、どうなるか。

　──これが、面白い。

　組み合わせ表に走る線が、どのような形になるか──私が再び犬歯の乾きを感じ始めた頃ころ、控え室にざわめきが生まれる。

　……どうやら、ソーニャの一回戦の相手がおいでなすったようだ。

　ざわめきの中心は、慣れているのか、人々の囁ささやきを気にせずに控え室のど真ん中を歩いてくる。

　そして、組み合わせ表の前で屯たむろする私達の前で、歩みを止めた。

「やあ、久しぶりだなスラヴァ、ソーニャさんにシェリル嬢じよう。そして、レティス」

　エルフの国の英えい雄ゆう、アルマ＝シジマ。

　しゃんとした動きを止め、髪かみが揺ゆれるさまは凜り々りしい、とその一言。

「お久しぶりです。……ふふ、一回戦では、よろしくお願いしますね」

　好戦的な視線を受け止め、ソーニャもまた闘とう志しに満ちた笑顔を向けて、手を差し出す。

　彼女こそが、ソーニャの一回戦でぶつかる相手。

　無名の武術家対、英雄と呼ばれた生ける伝説。知らぬものに取ってはこの大会で四回あるうちの一回でしかない戦いだが──私にとっては、違ちがう。

「……ええ。お互たがい、いい勝負を致いたしましょう」

　愛まな娘むすめと親友の対決。これは、見み逃のがせるはずがない。

　観客の邪じや魔まもなく、試合場の全すべてを見渡せる特等席でそんな戦いを見ることが出来るとは、私もツイているというものだ。

　差し出されたソーニャの手を取るアルマもまた、やる気充じゆう分ぶんの攻撃的な笑みだ。

　いやはや、これは一回戦から目が離はなせなくなってしまった。

　そんな様子に私も堪たまらず笑みを浮うかべる。

　すると、シェリルが袖そでを引っ張ってきた。

「スラヴァくん……」

「どうした？」

　おっとりとした喋しやべり方だが、シェリルも楽しそうだ。

　シェリルも、アルマとは知らぬ仲ではない。

　ああまったく、大会で知り合い同士がぶつかるというのは、何な故ぜこんなに楽しいのだか。

「くく、私も楽しいよ」

「わたしも……」

　集つどう強つわ者ものに、一回戦からの好カード。

　ここ最近にはないほどの心の震ふるえの中──

「それではこれより開会式を始めます！　選手の皆みな様さまは、試合会場へとお越こしください！」

　エルフの国ミラフィア最大の武術大会は、幕を開けた。








第十一話　妙みような縁えにしは思わぬ強敵









　どうにも世の中というのは、妙な縁に溢あふれているようだ。

　円形の建物に囲まれた空間のなか、ふと吹き抜ぬけの空を見上げながら、そんな思いを雲へ混じらせる。

　幼き日に別れた友と、遠く離れた地で再会した……なんていうのは、よく聞く話。

　私なんぞは生まれ変わっても腐くされ縁えんが切れぬ者もおり、今ではかつての好敵手の孫と旅をする始末だ。

　そして、今日。なんの因果か、前世の娘むすめと、今こん生じようでの親友が手合わせするのを見る機会に恵めぐまれた。

　縁は切っても切れぬというが、まことその通りなのだろう。前世の友との再会、娘と幾いく度ども会う不可思議。今思えば生まれ変わってさえ『スラヴァ』という名と縁が切れぬことにも、笑いがこみ上げてくる。

　しかし──おかしな縁というのは、何も古いものだけではないようだ。

　ミラフィア大武術大会の名を冠かんするこの大会には、予選をあわせて五百人以上の武術家が参加しているという。

　……まあ、その中には武術家と呼べるかどうか怪あやしい者もいたが、それはさておき。

　五百人──そう、五百人だ。

　目で見るまでは実感も出来ないような数の中から選ばれた、たった十六人。

　今日この場に集う武術家というのは、そういう者達だ。

　故ゆえに、この本戦であたる者それぞれが、巡めぐり合わせのもとに顔を合わせていると言ってもいいだろう。

「皆様大変お待たせいたしました！　これよりミラフィア大武術大会一回戦、第一試合を開始いたしますッ！」

　音を増ぞう幅ふくする魔石を通し、巨きよ大だいなコロッセオ内に明朗な声が余すところなく響ひびき渡わたる。

　まるで祭りの音頭をとるように、人々を盛り上げる声だ。

　高まった人々の興奮をさらに搔かき立てるようなその声に、観客席からも声が上がる。

　此方こちらは、魔石など通さぬ生の声。しかし、その歓かん声せいはまさに天を割らんばかりのもの。同調した多くの声が一つとなり、この身に叩たたきつけられる。

　うむ、うむ。俄が然ぜん祭り事のようになってきた。

　こういった空気は久々だが、中々どうして悪くない。

「さあそれでは、第一回戦第一試合を彩いろどる選手たちに入場していただきましょう！

　まずは──西門！　シジマ流、スラヴァ＝マーシャル選手！」

　実じつ況きようの声に導かれるように、試合場へと足を踏ふみ入れる。

　すると、轟とどろく雷かみなりのような歓声は更さらに膨ふくれ上がっていく。

　……おや、こんな無名な武術家一人にこれとは、随ずい分ぶんと良い空気だな。

　大半はアルマを目当てに来たと思ったのだが──今やエルフの国における武術の流行はやりというのも、侮あなどれんな。

「なんとスラヴァ＝マーシャル選手は今大会最年少の選手！　英雄アルマ氏と同じシジマ流を操あやつる武術家として、大会に留とどまらぬ活かつ躍やくが期待されます！」

　実況の声に、ほうと一つ息が漏もれる。

　私も少しばかりエルフに馴な染じんできたか、最近年ねん齢れいを詳くわしく考えた事はなかったが、私はこの大会に出場している者の中では一番若かったようだ。

　シェリルよりも三つほど年下だったのは覚えていたが、レティスよりも年下だったのは意外だ。ふと控ひかえ室しつの方を見ると、遠目にレティスも驚おどろいているのが見えた。

　と言ってもエルフの時間間かん隔かくでは、たかが数才、人間で言えば数ヶ月くらいの感覚だろう。

　そもそも私の中身は外見とは似ても似つかぬ爺じじいだ。今いま更さら上だの下だのというのは野暮というものか。

　そう、今は年齢の件はどうでもよい。

　それよりも今は──私の一回戦の相手だ。

　先ほど、レティスは控え室の組み合わせ表をして「ちょっと面おも白しろいことになってる」と言っていた。

　私からすれば此こ度たびの大会は、一回戦からソーニャとアルマが当たるということ以上に面白いことなどないが──表情を窺うかがうレティスに「確かに面白い」と答えたのは事実だ。

　アルマとソーニャの戦いとは比べるべくもないが、それでもなおこの組み合わせは中々に面白い。

　なんとも、妙なめぐり合わせではないか。

「対する東門──スラヴァ＝シモンズ選手！　入場をお願い致します！」

　五百人以上の中から選よりすぐられた十六人──その中で最初に試合う者の名が、自分と同じものであるとはな。

　試合場を挟はさんだ反対から舞ぶ台たいへと登ってきたのは、滑なめらかな金きん髪ぱつを邪魔にならぬよう紐ひもで纏まとめ上げた、線の細い少年であった。

　切れ長の目はきつく結ばれ、されど相手である私への敬意を示している。

　その佇たたずまいから、なんとなく真ま面じ目めそうだという印象を受けた。

　スラヴァ＝シモンズと呼ばれた少年──ややこしいので、シモンズと呼ぼうか──が舞台に上がってくると彼は私に対して頭を下げた。私も同じようにそれを返すと、シモンズは柔にゆう和わな笑えみを浮かべる。

「スラヴァ＝シモンズ選手もまた、スラヴァ＝マーシャル選手と同じシジマ流！

　アルマ＝シジマ氏の偉い大だいなる師、スラヴァ＝シジマ！　エルフの国における武術の祖と言ってもよい武神の名を受け継つぐ二人が、ミラフィア最大の武術大会の一回戦でぶつかるとは、なんというめぐり合わせでしょうか！」

　実況の興奮は、一回戦からもはや最高潮である。……いや、恐おそらくはアルマの時のために余力を残しているとは思うのだが、これ以上のテンションというと、逆に此方は冷静になってしまいそうだ。

　まあ、そんなわけで。

　これが、自身の一回戦を「確かに面白い」と評した理由である。

　同時に、意図的な組み合わせを疑ったのも同じ理由だ。

　同じ者の名を授さずかり、同じ流派を操る二人の少年。それは前座としては、中々面白い組み合わせなのだろう。

　……しかし、名が出る度たびいちいち持ち上げられるのは何とかならんかのう。かつての自分があちこちで称たたえられているのを見るのは、どうにも小こ恥はずかしい。

「両選手、開始位置へと移動をお願い致します」

　だが今は目の前の戦いに集中せねば。

　指示に従い、私は試合場の中央あたりへと歩を進める。当然、向こうのシモンズもまた、同じくらいの歩ほ幅はばで歩み寄ってきた。

「同じ名前とは、偶ぐう然ぜんですね」

　開始位置へと到とう着ちやくすると、シモンズが手を差し出してきた。

　握あく手しゆを、ということなのだろう。思ったとおりに丁てい寧ねいで、真面目な対応だ。

「ああ、今日はよろしく頼たのむ」

　私は迷わずその手を取った。途と端たんに手を強く握にぎりしめる──という事もなく、その握手は何ど処こまでも紳しん士し的だ。

　その様子に、会場がまた沸わき上がる。案外、エルフの国の人々も祭りが好きなのかもしれん。

「ええ、是ぜ非ひとも。……ふふ、実は僕は自分の名に誇ほこりを持っているのですよ。

　今日ここで同じ名前を持つ貴方あなたと戦えることを、光栄に思います。

　偉大な武術家、スラヴァ＝シジマ様の名に恥じぬ、よい勝負をいたしましょう！」

　どこか興奮したその様子は、本当に己おのれの名に誇りを持っているようだった。

　なんとも真まっ直すぐな少年だ。しかし──

　──なんだこの気持ちは！　申し訳無さに顔から火が出そうだ……！

　礼れい儀ぎ正しく、真面目なシモンズは好青年、と評するに相応ふさわしい少年だ。

　そんな彼が、武術以外にはろくでもなかった私に憧あこがれ、目を輝かがやかせている。

　出来ることならば伝えたい……！　アルマの師とはいうが、其奴そいつは割とろくでもない男だったぞ、と！

　しかしそれはかつての私を貶おとしめるだけではなく、シモンズが己の名にかける思いをも踏みにじることになってしまう。

　なんとむず痒がゆい気持ちだ……だが、それ以上に申し訳ない。

「……？　どうかなさいましたか？」

「いや、なんでもない……なんでも……」

　子供の夢の裏側を見てしまったかのような気分だ。

　……この真実は、出来ることならば墓まで持って行こう。もっとも、その時がいつ来るかは、今や分からんが。

　まあとは言っても、だ。自分に憧れたという少年が同じ武術を学んでいるというのは、少しばかり嬉うれしくもあるな。

「両者準備はよろしいでしょうか？　それでは構えてください！」

　だが勝負事に手を抜くつもりはない。

　真面目な少年だ、手を抜けばそうだと分かるだろう。

　少なくともシモンズの憧れるスラヴァ＝シジマは大会という場で手を抜くような男ではないはず。

　それと知らぬ事であろうと、私も彼の目標の姿に少しでも近づけるよう努力するべきだろう。

「ミラフィア大武術大会、第一回戦第一試合──」

　試合場の傍そばにいる審しん判ぱんが、手を上げる。

　そして──

「試合開始ッ！」

　勢い良く振ふり下ろされ、同時に戦いの幕が切って落とされた。

　しかし、直ぐ様激しい打だ撃げき戦が始まる、という事はない。

「さあ試合が開始されましたが──これは予想に反して静かな立ち上がりです！　シジマ流は受けを基本とする武術と聞きましたが、この静けさは両者が同じ技わざを使うが故のものなのでしょうか！」

　同じ流派、故に同じ構え。『流りゆう水すい』を構える二人のスラヴァは、互たがいに相手の動きを観察していた。

　それはそうだろうな。実況の男が言う通り、シジマ流は受けを中心とする武術だ。

　打撃を重視した『波は濤とう』の構えがあるとはいえ、やはり重視されるのは受けの『流水』。受けと攻せめの二つがぶつかり合った時、より重点を置かれる『流水』こそが一歩先をゆくのは必定。

　意識の海を平らに凪ながせ、距きよ離りを詰つめていく。

　互いが少しずつ、足を擦こするようにして距離を測り合う。

　……なるほど、よく学んでいるようだ。この若さでこれほど真しん摯しに『流水』を学んでいる者は、中々おるまい。

　レティスもそうだが、若い者はどうも『波濤』を好むようだからな。アレは私も好きなので、文句は言わんが。

　……ふむ。その真摯な姿勢、非常に気に入った。

　ここは褒ほう美びに、その構えの行く先を少し見せてやることとしよう。

　石の表面を衣ころもで削けずり合うような間合いの食い合い。

　身長、すなわち射程範はん囲いは僅わずかにシモンズの方が長い。それ故ゆえに先に行動の権利を得るのはシモンズのはずであったが──私を射程内に収めた瞬しゆん間かん、シモンズの意識にごく僅かなブレが生じた。

　レティスにも見られる、実戦経験の少なさ故の乱れだろう。意識の乱れは構えにも微び小しようなブレを生む。

　百年以上続けてきた構えだ、それを見み逃のがすはずはない。

　意識の隙すき間まに潜もぐり込むように、ぬるりとした滑らかな動きで、身を沈しずめる。

　入りは隠かくした。見づらいはずの動きに、心の乱れがまた一つ。

「ッ！」

　しかし、それで反射的に手を出さぬ辺りは心得ているようだ。

　守りの動きは確しつかりと体に染しみ込ませているようだな。

　ならば欲ほしい筈はずのものをくれてやろう。

　懐ふところへと潜り込む動きから、流れを継ぐ突つきを放つ。

　打撃としてはそれなりの一撃──だが、流れに沿うこの一撃は多少見やすくなっている筈だ。

　案の定、シモンズは突きに反応した。シジマ流が『流水』の構えを生かすため、シモンズの手が私の腕うでに絡からむ。ふむ、速度の方は中々だと思ったが、手を捕とらえるとは見事。

　だが、ここからが験げん競くらべだ。

　私の腕に流れる、力の流れを操あやつろうと、まっすぐの力にシモンズの力が加わる。

　狙ねらいは『流し』だろう。流石さすがにまだあの状態から取った力を操るまでは出来ないか。

　自分の背せ丈たけで出来る事もよく見えている。やはりこの少年は勤勉なようだ。

　とはいえ、まだまだ年季が足らんなあ。

　私の力を操るべく加えられた力もまた、流れる力。

　私は突き出した状態の腕に捻ひねりを加え、腕にかかるシモンズの力を散らした。

　流石にこれにはシモンズの顔にも焦あせりが浮うかぶ。力を流すつもりが、逆に自分の力を操られるとは思わなかったのだろう。

　そんな隙に付け込むように、私は腕を引いた。一いつ瞬しゆん遅おくれた反応が、シモンズの体を沈ませる。

　このまま行けば倒たおれてしまうだろう──シモンズがそうなることを避さけようと、足で体を支えようとした。が、そんな無意識の力の流れを見逃すはずがない。

　私はシモンズの足が踏ふみ出される前に、自らの足を置いた。当然、シモンズの脚あしは私の脚に引っかかる。

　もうこうなれば、体勢を保ってはいられまい。

　腕を返し、逆にシモンズの腕を摑つかみ、倒れるシモンズの向きを仰あお向むけに変える。

　そして──

「──参りました」

　木の板を割るように、下に振り下ろした拳こぶしを目の前で止めると、シモンズは投とう了りようを選せん択たくした。

　ちらりと視線をやると、審判が赤い旗で私の勝利を告げる。

「しょ、勝者！　スラヴァ＝マーシャル選手！

　決着です！　静かな立ち上がりから、ここまで流れるように決着がついてしまいました！　まさに清流！　淀よどみない川が穏おだやかに流れていくような勝負でした！」

　審判の旗を見て、今度は実じつ況きようの声が高らかに響ひびく。

　流石に今の試合はちと地味かと思ったが、いつでも盛り上げていくその精神は正しくスペシャリストと言うに相応しいだろう。……本当に、もう少し落ち着かせてくれると有り難がたいのだが。

　まあ、それはよいか。

　こんな場だ、騒さわぎたい気持ちも少しわかるからな。

　私は一つ息を吐はいてから、シモンズに手を差し出す。

「あ、ありがとうございます」

　シモンズはその手を取ると、まずは礼を言う。

　私に助けられて立ち上がり、姿勢を正すとシモンズは私を正面から見なおした。

「ありがとうございました」

「ありがとうございました」

　そして、一礼。私もまた、同時に礼を返す。

　……なんとまあ、確りとした子だ。こういう少年が多ければ、シジマ流も安あん泰たいなのだが。

　当たり前の事を当たり前に実行できるシモンズに感心していると、試合前のように手が差し出される。私は再びその手を取ると、シモンズは爽さわやかな面おも持もちで語りかけてくる。

　だが、その顔は試合前とは違ちがい、ほんの少しの悔くやしさを表していた。

「完全にやられました。一枚も二枚も上手を行かれてしまいましたね。『流水』の構えには自信があったのですが……」

　語るのは、先ほどの一連の流れを指してのもの。

　ふむ、この若さならば十分だと思うのだが──と、今は私もエルフでいえば子供だったか。

「なに、ここまで流水を使う者は久々だったのでな。その自信、決して間違いではないぞ。後はそう、不測の事態にも対応できるよう、実戦経験を積めばより洗練されていくはずだ」

「そうでしょうか……」

　正当な評価にアドバイスを添そえて。シモンズの『流水』が決して捨てたものではなかったと伝える。

　だが、シモンズにはあまり効き目がないようだ。

　うーむ……本当にこの歳としにしてはよく出来ていると思うのだがな。さてどう伝えたものか。

　秀しゆう才さいというのはこういう時難しい……などと考えていると、ふと一つの案が浮かぶ。

　……ええい、あまり使いたくはなかったが、仕方あるまい。

「なあに、かのスラヴァ＝シジマも若い頃ころは負けが多かったというぞ。彼かの者を目指すお前さんが、たった一度の敗北で膝ひざを折ってしまうのかね」

　かつての自分の失敗を引き合いに、シモンズを煽あおる。

　すると、シモンズははっとしたように、勢い良く顔を上げた。

　願わくはあまり食いついてほしくなかったのだがなあ……

「この名に恥はじぬよう、互いに邁まい進しんしてゆこうではないか、なあ『スラヴァ』や」

「……！　そうですね……！　そうだった！　この名を授さずかったからには、情けない事は言えませんね！　おおお、燃えてきました！」

　なにが悲しくて自分自身を目指さないといかんのか。

　しかし有望な芽をここで潰つぶすわけにもいかん。

　これは帰ったらソーニャの奴やつにからかわれるなと、心中で肩かたを落とす。

「スラヴァさん！　僕はやりますよ！　きっとスラヴァ＝シジマ様のように偉い大だいな武術家になってみせます！　お互い頑がん張ばりましょうね！」

「う、うむ……そうだな……」

　まさか彼も、私がその本人だと思うまい。

　熱い情熱に、無む性しように恥ずかしくなってきた。

「素す晴ばらしい友情です！　試合を通して固く結ばれた握あく手しゆ！　現代を生きる小さな武神達に、盛せい大だいなる拍手をお願い致いたします！」

　そして、この実況である。

　……ええい、いい加減に持ち上げるのをやめろというに！

　観客の拍手の中、やたらと熱くなったシモンズに腕を掲かかげられながら、私は歩き始めた。

　勝ったというのに妙みように赤らんだ顔で、そそくさと試合場から逃にげ帰る様は、まるで大敗を喫きつしたかのようだ。いや、ある意味では負けているのかもしれん……色々なものに。

　……スラヴァ＝シモンズ。ある意味、凄すさまじい強敵であった。アルマはどのように私を広めたのやら──
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　武術大会もつつがなく進み、一回戦もあと二試合──シェリルの試合とソーニャ対アルマを残すのみとなった。

　大接戦の末に疲ひ労ろうを残しているものの、レティスも何とか二回戦へとコマを進めることができている現在、運びは上々と言える。

　それに伴ともない、控ひかえ室の空気も大分変わってきた。己おのれの勝ちに胸を撫なで下ろす者、試合内容を反省する者、悔かい恨こんに顔を覆おおう者──ぴりぴりとした緊きん張ちよう感かんが薄うすれてきた控え室は、代わりに空気の層のようなものができていた。

　私達は暖かい空気の方にいられるから良いが──この大会に賭かけていた者も居るらしい。冷たい方の空気は、中々のものであった。

　ううむ、出るからには楽しむのが一番だと思うのだがな。次の機会があれば、悔しさをバネに健けん闘とうして貰もらいたい所だ。

　……と、そんな事よりも。

　シェリル。そう、シェリルの試合だ。

　控え室から見える闘とう技ぎ場には、体格の良い男と、見慣れた白はく髪はつの少女が向かい合って立っている。

　体格からすればなんとも無む慈じ悲ひな光景にも見えるが──

「スラヴァ君はどう見る？　この試合」

「力を隠かくしている可能性を考こう慮りよすれば絶対とは言えんが、シェリルの有利と見た」

　隣となりから弾はずむ楽しそうなソーニャの声に、私は視線を固定したまま、あっさりと答えた。

　佇たたずまいや纏まとう魔ま力りよくから、ある程度の実力は分かる。よほど上う手まく力を隠しているか──あるいは『薫くゆり身み』のように特とく殊しゆかつ強力な技わざを持っていない限り、サムソンという男性の勝利はルールを上手く扱あつかったものになるだろう。

「流石は『スラヴァ』君だねえ。伝説の武神を目標にするだけあるなあ」

「そ、それはもう良いだろう！　まったく……あまりからかってくれるな」

　口を猫ねこのように曲げ、悪戯いたずらっ子の笑えみを作るソーニャに、思わず顔を赤くして返す。

　ええい、当たり前といえば当たり前だが、この大会敵が多すぎるぞ。

　……しかし、ソーニャも厄やつ介かいなのは厄介だが──

「ははは、照れることはないさ、立派なことじゃないか。目標は高いほどよい。師匠せんせいなら、これ以上ないほど立派な目標だろう？」

　それ以上に厄介なのが、この異常なほど上じよう機き嫌げんなアルマだ。

　試合会場のどこかに、音を届ける魔具があったらしく──アルマもまた、あの言葉を聞いていたらしい。

　厄介だ、厄介過ぎる。この大会、最も早はやシェリル以外の全すべてが敵といってもよいかもしれん……

「そ、そういうものですか……」

「ああ！　世界で一番立派な人だ、世界で一番立派な目標になるのは当然だろう？」

　くそう、なんだこの気持ちは。恥ずかしいというか、なんというか……ええい、笑うなソーニャ！

「これよりシェリル＝プライム選手対サムソン＝マッカン選手の試合を開始いたします！

　サムソン選手は拳けん闘とうを使う堅けん実じつな選手！　対するシェリル選手はその姓せいにもある『プライム流決闘術』なる無名の武術の使い手！　全く未知数のデータに、試合内容の予想が付きません！」

　どう切り抜ぬけたものかと思案していると、丁度良く実況が声を張り上げた。

「この話は、この辺りにしませんか……シェリルの試合が始まってしまう」

「あ、本当だ」

　これ幸いと無理やり話を打ち切る姿勢を見せると、ソーニャは大人しく従ってくれる。

　なんだかんだで、嫌いやだと思う線まで踏ふみ込んでこないのがこの子の賢かしこいところというか……苛いら立だたぬギリギリを見み極きわめてからかってくる辺り、私をからかうのが上手いというか。

　深く考えるまでもなく、色々と敗けている気がするが──それよりも、大人しくこの試合を見せてくれることを感謝しよう。

　遠くに映る小さなシェリルが、手を合わせて頭を下げる。

　可愛かわいらしい礼だが、確しつかりと相手に敬意を持っている様は、よく教えた甲か斐いがあったと思える。行ぎよう儀ぎがいいのは、よいことだ。

　……だが、あれではなあ。

「あはは……あれじゃ『いただきます』だね」

「全くだ」

　頰ほおをかきながら言うソーニャは苦笑い。

　全く同じ感情を抱いだいていた事に、渋しぶい笑みが浮うかぶ。

　相手に敬意を払はらって、頭を下げる。

　試合には欠かせぬ礼儀を自然に実行するのは良いことだが──あれだけ好戦的な魔力を纏まとい、あんなに良い笑顔をしていては『お願いします』よりも『いただきます』だ。

「それでは両者、構えてください！」

　実じつ況きようの声が構えを指示すると同時、シェリルが片かた腕うでを垂らした『プライム流決闘術』の構えを形作る。

　対戦相手のサムソンも構えるものの……あれは完全に怯おびえているな。

「試合──開始ッ！」

　鐘かねの音と共に、高らかな宣言。

　と、次の瞬しゆん間かんには、シェリルが対戦相手へと肉にく薄はくしていた。

　疾は走しるのは拳こぶしではなく、すらりと伸のびる白い脚あし。

　明らかに拳を意識させていた構えから蹴けりが繰くり出されてきたからか、それとも単純にその速さに驚おどろいたか。サムソンの顔に驚きよう愕がくが浮かぶと──鉄をひん曲げたかのような、鈍にぶい音。

　サムソンは音を追いかけるように強きよう烈れつな勢いで蹴り飛ばされ。その勢いはコロッセオの壁かべまで弱まることなく、再び鈍い音を立てる。

　壁にヒビを走らせたサムソンがようやく静止すると──

「さ……サムソン選手戦せん闘とう不能！　鮮せん烈れつな決着！　神速の……えー……蹴り？　ですね。神速の蹴りによって、一瞬でケリがついてしまいました！」

　誰だれの目にも明らかな勝敗が、下された。

　シェリルの勝ちが宣言される辺り、サムソンは何とか生きているのだろう。

　公共の場で凄せい惨さんな場面が生み出されなかったことに、その洒落しやれはどうなんだと思いつつも胸を撫で下ろす。

「……ちょっと、やり過ぎた」

　当のシェリルは表情をいつもの眠ねむたげな顔に戻もどし、舌を出していた。

　一応手加減する意志はあったのだろうか。……失敗している以上褒ほめる事は出来んが、𠮟しかるのもやめておこう。

「あー……一瞬で決着がついちゃったね」

「まあ仕方がないな。単純な魔力量だけでも差があったというのに、練度にも違ちがいがあるのではどうしようもない」

　全てにおいてシェリルはサムソンの上をいっていたが故ゆえ、結果自体は予想できたものだった。

　試合の内容を見ても言葉にするのが難しいくらい当たり前なものではあったが、それでもシェリルの動きを目で追うことが出来た辺り、さすが本選出場者と言うべきだろう。

　普ふ段だんの柔やわらかな雰ふん囲い気きを見ていると忘れがちだが、シェリルはそこいらの武術家とは棲すまう場所が違う実力者。初撃を認にん識しき出来ただけでも大したものだ。

　控え室の一部に驚愕が走っているのが、証左となるだろう。

　……それでも動じない者達も何人かは居るが、な。

　しかし、試合が一瞬で終わってしまったということはだ。

「さあて、少し早かったけどそろそろ出番かな」

　その後に控える、一回戦最大のイベントが始まるということだ。

　体を伸ばすソーニャの顔はにこやかではあるが、その目は既すでに笑ってはいない。

　くく、待ったぞ、この時をな。

「ああ、頑がん張ばってこい」

「もちろんだよ。ふふ、スラヴァ君としてはどっちに勝ってもらいたいかな？」

　伸ばした腕を前へ突つき出しつつ、ソーニャは横から試ためすような視線を送ってくる。

　……ふむ、そうさなあ。

　旅を共にする親友か、より長い付き合いのある娘むすめかとは難しい問題だ。

　少し考え、私は答えを出す。

「様々な事情を考慮して、ソーニャの方だな」

「んー？　本当かなあ？　でもそう言ってくれるなら、頑張っちゃおうかな」

　アルマの事は大切に思っているが、修しゆ行ぎようの……そして、それだけではないこの旅もまた大切なものだ。

　もしもアルマがこの大会で優勝してしまえば旅を続けられるかどうかわからぬ以上、僅わずかにソーニャの勝ちのほうが、私にとっては有り難がたい。

「おや、学校では結構仲良くしていたと思ったのだが──酷ひどいなスラヴァ。

　……これは、意地でも勝ちたくなってきたぞ」

　そんな私達の会話を聞いていたアルマが、これまたにこやかに言う。

　無論、此方こちらも表情だけで目の方は真しん剣けんだ。

　戦いはもう始まっているといったところかな。

「では私は先にいっているとしよう。……いい勝負にしましょう、ソーニャさん」

「一いつ緒しよにいくのも格好付かないし、私は少し後で行きます。……お互たがい、頑張りましょうね」

　攻こう撃げき的な視線が交差するさまは、競せり合い火花を散らす剣のようだ。

　何時の世も女の戦いは怖こわいというが──これは少し違うか。

　……違う、よな？

「さて、然しからば後ほど……舞ぶ台たいの上で」

　一ひと頻しきりそうすると、アルマは最後に小さな吐と息いきを残し、背を向けて控ひかえ室を後にした。

　やはりこの場での決着はつかぬか。あの様子だとあの子の方にも油断は無さそうだな。

「厳しい戦いになるぞ」

　ソーニャに送る視線は、知らずの内にからかうような──いや、挑ちよう戦せんするような視線になっていた。

　ソーニャを応おう援えんするとはいったが、アルマはかつての私が手塩にかけて育てた『大天才』だ。お前に打ち破れるか、と。知らず、心が昂たかぶっていた。

　だが、今のソーニャにはそんな視線すらも気にならぬようだ。

　何ど処こまでも楽しそうに──今度は瞳ひとみも伴ともなう、最高の笑顔で──ソーニャは言った。

「障害は高いほど乗り越こえ甲が斐いがあるってね。ねえスラヴァ君、私今すごく楽しいよ。

　……ふふ、スラヴァ君に恋こいして、良かった！　じゃ、私も行って来ようかな！」

　それは、私には到とう底てい考えつかぬ最高の不意打ちであった。

　肩かたを軽く叩たたき、ソーニャは跳はねるように控え室から出て行く。

　言葉の通り、本当に楽しそうな足取りだ。

　う、む。何だこの気持ちは……きっと、今の私の顔は真っ赤なのだろうな。

　周りから突き刺ささる──一ひと際きわ、レティスの方から吹ふき付けてくるような──冷たい視線も気にせず、私は固まっていた。

「ただいま……スラヴァくん、わたし勝ったよ……」

「あ、ああ……お帰りシェリル」

　ソーニャ達と入れ代わるように控え室へ戻ってきたシェリルの声でようやく我に返ると、私は熱を払うように頭を振ふるう。

「……？　どうしたの？　かお、まっか」

「ぬあ!?　そ、そうか……？」

　ぴょこぴょことした小動物のような動きでやってきたシェリルの指し摘てきに思わず声が裏返ってしまう。

　……何たる無様、百年生きたとは思えぬうろたえようだ。

　いかん、平常心だ。

　大きく息を吸い込むと、ようやく心が落ち着いてきた。

「早いなシェリル。見事な試合だったぞ」

「えへー、ありがとう」

　へにゃりと表情を緩ゆるめるシェリル。

　頭を撫なでると、一層柔らかさが増す様はなんとも可愛らしい仕草だ。

「つぎ、ソーニャの試合だよね？　……見たくて、いそいでかえってきた」

「ああ、それは賢いな。……よく見ておくといい、シェリル。この一戦、恐おそらくは一回戦で最高の戦いになるぞ」

　寄り添そうようにくっついてくるシェリルの頭を撫でながら、私は視線の先を舞台へと降ろした。

　既に努力や才能といった言葉を越えた少女たちによる、全力の試合。

　多くの者はそれを『アルマの一回戦』としか捉とらえていないであろう。だが、違う。

「……うん」

　私の言葉に緩んだ顔を正し、瞳を刃やいばのように研とぎ澄すますシェリル。

　そう、一部の者は気付いているのだ。この試合がミラフィアにおける最高のカードの一つであることを。

　……出てきたな。

　試合場の傍そば、入場口から二人の少女が現れる。

　その顔はもう武術家のものだ。ひたすら攻撃的で、気高く、美しい──誇ほこり高き鷹たかと獅し子しである。

　もう、私とシェリルの間に言葉はいらなかった。まばたきすらも惜おしくなる時間の中、ソーニャ達は同時に舞台へと足をかけた──








第十三話　涼りよう風ふう熱戦









「皆みな様さま大変長らくお待たせ致いたしました！　これよりミラフィア大武術大会一回戦、最後の試合を行いますッ！」

　舞台に一歩脚を踏ふみ入れた瞬間、ミラフィア最大の都市にあるコロッセオは、海が立ち上がったかのような大だい歓かん声せいに包まれた。

　押し寄せるような轟ごう音おんに、ソーニャは思わず耳を塞ふさぐ。優すぐれた聴ちよう力りよくを持つ彼女には、空まで届きそうなこの爆ばく音おんは堪こたえる。

「流石さすがは武術ブームの火付け役、だなあ」

　この歓声が続くようなら辛つらいかもしれない。そう思いながらも、ソーニャは目の前の『敵』の姿から目を離はなすことはなかった。

　アルマ＝シジマ。

　一人でエルフの天敵タリスベルグを打だ倒とうした、エルフの国の英えい雄ゆう──

　自信を感じさせる凜りんとした佇たたずまいに、隙すきを感じさせない立ち姿。そして抑おさえている状態にある今でも感じさせる、強大な魔ま力りよく。

　表おもて舞ぶ台たいに立つ武術家として、間違いなく最強争いに名を連ねる、生ける伝説。

　田舎いなかの村に住んでいたソーニャでもその名前くらいは知っている。タリスベルグを一人で倒たおした武術家。そんな彼女に挑いどもうとする武術家は、数えるほどだろう。

　けれど、今のソーニャにはそんなことは関係なかった。

　目標にしているわけでもない、何をされたわけでもない──それでも、ソーニャにはアルマに敗ける訳にはいかない理由がある。

　ソーニャの脳のう裏りに浮うかぶのは一人の少年の姿だ。

　何よりも魅み力りよく的で、誰よりも好きな想おもい人の姿。

　アルマはそんなソーニャの想い人──スラヴァ＝マーシャルの前世の娘だったという。

　最強という名の夢を目指すため、スラヴァはアルマに対して正体を隠かくしている。

　だというのに運命の悪戯いたずらか、スラヴァ達は良くアルマと出くわすのだ。その度たびスラヴァは慌あわて、困ったような態度を取るのだが──

　決まって、彼がアルマの事を話すときにはどこか自じ慢まん気げで、隠しきれぬ愛を感じさせる。

　距きよ離りを置きつつも、スラヴァがアルマの事を愛している事をソーニャは知っていた。

　そして、そんな彼がこの大会へと臨むに際し、何かを覚かく悟ごしたような顔をしたことも。

（……敗けるわけにはいかないんだよねえ）

　スラヴァの表情は、旅の終わりすらも覚悟している事をソーニャに感じさせていた。

　たとえそうなったとしても、もう二度とスラヴァに会えないわけではないだろう。だが、ソーニャはまだ彼と、シェリルと旅を続けていたかった。

「鬼おにには見つけさせない。通せんぼ、だよ」

　アルマに向け、歓声に混じらせた小さな呟つぶやきは、波に飲まれて消えていく。

　表情から普ふ段だんの笑えみを消し去り、ソーニャは完全に戦せん闘とう態勢を整えた。

「皆様の中にはこの方の戦いを拝見しに来た人も多いのではないでしょうか！

　蒼あおい髪かみを揺ゆらす戦いくさの姫ひめ、アルマ＝シジマが今舞台に上がりました！　操あやつるは静と動を使い分けるエルフ武術の本流、魔物殺しの『シジマ流』！

　対するは山やま間あいの村ナトゥーシャからやってきたソーニャ＝アルヴェーン選手です！　流派は『我流』！　経歴も全く不明の謎なぞに包まれた選手ですが、本戦まで上がってきた実力は本物でしょう！　謎の美少女を相手に、アルマ選手はどう立ちまわるのでしょうか！」

　今までもテンションが高い、と思っていた実じつ況きようの更さらなるハイテンションに、ソーニャは心中で苦い笑いを浮かべた。

　しかし、今やソーニャにはそれすらも些さ事じ。きつく傾かたむけた眉まゆと固く結んだ唇くちびるは、僅かにも動かない。

　一歩が長く感じる集中状態の中、ソーニャとアルマは近づいていく。見えない壁かべに阻はばまれたかのように開始線で足を止めた二人は、真正面から見つめ合った──いや、睨にらみ合った。

　今までとは違ちがう空気は、氷に手をかざしたような冷たさを感じさせる。会場にいる一部の者は、この戦いが消化試合ではないことに気付いた。

「一年前に見てからずっと、興味がありました。貴方あなたの戦い方に」

　試合を運ぶ審しん判ぱんすらもが言葉を失う緊きん張ちよう感かんの中、先に言葉を発したのはアルマであった。

　この冷たい空気を生み出すものに相応ふさわしい、強者の微笑ほほえみだ。敬意を感じさせる友好的な笑みだというのに──その微笑みは、背筋を冷やす。

　礼れい儀ぎは正しく、そして真ま面じ目めぶってはいるが確かにこの女性はスラヴァの娘むすめなのだと、ソーニャは口角を上げる。

「今から楽しみです」

　アルマは手を差し出し、握あく手しゆを求めながらに言う。

　そんな挑戦的な態度にソーニャが感じたのは、精神の昂たかぶりだ。

　なんだかんだとスラヴァを馬ば鹿かにするが、ソーニャもまた生きつ粋すいの武術家だ。強つわ者ものからの挑戦に、心が躍おどらぬ訳はない。

「私も、アルマさんと戦えて光栄です。ですが、敗ける訳には、いきませんからね」

「奇き遇ぐうですね。私も、敗ける訳にはいかないんだ。スラヴァの言葉が気になるのでね」

　手が結ばれると、二人の戦意は決定的なものとなった。

　お互たがい手に込こめるは、痛みを感じぬギリギリの強さ。単純な力は、何よりも原始的な戦意であった。

「それでは、両者構えてください！」

　握手を終えると、審判がお決まりの宣言を高らかに張り上げる。

　ただならぬ空気に割って入ったのだろうか。だが、最も早はや二人に必要な言葉は開始の合図のみであった。

（……やっぱりシジマ流の構え──『流りゆう水すい』か。闘とう志しバリバリなのに慎しん重ちようだな）

　適度に力を抜ぬいた柔じゆう軟なんな構えを形作るソーニャが相手に見たのは、見慣れた構えだ。

　防ぼう御ぎよに優れたシジマ流『流水』の、無む駄だのない流りゆう麗れいな構え。だが、ソーニャはより完成に近い構えを、毎日見ている。

　それでも、その構えはソーニャに警けい戒かいを揺り起こさせた。『英雄』と呼ばれる者だというのに、まずは『見』に入る慎重さ。驕おごりを感じさせない姿勢に、意識を引き締しめる。

（珍めずらしい構えだ。……動きの連なる先がわからない。警戒が必要だな）

　対するアルマもまた、ソーニャの構えに警戒を強めていた。

　武術とは違う、見慣れぬ構え。しかし『理』がないというわけではなく、その構えは豊富な動きを連想させる隙のないものだったのだ。

　自身の能力を最大限に活いかした、対応力が高い構え。アルマは未まだソーニャの能力を知らないが、その構えの汎はん用よう性の高さを見た彼女には、油断の欠片かけらもなかった。

「両者準備は宜よろしいですね？」

　審判の言葉に二人が返すのは、簡素極きわまる頷うなずきのみであった。

　お互いの目には、もう相手の姿しか映っていないのだ。

　聞くまでもない万全の状態に、審判は小さく息を吐はく。そして──

「ではミラフィア大武術大会、第一回戦最終試合──試合開始ィッ！」

　エルフの国の武術史に残るほどの戦いが、幕を開ける。

（──先手必勝！　……とはいかないけど！）

　最初に動きを見せたのは、ソーニャであった。

　構えの特性を知るが故ゆえ、前ではなく後ろへ。後ろへ跳はね、距離を取りつつも腕うでが振るわれ、風ふう刃じんが放たれる。

　ソーニャの扱あつかう技わざは風の魔ま術じゆつを中ちゆう軸じくとした『魔ま拳けん』だ。属性魔術を攻こう撃げき手段とするそれは、タリスベルグの出現によって発展したエルフ武術には珍しい代しろ物ものである。その意外性にアルマは僅わずかに表情を動かした。

　だが、アルマもまたスラヴァの子。

　彼女が取った迎げい撃げきの手段は、かつて彼が選んだものと同じ構えであった。

　即そく座ざに構えを切り替かえ、放たれるは魔力で防護した鋼はがねの拳こぶし。

　殺傷を目的としない小さな動きではあるが、遠距離攻撃を砕くだくくらいは十分なのだろう。

（波は濤とう……すぐに切り替えてきたね）

　ガラスを割ったような音と共に砕かれる風刃を見て、ソーニャはスラヴァの姿を思い浮かべた。

　アルマの動きは流麗で、無駄を感じさせないものだ。だが、それでもスラヴァのほうがより完成された技術を持っている。

　しかし、即座に波濤へと切り替えた判断力は──僅かに、スラヴァの上をいっていた。

（磨みがかれたカンとかそういう感じじゃないな──単純に、頭がいいんだ。アルマさんは）

　その立ち回りに、ソーニャはスラヴァに失礼かなと思いつつも、そういった評価を下す。

　優等生。ソーニャがアルマに対し抱いだいた印象はそれだ。

　よく学び、それを実じつ践せんする優れた戦闘理論。

　ならば、何をすべきか。

　単純に力で上回る。戦いとは、そういうものだ。

「これで、どうッ!?」

　風刃連射。

　一枚ごとが重い刃やいばのような魔術を、矢や継つぎ早に放つ。

「むう──！」

　スラヴァでさえも無傷の突とつ破ぱを諦あきらめた密度に、流石のアルマも覚悟を決めた。

　体に纏まとう魔力を膨ふくれ上がらせ、不要と必要を即座に判断したアルマは、位置を変えながら迫せまりくる風の刃を打ち砕く。

　連続して弾はじける破は砕さいの音──痛みはあるものの、アルマに攻撃としてのダメージはない。

　だが大きな動きと僅かなリスクを要求する『避よけ』でもスラヴァのような『攻せめ』でもなく、堅けん実じつな『受け』を選んだアルマの選せん択たくは、ソーニャを突つき動かしていた。

　暴風を纏い、ソーニャが突とつ進しんする。

　開始早々近距離戦を避さけたソーニャのその動きに、アルマの心中から驚おどろきの表情が浮き上がる。

　だが、風の刃を打ち払はらい、移動を捨てたアルマには代わりに安定が残っていた。

　最後の脅きよう威いを叩たたき割り、即座に構えを変えた万全の体勢でソーニャを迎え撃うつ──！

　飛来する矢のような勢いで突っ込むソーニャは、拳を構えた。

『流水』に対して真正面からの打撃は、悪手といえるだろう。とてもではないが止まれないような速度で突っ込んでいる以上、今からでは方向転てん換かんも難しい──

　が、攻めることでのそ不れ利は一いつ般ぱん的な武術家の話。

　風を操る『魔拳士』は、その魔術で奇き術じゆつを可能とする！




　瞬またたきの間に一いつ瞬しゆんで詰つめられた距離から、ソーニャが放つは正直過ぎるくらいの拳打。

　シジマ流に対しては悪手以外の何物でもない拳だ。

　受けるでもなく、流すでもなく、『取れて』しまう単純な力の向き。

　当然アルマもそれを取ろうと、腕を這はわせようとする。だが──

「な……!?」

　アルマが判断力ならばソーニャは対応力。

　一瞬の動きから、噓うそのように翻ひるがえる手に、驚きの声を上げるアルマ。

　僅かに動いたアルマから、刹せつ那なのような虚きよを感じ取るソーニャ──彼女は、その一瞬を見み逃のがさない。

　風の魔力を込こめた掌が、嵐あらしとなって疾は走しる──！

「か、ふ──ッ！」

　腹に竜たつ巻まきがぶつかってきた。アルマはそのダメージに、あり得ない風景を幻げん視しした。

　衝しよう撃げきに思わず息が漏もれると、次に襲おそい来るは背中を叩く硬かたい張り手のような衝撃。

　荒あれ狂くるう風の力で吹ふき飛ばされたのだと遅おくれて気付いたアルマは痛みに向く意識を無理やり切り替え、敵の姿を再び目に収める。

　そこにあったのは──

「『ブリーズ』──ふふ、魔法詠えい唱しようも、一節だけなら大だい丈じよう夫ぶだったよね？」

　風の魔法を完成させる風術師、ソーニャ＝アルヴェーンの姿。

「我流『薫くゆり身み』。スラヴァ君も手を焼いた奥おう義ぎ、破れるかな？」

　立ち上がるアルマの顔に、一筋の汗あせが薄うすい線を描えがく。

　思わぬ展開に沸わき上がる会場だが──最早、アルマの耳にはソーニャの声しか届いていなかった。

「試合は、ここからだよ。その資格があるのなら、摑つかんで見せてよ。貴方の真実を」

　笑みを消したソーニャの言葉に、アルマは本当の『試合』が始まるのはここからだということを理解する。

　互いに油断はない。それでも、二人の頭には後の試合というものがあった。

　しかしここからはそれもない。武術家二人のどちらが強いか。それだけだ。

「貴女あなたの言っていることがどういうことかは知らないが──全力を尽つくすのは、変わらない！」

「……そうこなくちゃ」

　予想外の強敵にアルマが浮うかべたのは笑顔。対するソーニャもまた、冷たい表情とは裏腹に頰ほおへと熱を宿していた。

　──本当の戦いは、これからだ。








第十四話　吹雪ふぶき









（風の一節詠えい唱しよう？　……攻撃目的の魔法じゃあないな。何な故ぜ、今一対一の戦いでその呪じゆ文もんを？）

　舞ぶ台たいへと上がり直しつつ、アルマは鋭するどい瞳ひとみでソーニャの動きに意識を集中させていた。

　場外のルールがあればこれで決着だったなと冷たい汗を流しつつ、戦いに没ぼつ入にゆうしたソーニャの美しい顔を注視する。

　同性だというのに思わず見み惚とれてしまいそうな風の女め神がみの美しさも、空まで届く観客の熱気も、今のアルマにはこことは別の世界の出来事にすぎない。

　必要なのは次の戦いへのチケットのみ。この勝負に如い何かにして勝つか、その方法のみだ。

（あれほどの達人が、意味のないことをするはずがない。ブラフ……というのも考えづらいな。あの魔法を使った瞬間、ソーニャさんに確かな自信が生まれた）

　ならば、何故今風の魔法を使ったのか？

　アルマの脳内が、様々な記き憶おくを引き出してはそれを再び収めていく。似たようなタイプの武術家と戦ったことはないか。風の一節魔法にはどんな物があったか──

　しかし、答えは出ない。

　それはそうだろう。ソーニャの『薫くゆり身み』という技術は、この世界中を探しても二人目の使い手が居るかわからぬほど特とく殊しゆなもの。

　スラヴァでさえ、前もってソーニャの優すぐれた感覚を知らねば、その答えにはたどり着かなかっただろう。

　ならば全く未知数のプレッシャーを与あたえられたアルマはどうするか。

　舞台に上がったアルマと、待ち構えるように佇たたずむソーニャの視線が交差する。

　その刹那──アルマは迷わずに駆かけ出した。

　──ならば、攻める。

　アルマが導き出した選択は、ひどく無む謀ぼうにも思える単純なものだった。

　冷静さを欠いたようなアルマの突進に虚を突つかれるソーニャ。だが、それは一瞬のこと。

　薫くゆり身みの範はん囲い内に自ら入ってきてくれるというのならば、ソーニャにとって願ったり叶かなったりだ。

　ソーニャが生み出す風のドームへ、アルマが脚あしを踏ふみ入れる。

　その瞬間アルマが感じたのは、頰を撫なでる冷たさだ。浮かべた汗が風に冷やされて感じるその冷たさに『ブリーズ』がその名の通りそよ風を生み出す魔法であることに気付く。

「はあッ！」

　だが、その意図が分からない。ならばそのヒントをたぐり寄せるしか無い──ソーニャを間合いに収めたアルマが、拳を打ち入れる。

　しかし、ここは既すでにソーニャの掌てのひらの上。

「……！　ッ～──！」

　ブレのない、見るものが見れば美しさすら感じる拳打。一級を名乗るに恥はじない技だというのに、いとも簡単にいなされ反撃までが飛んでくる。

　スラヴァの影えい響きようだろうか、ソーニャはシジマ流によく見られる円を描くような足運びでアルマの拳撃をかわしたのだ。そして、流れるように腹部を襲う掌しよう打だを放つ。先ほどと同じ場所を襲う強きよう烈れつな揺ゆれに、アルマは息をつまらせた。

（反応の良い武術家だと思っていたが──まるで、事前に知っていたかのような反応の早さだ……！）

　反則的なソーニャの反応に、思わずアルマは地を蹴けり、後ろへと飛び退のく。

　一ひと先まず展開された魔法がどのような物かわかった。このままの打ち合いに不利を感じたアルマが選んだ手札は、堅実といえるものだろう。

　しかし、それは相手が普ふ通つうと言える者であった時の話。ソーニャという風ふう詠えいの少女は、感覚の鋭さという一点においては世界でも三本の指に入るだろう。

　薫くゆり身みという彼女の箱庭の中では、ソーニャは未来さえもその優れた感覚で垣かい間ま見みる。

「なッ!?」

　意志とは裏腹にアルマが驚きの声を上げたのは、必然のことであった。

　感覚的に選んだバックステップ。ある程度の攻こう撃げきならば避けながら行える仕切り直しに対し、ソーニャが迷わず前進を選んだからだ。

　予備動作が小さく、大きな距きよ離りを動くバックステップは、非常に追撃がしづらい優ゆう秀しゆうな回かい避ひ行動の一つだ。バックステップ全体の動作としては、決して小さいものではないが──相手が事前にその選択を知ってでもいない限りは、手痛い反撃を受けるほどのものではないだろう。

　無論、アルマは動きでそれを悟さとらせるほど未熟ではない。

　……だが、もし相手がその行動を前もって知っていたのならば。

　後ろへの急制動で縛しばって空中へと放ほうり出した体は、着地まで完全な無防備を晒さらすこととなる。

　時間差なくソーニャが選せん択たくした追撃は、アルマの表情を凍こおりつかせるには十分過ぎるものだった。

　追撃を邪じや魔まするための牽けん制せいも放てず、ただ相手の有利を許す不自由はアルマに断頭台を思い起こさせる。

「が、はっ、[image: あ゛]……！」

　そして──三度、腹部へと掌打が打ち込まれる。

　魔力の強さでアルマが優まさっているからだろう、その掌打に一撃昏こん倒とうの意志は含ふくまれていない。ダメージの蓄ちく積せきにより差を埋うめんとする冷静な立ち回りに、アルマは歯は嚙がみする。

　衝撃を和やわらげるように、勢いに身を任せるアルマの体が再び放り投げられる。

　気がつけば、風は止やんでいた。いや、その範囲内から出ただけだろう。

（効果範囲は二マートルと少し、と言ったところか……）

　まるで丸太で潰つぶされているような、重い痛みが残る腹部を押さえながら、アルマはそれでも冷静に戦せん況きようを分ぶん析せきする。

　視線は飽あくまでも鋭く、アルマの試算は確かに『薫くゆり身み』の範囲を導き出していた。

　見る者によっては、圧あつ倒とう的てきな差にも見える試合展開。観客席には興奮の他ほかに困こん惑わくが混じり始めている。

　だがアルマは未まだ諦あきらめていない。それどころか──

（少し、見えてきた。あの『薫くゆり身み』という技わざがどんなものか──）

　たった一度の攻防で、『薫くゆり身み』の性質に手を伸のばしつつあった。

　スラヴァはよく、アルマを頭の良い子、と評する。

　日常生活では至らぬ所も多いアルマだが、彼女はこと戦せん闘とうにおいてはかつての義父が評した通りの──いや、それ以上の頭脳を持っていた。

（あの反応の早さは、見てからでは絶対にあり得ない。そんなのは、『試し製せい桜おう花か』を使った師匠せんせいですら不可能だ。……にも拘かかわらず、私が距離を詰つめた時、ソーニャさんには明らかな驚おどろきがあった。理り屈くつは分からないが、あの風の吹く範囲では行動が起こる前に把は握あくされているんだ）

　理屈は分からない。それは、アルマが思い浮かべた通りのこと。

　それは当たり前だ、効果だけを見ればどれだけの詠唱と魔法器具が必要かも分からない魔法を一節の詠唱で行っているのだ、魔法に明るいエルフですらその真実には辿たどりつけないだろう。

　しかし彼女達は、武術家は──効そ果れさえ分かれば、もう十分だ。

　口の端はしに滲にじむ血を乱暴に拭ふき取り、アルマはソーニャを睨にらみつける。

　スラヴァであればここで不敵な笑えみの一つでも浮かべたかもしれないが、アルマは飽くまでも硬かたい表情を崩くずさない。

　だがその心根は、親子だからかどこまでも似ている。

　相手が強ければ強いほど、燃える。

　アルマもまた、大勢いる馬ば鹿か者もののうちの一人なのだ。

（……何か、摑まれたかな。くそ、この歓かん声せいがなければ、心臓の音で分かりそうなんだけどなあ）

　その瞳を見たソーニャは、僅わずかに唇くちびるの結びを強める。

　音に頼たよれぬ、そして視界が開けている状態での戦いは、彼女には珍めずらしいものだった。

　それに対し、不服を申し立てるつもりは無い。むしろ、静かに燃える──ソーニャもまた、そういう武術家であった。

　ある意味では似たもの同士なのかもしれない。

　お互たがいがお互いの不利に牙きばを剝むきだしているような状じよう況きようの中──先に動いたのはアルマであった。

（さて、上う手まく決まるといいのだが）

　しかしそれはもう、無謀な突とつ進しんではない。

　絶え間なく回転していたアルマの頭は既に、一つの奇き策さくを編み出している。

　その策の存在に、ソーニャが気付くのはすぐの事だった。

　薫くゆり身みの範囲、約二マートル。再びソーニャの箱庭へと足を踏み入れようとしたアルマの動きが、突とつ如じよとして止まったからだ。

（……！　たった一回で薫くゆり身みの性質を理解してる？　どこまで……!?）

　明らかに風の吹ふく範囲を避さけた行動に、そして突とつ然ぜんの静止に、ソーニャの喉のどで息が音を立てる。

　ひとまず策が成功したことに、笑みを浮うかべぬよう表情を引き締しめるアルマ。

　一度目の奇策は、まだ終わっていない。

　薫くゆり身みの性質はある程度理解したものの、アルマの不利は現状でも変わっていない。

　薫くゆり身みの範囲外からでは決定打など打ち込めるはずもないし、逆に範囲内ではそれ以上の不利とも言える圧倒的なハンデを背負うことになるからだ。

　故ゆえに、アルマは氷の礫つぶてを生成する。速度を重視した、簡単な魔ま術じゆつだ。

　それを──するりと掌を滑すべらせて落とし、蹴りをもって打ち出す。

　薫くゆり身みの範囲外であるがゆえ、アルマの行動を把握できないソーニャはまたも驚きよう愕がくを受ける。

　投げるのではなく、わざわざ蹴りによって氷の礫を飛ばしてきたからだ。続く予想外に歯嚙みするソーニャ。

　だが、薫くゆり身みの外で行われた攻撃でも、薫くゆり身みの中に入ってしまえばそれは掌の上の出来事。

　風に触ふれた礫の軌き道どうを分析し、把握する。上手く顔を狙ねらわれたようだが、体に対して顔という的は小さい。

　僅かに首を曲げ、ソーニャは難なく氷の礫を回避する。

（やはりだ！　あの風の外ではやや反応が鈍にぶる！）

　結局は僅かな魔力を消費しただけ。この一連の攻防において、差し引きされた結果だけをみれば、それだけのものだ。

　しかし、アルマは推測を確信へと変えていた。

　戦いを組み立てるにおいて、もっとも重要なピースを手に入れたアルマの瞳ひとみが、剣けん刃ばのように光る。

　波だった水面を鎮しずめるように──アルマの意識が、水鏡を形作る。

　かつて彼女の師に武術を教えていた大師し匠しようの言葉『明めい鏡きよう止し水すい』。一つの境地とさえ思えていたそれがいま、自らの心にあることも気にせずにアルマは駆けた。

（また……!?　間ま違ちがいない──今度は、何か仕し掛かけてくる！）

　その様子に、ソーニャもまた意識を集中する。

　心は熱く、されど落ち着いたそよ風のように。

　誇ほこりと意地がぶつかり合う、焼けた空気。両者が互いに、この勝負の先が長くない事を悟った。

　──同時に、自分の勝ちを、疑わず。

　だがこのたった二人の戦場で、勝者は常に一人。

　それを表すかのように、二人の距離が縮まってゆき──駆かけるアルマが再び『薫くゆり身み』へと脚を駆ける、その瞬しゆん間かんだった。

「はああッ！」

　駆けながらに、凄すさまじい魔力を収束させるアルマ。

　その暴力的な力は、薫くゆり身みの外であってもその力の強大さをソーニャに伝えていた。

（ここで魔術……!?　まるで吹雪ふぶき──でも、無加工の魔力なら……！）

　ソーニャの穏おだやかな風に対し、吹き荒あれる吹雪のようなアルマの魔力に、ソーニャは身構える。

　しかし、どんなに強大な魔力でも、詠えい唱しようをもって加工せぬ魔術の威い力りよくはたかが知れている。これほどの魔力を『放出』するのはもはや、この後の事など考えていないとしか言いようがない。

　それは、事実だった。

　これが駄だ目めならば、もうどうしようもない。アルマはこの一撃に最後を賭かけていた。

　ただし──忘れてはならない。彼女もまた、シジマ流の武術家だということを。

「行けっ！」

　殴なぐりつけるような動作で、アルマから放たれるは正まさしく吹雪。

　雪の混じった暴風が、薫くゆり身みを突つき破ってソーニャへと向かう。

　無詠唱、一動作。その魔力はその二つの条件からすれば、凄まじい物だった。

　だが、ただ放出された魔力に攻撃力は殆ほとんど無い。

（風量は凄すごいけど、こんなもの──!?）

　その事に、ソーニャは身を固めてから思い至る。

　そして同時に──先ほど思い浮かべた感想が、頭に浮かぶ。

　穏やかな風に対する、吹雪のような魔力。

　吹き荒れる吹雪はいつの間にか、自分の生み出すそよ風を飲み込んでいたことに。

　眼を防護しようと作った腕うでの奥に、揺ゆれる蒼あおい海のような長ちよう髪はつが見える。

　吹雪の目的が一時的に風を止めることにあったとソーニャが気付いたのは──ほんの僅か、遅おそかった。
















　反射的に動いた腕が、アルマに摑つかまれる。

　それがシジマ流の者にとってどういう意味を持つのか、ソーニャは知っていた。

　焦あせりがソーニャに腕を払はらわせる。それが悪手と知りつつも、人は自らの頭が出す命令には中々逆らえないものだ。

　拳こぶしを擦こすり合わせたような鈍にぶい音とともに、肘ひじに強きよう烈れつな鈍どん痛つうが走る──！

「いぃ……っ！　ぎっ……!?」

　想像以上の痛みに呻うめき声が漏もれる。

　痛みを感じつつも、残った左腕で放った魔術はアルマを引き剝はがすことに成功した。

　だが──

「あッ……くう……！」

　その動きが生んだ更さらなる痛みに、ソーニャは歯を食いしばる。

　だらりと下がった細い右腕が、一合の明確な勝者を語っていた。

　……一時的に風を打ち消すほどの魔力を使ったアルマには、最も早はや多くの魔力は残されていなかった。

　しかし、彼女もまたシジマ流の師し範はん。魔力に頼らぬ攻こう撃げき方法など、いくつでも知っている。

　必要なときに必要な技術を──魔法が効かぬ龍りゆうを打ちとった英えい雄ゆうでも、必要ならば魔術も使う。戦闘に対する『英雄アルマ』は、どこまでも強したたかだ。

「まだやりますか」

　先のように追撃されることもせず、戦闘域から離り脱だつしたアルマは冷静に問いかける。

　こうなれば、最早戦せん況きようはひっくり返ったと言っても良いだろう。

『薫くゆり身み』が優すぐれているからこそ、ソーニャは不測の事態に弱い。

　この結果はそうして訪おとずれたものであるし、右腕のハンデを背負っては『不測の事態』はこれから先、次々に起こっていくだろう。

　勝負を続けるか問いかけるアルマの言葉には、これから先の試合展開が暗に含ふくまれていた。

　スラヴァに指し摘てきされていた弱点を突かれたからこそ訪れた結果に、ソーニャは唇を強く結ぶ。

　──負けは、認めたくない。

　固く閉とざした口の奥で、滲んだ思いが溢あふれそうになる。

　だが実力の程ほどはともかく、この状況からソーニャが逆転するのは難しいだろう。それはわかっていた。

　それでも、結果が決まっているから諦あきらめるという選せん択たく肢しは彼女には──いや、彼女達には無い。

　腕の一本がなんだ、決着が言い渡わたされていない以上、意識があるかぎりは続けようと思えば続けられる。

「……わかったよ。降参します」

　しかし、それでもソーニャはアルマの申し出を受け入れた。

　その選択をしたのは、たった一つの意地だ。

　なんとなく、絶対に。アルマさんの手は借りたくない。

　意地を張って戦いを続ければ、戦いはソーニャが動けなくなるまで続くだろう。そのことに対しては何も思わなかったソーニャだが、その場合舞ぶ台たいを降りるときは確実に、アルマの手を借りることになる。

　これは予感だが、ソーニャは何な故ぜだかアルマとは長い付き合いになり──きっと、ずっと戦っていくことになるだろう、と思った。

　根こん拠きよは無いが、長い未来を戦っていくであろうライバルの手を借りるのは、我が慢まんが出来なかったのだ。

「決着です！　波乱の試合展開に予想がつかない勝負でしたが、最後に勝利を手た繰ぐり寄せたのは英雄アルマでしたッ！

　しかしソーニャ選手もまさかの大だい健けん闘とう！　皆みな様さま盛せい大だいな拍はく手しゆをお願い致いたしますッ！」

　ソーニャの降参を聞き入れた審しん判ぱんから合図が渡り、実じつ況きようが脳の血管を切るのではないかというほどの興奮で叫さけぶ。

　割れるような観客の声せい援えんに耳を塞ふさぎたくなるソーニャであったが、腕が動かないので仕方なく顔を顰しかめた。

　一方で自分の勝利が宣言され、アルマは構えを解き、息を漏らす。

　最後の一いつ瞬しゆんまで油断をしない。これもシジマ流の教えだ。

「……とても、素す晴ばらしい勝負でした。原理はわからなかったけれど、凄まじい技わざですね」

　歩み寄ってきたアルマに、ソーニャはまた少し顔を顰めそうになる。だが今それをしているのは負けに不ふ貞て腐くされるようで格好が悪いと思い、顔に浮かべるのは心情とは逆の笑えみ。

「あはは、負けちゃいましたけどね。まさか『薫くゆり身み』が一回で見破られるとは思ってもみませんでした。……その弱点も。

　あーあ、スラヴァ君に言われてたのを直しておけばよかったかな」

　だが、ソーニャの心には大きな悔くやしさと同じくらいの清すが々すがしさがあった。

　全力は出しきったのだ、負けに悔くいは無い。負け惜おしみのような言葉を言いつつも、すっきりと自分の負けを受け入れているさわやかな言葉に、アルマも表情を緩ゆるめる。

「そうされていたら、勝負は分からなかったかもしれません。しかし、スラヴァがあの技の弱点までを指摘できるとは……彼は、一体どこまで強くなっているのですか？」

　右手が外れているソーニャに対し、アルマは左手で握あく手しゆを求めながら、浮うかんだ疑問を口にした。

　その問いかけに、ソーニャは少しだけいじわるな顔を浮かべる。

　……左腕の握手って、たしかあまりいい意味が無かった気がするんだけど。

　昔どこかで聞いた四よ方も山やま話を思い出しながらも、ソーニャは同じ左手を差し出した。

　そう、きっとこれから先も戦いは続くのだ。ならば、握手もこれくらいがちょうどいい。

「それを確かめるのは、アルマさんですよ。けどスラヴァ君の前に、シェリルちゃんも強敵ですからねー？」

　すっかり元の調子を取り戻もどしたソーニャの顔にアルマが目を丸くするのと、左腕が確しつかりと組み合うのは時を同じくしたことだった。

「……ふふ、肝きもに銘めいじておきましょう」

　挑ちよう戦せん的なソーニャの笑みにアルマが同じものを返したのは、案外同じような予感があったからかもしれない。

　こうして、ひとつの烈れつ戦せんが終わりを告げた。

　控ひかえ室でエルフの少年がいいようのない寒気を感じていることは、本人だけしか知らぬお話──








第十五話　未熟ゆえに









「ソーニャ……負けちゃった、ね……」

「……ああ、そうだな」

　並んだ肩かたの、ほんの少しだけ高い位置から、暗く波立ったシェリルの声が静かに染しみこんでくる。

　見下ろす試合場には片かた腕うでを押さえるソーニャの姿。親友が黒星を付けられる事となったその結果に、落ち込んでいるのだろう。

　私はそのシェリルの声に、静かに落ち着いた肯こう定ていを返した。

　思った以上に複雑な気分に、どうしたら良いか分からなかったからだ。

　ソーニャが敗まけた事は、私に思ったよりも大きな衝しよう撃げきを与あたえていた。

　今は色事よりも修しゆ行ぎように力を入れたいため、返事は保留しているもののあれだけストレートな好意を向けられているのだ、憎にくからず思ってしまうのは当然といった所だろう。

　親友の敗けは私の心を予想以上に暗くしていた。

　それだけならば気持ちの整理もつくのだが──今私を困こん惑わくさせているのが、その沈しずんだ心を上回るほど、嬉うれしいという気持ちが大きいことだ。

　学校に入ってすぐ、アルマと再会した時。アルマは私の死後も鍛たん錬れんを続けていることを感じ取った。だが、その時の彼女では、正直なところソーニャに勝つのは無理だと思っていたのだ。

　しかしアルマは会う度たびに強くなっており──そして、万全の状態ではなかったとはいえ、ソーニャの『薫くゆり身み』までを破って打ち勝ってみせた。

　それは並なみ大たい抵ていのことではない。学校で再会した後も、鍛錬に励はげんだのだろう。シジマ流を広めるための活動を続けつつ、教職までもこなし──

　そうまでするのに、一体どれだけの苦労をしたのだろう。心が折れかけたこともあった筈はず。

　そうした上で、今の勝利がある。私には勿もつ体たい無ない娘むすめだと、心からの感動が私を支配していた。

「スラヴァくん？　……嬉しいの？」

　気がつけば、それが表情に現れていたのだろうか。それとも、前にも語りかけていたかもしれない。

　誰だれもいなくなった舞台を見る私の視界に、身を曲げて覗のぞき込むシェリルが映り、私ははっと息を吞のんだ。

「……そうさな、正直に言えば、とても嬉しい。無論、ソーニャが負けて残念に思う気持ちもあるぞ？」

　シェリルの問いかけに私が返すのは、偽いつわりない正直な気持ちだ。

　彼女には噓うそを吐つきたくないというのもあったが──それ以上に、この気持ちを否定することは出来なかった。

「……そっか」

　そんな私の答えにシェリルが浮かべた表情は、笑みであった。

　この子は私の事情を知る数少ない者の一人である。

　ソーニャが敗けた悔しさよりも、アルマが勝った嬉しさのほうが大きい。ある種裏切りにも聞こえるであろう私の答えに笑ってくれるというのは、胸がほっとするような気持ちだった。

　事情もあるが、噓の多い私だ。こうして本音を受け入れてくれるというのは、落ち着く。

「……スラヴァくん」

　シェリルは微笑ほほえんだまま、私を覗きこんだまま、問いかける。

　私は表情で続きを促うながすと、シェリルは続きを紡つむぐ。

「つぎ……わたしも、応おう援えんしてくれる？」

　シェリルの表情は変わらない。笑みのままだ。

　故に、私は自信を持ってこう返した。

「ああ、勿もち論ろんだとも」

「……ありがとうっ」

　胸のすく空のような笑顔。

　どちらも応援せねばならない現状に、なんだか娘が二人に増えたようだと思い、頰ほおが緩ゆるむ。

「ただいまー……」

　……いや、三人、か？

　腕を抱だきながら控え室に入ってきたソーニャに視線を移す。

　残念そうではあるが、案外清々しそうだ。なんだかんだと言って、ソーニャも武術家よな。

「お帰り。残念だったな、ソーニャ」

「そういうスラヴァ君はちょっと嬉しそうだね。……まあ、なんとなくそうだと思ってたけどさ」

　頰ほおを膨ふくらませるソーニャ。思わず苦笑いが浮かぶ。

　近づいてきたソーニャに私の方からも近寄っていく。

　まずは腕を直してやらねばな。私はソーニャに近づくなり腕をとった。師から学んだ接骨の術を、治ち癒ゆの魔ま術じゆつで痛みを和やわらげながら施ほどこす。

「……ん、凄すごいね。全然痛くないや」

「こんなことばかりやっていると怪け我がも絶えんのでな。自分達でこさえた傷くらいは自分で治せというのが師の教えなのさ。と、これでよいだろう」

　ただの脱だつ臼きゆうということもあり、すぐに治ち療りようは終わった。

　最後にぽんと肘ひじを叩たたくと、ソーニャは勢い良く腕を回す。

「バッチリ！　流石さすがだね！」

「こらこら、一応大事にしておきなさい。雑な施せ術じゆつをしたつもりはないが、もしものことで脱臼を癖くせにするといかん」

　師し匠しようの話では、脱臼というのは癖になってしまうこともあるらしい。

　完全な治療を行えばそうはならないと聞いたが、もしもということもあるからな。

　私の忠告にソーニャは威い勢せいよく返事をすると、少しばかりの沈ちん黙もくを流した。

　空気が僅わずかに沈む。それでも気まずさを感じないのは、ソーニャのいいたいことが決まっているからだろう。

「あはは、負けちゃった」

　何な故ぜだか申し訳無さそうに笑うソーニャ。

　どうやら、負け自体は堪こらえているようだ。

　ソーニャほどの腕ならば、そうそう負けを経験する機会というのもあるまい。

　私は、そっとソーニャの頭に手を置いた。少しばかり背を伸のばさなければならないのがなんとも格好がつかないが、今は気にする必要もない。

「うむ……残念だったな。私も残念に思うよ」

「……本当？　じゃあアルマさんが勝ったのは？」

「それは嬉しい」

「……だよねえ。どっちも噓じゃないのが君の凄いところというか……」

　ソーニャにはそもそも噓が通用しない。隠かくすこともないと思った気持ちをそのまま伝えると、ソーニャは呆あきれたように笑った。

「まあ、残念に思ってくれるならいいかな。ありがと、ちょびっと元気出てきた」

「それならば何よりだ──と」

　私よりも背が高いソーニャの向こうに、遅おくれて控え室に帰ってきたアルマの姿を見つける。

　ソーニャと肩を並べて帰るのは気まずかったか、それともソーニャに拒きよ否ひされたか。

　何かを考えこむような面おも持もちで帰ってきたアルマは、私達の姿を見つけると表情を正した。

「一回戦突とつ破ぱ、おめでとうございます」

「ん、ああ……ありがとう、スラヴァ」

　近づいてきたアルマに、まずは一言を送る。

　予想外の言葉だったか、それとも──挑戦的な私の視線に面食らったか。アルマは息をつまらせつつも礼を返す。

　……先ほどの戦いは、見事だった。

　あそこが良かっただとか、あれは少し雑だったとか。ついつい昔の気分に返り、そんなことを言いたくなる。

　だが、紛まぎれも無い強つわ者ものの戦いであった。そんなものを見せつけられるだけだったという気持ちは、私の心に熱いものを産み落としていた。

「私はそろそろ出番なので、行かねばなりませんが──」

　未まだ驚おどろいた顔をしているアルマを、その一言で正気に戻もどす。

　今まで私は正体を隠しているという都合上、アルマに対してはそれなりに礼れい儀ぎ正しく接してきたつもりだ。

　しかし、今は言葉遣づかいこそ正しいものでも──限りなく、素すの私に近い。

「決勝戦、楽しみにしております」

　犬歯をむき出しに、そう残してから私はアルマの横を過ぎ去っていく。

「ま……待って！」

　完全に通りすぎてアルマに背を向けた所で、アルマは誰から見ても分かるほど焦あせりに支配された声で、そう叫さけんだ。

「……どうかなさいましたか？」

　そんな彼女の声に対し、私は首を傾かたむけるだけで返事をする。

　自分自身の行動が信じられない。アルマの浮うかべる困惑の表情が、そう語っていた。

「あ……いや、なんでも……ない……」

　いつも通りの言葉遣いに戻ったアルマが、自らの言葉を否定する。

　なんでもない。そう聞き終えた私は再びアルマに背を向け、歩き出した。

　衆目の中を気にせず歩くのは、私も得意だ。何も言わずに控ひかえ室のドアノブに手をかけ、ドアを押し開く。

　観客席の歓かん声せいが僅かに響ひびく、冷たい廊ろう下かを歩きながら、わたしは思案する。

　……ついついやり過ぎたかもしれんな。チェスターやゼツロ相手だったら、この行動で気づかれても仕方がないような態度であった。

　だが、ここまでしてそうと気づけぬのは、誰よりも『私』を想おもってくれていたアルマだからこそかもしれぬ。

　──自分でも思うほど迂う闊かつな行動。

　しかしそれをさせたのは、間ま違ちがいなく先ほどの戦いの熱気だ。

　この大会がどのような結末を迎むかえるか。それが、今から楽しみで仕方がなかった。

　舞ぶ台たいへの入場口へと行くと、私の姿を認めた女性の係員が笑みを作る。

「あ、お越こしくださいましたね。準備は宜よろしいですか？」

「ええ、問題ありません」

　簡単な問いかけに、簡単な答えを返す。

　すると係員は、何やら水すい晶しようのような魔道具を光らせた。

　これで向こう側の入場口と連れん絡らくをとっているのだろうか。

「これよりミラフィア大武術大会第二回戦を開始します！　両選手、入場をお願いします！」

　実じつ況きようの声を合図に、私は薄うす暗ぐらい入場口に差す光へと向かう。

「……気のせいかしら。一回戦の時と雰ふん囲い気きが違ったような……？」

　背中からそんな声が聞こえてきたのは、化けの皮が剝はがれてきた証しよう拠こだろうか。

　──くく、少しばかり昔を思い出してみようか？

　闘とう技ぎ大会に出て、闘志を剝むきだしにするのは久しぶりだ。

　やはり私も未熟だな。心底楽しく波立った心中を隠すこともせず、私は笑みを浮かべ、ぐるりと腕を回した──
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　……いかん、やり過ぎたか。

　構えも解いて呆ぼう然ぜんと立ち尽つくした私が思うのは、後こう悔かいにも似た状じよう況きよう分ぶん析せきであった。

　目の前には、尻しりを上げた状態でのうつ伏ぶせという体勢でぴくりとも動かぬ対戦相手の姿。

　あまりにもあんまりな、やった此方こちらが申し訳なくなるようなその姿に、やってしまったという念が浮かぶ。

「し……試合終しゆう了りようッ！　勝者スラヴァ選手！　目にも留まらぬ速度！　正まさしく瞬しゆん殺さつです！　今大会最年少！　体の小さなスラヴァ選手、技わざだけではないぞッ！　凄すさまじい力をも備えています！」

　高らかに叫ばれる小こ恥はずかしい実況も、今や私の心を揺ゆり動かすことはない。

　やってしまった。心の海はその一色に支配されているからだ。

　……アルマの第一回戦は、親という贔ひい屓き目めを抜ぬきにしても良い戦いだった。

　彼女はそうと知らずとも、私の正体を打ち明けるかどうかという賭かけをしている上であんなものを見せられては、黙だまっていることも難しい。

　ついつい心は昂たかぶり、私の身体からだにはやる気が漲みなぎっていた。

　その結果がこれである。

　倒たおれ伏す対戦相手。沸わき上がる観客席。

　手加減はしているつもりでも、力が入りすぎてしまったようだ。

　まこと、未熟。この一言に尽きる。

　よもや力加減を誤るとは、師匠が居ればなんと言っていたことか……

　困こん惑わくに包まれつつも、私は倒れ伏す対戦相手へと深く礼をした。

　全く動かぬ者に礼をするとなんだか死者に手を合わせているようだが、流石に命に関かかわるようなダメージは与あたえていない。

　ともかく、介かい抱ほうせねばなるまい。動かぬ対戦相手へと歩み寄り、治癒の魔術をかけながら肩かたに手をかける。

　……うむ、昏こん倒とうしているが、やはりダメージ自体は然さ程ほどのものでもないな。治療を始めると相手の傷といえる傷はすぐに癒いえた。とはいえ目はしばらく覚まさないだろう。医務室にでも運んでいけば良いか？




「もし、医務室はどちらの方にございますか」

「え、ああ……医務室ですね……」

　審しん判ぱんに医務室の場所を聞き、再び歩き出す。幸い構造自体は簡単な建物だ、方向音おん痴ちに片足を突つっ込んでいる私でもなんとかなるだろう。

　相手を連れての退場により沸き上がる声せい援えんを恥ずかしく思いながら、私は舞台を後にした。

　外の陽ひに慣れた目だと少しばかり薄暗く感じる通路を歩き、医務室に対戦相手の男を預ける。

　色々と、相手はよく見るべきだな。一時の感情に身を任せるのはよろしくないと思い知った。自分で言うのもなんだが、それなりの相手と手を合わせる時には、努めて魔ま力りよくを抑おさえるべきだろう。でないと、こういう事になってしまうからな。

　……と、反省している内に控え室まで戻ってきたようだ。

　出で掛がけにはあのような形でアルマを挑ちよう発はつしてしまったが、大だい丈じよう夫ぶだろうか。

　まあなんでもないと本人が言っていたし、大丈夫だろう。

「お帰りスラヴァ君。三回戦進出おめでとう」

　ドアを開くと、予あらかじめ私が入ってくることを察知していたのだろう、此方を向いていたソーニャが手を振ふる。

　傍そばには釣つられて両手を振るシェリルと、緊きん張ちようした面持ちのレティス。そして困惑を感じさせる表情のアルマだ。何か言いたげという点には変わりは無いが、この様子ならば先ほどのことを突っ込んでくることはないだろう。

　……と、もう一人。

　私も良く見知った──少し懐なつかしい顔が、ひとつ。

　エルフには少しばかり珍めずらしい黒の髪かみを結ゆった、私達と年とし頃ごろの変わらぬ少女の姿。

「お久しぶりです、スラヴァさん」

「モニカか！　おお、久しいな。息災かね」

　国立の研究所に所属している事を示す白いローブが、お辞じ儀ぎに合わせて静かに揺れる。

　久々に見た懐かしい少女の顔は、アルファレイアが若き才さい媛えんモニカ＝レンフィールドのものだった。

　品のあるお辞儀に礼を返すと、私は足早にモニカへと近づいてゆき、手を差し出した。

「ええ、私は元気ですよ。スラヴァさんは──元気ですよね。

　何い時つぞやはありがとうございました。おかげさまで、私は充じゆう実じつした日々を送ることができています」

　そう笑うモニカは、確かに日々を意い欲よく的に過ごしているような活力を感じさせた。

　最初に会った時は、殆ほとんど表情を変えないような子だったからな。自然に笑えるというだけで、自然と此方の顔も綻ほころぶというものだ。

「して、今日はどうしたのだ？　というか、よく此こ処こに入ってこられたな」

「ふふ、国立研究所の研究員って、結構顔が利きくんですよ？　ちょっとお願いしたら、通してくれました」

　何かを企くわだてているような笑えみだが、言うほど手て荒あらな手は使ってないのだろう。モニカの言葉からは、冗じよう談だんの温かさが滲にじんでいた。

　変われば変わるものよな。久々にあった友人が楽しそうというのは、私も嬉うれしい。

　しかし、だ。この子がわざわざ控え室まで来るというのは、顔を見せに来たというだけではあるまい。

　今こん生じようでの知り合いの中ではモニカは特に頭がよく、常識のある子だ。選手のみが入室を許された控え室まで来るのは、理由があってのことの筈はず。

「さて、挨あい拶さつも済んだ所で……実は、スラヴァさん達にお願いがあるんです。ここではなんなので、少しお付き合い願えますか？」

　思った通り、モニカはそう続ける。

　先ほどまでの柔にゆう和わな笑みを沈しずめた真しん剣けんな面おも持もちに、モニカの用事が重要である事を察する。

　……ふむ。ここでは話しづらいことといえば──二つほど思い浮うかぶが、私の正体に関する解答ではなさそうだ。

　シェリルとソーニャに視線を送ると、二つの頷うなずきが返ってくる。

「分かった。ではレティス、アルマ先生、少し行ってまいります」

「ん、ああ……えと、試合開始前までには帰ってくるんだぞ……？」

　シェリル達から視線をアルマへと移すと、アルマは言葉に詰つまりながら返事をする。

　……まだ少し迷っているようだな。

　すこし焚たきつけ過ぎただろうか？　さて、これがどういう方向に転ぶか。

　固まるレティスと悩なやむアルマを背に、モニカの背中を追う。

　少し歩くと、椅い子すとテーブルが置かれた広間に出る。どうやら休きゆう憩けい用のスペースのようだ。

　近くに誰だれも居ないことを確かく認にんすると、モニカは椅子の一つに腰こし掛かけた。テーブルを挟はさんだその向かい側に、三人で座る。

　小さく息を吐はくと、モニカは腕うでを組み、鋭するどい視線を私達へと向けてきた。

　……こうしていると、初めてモニカと出会った時のようだな。

「皆みなさん、お忙いそがしい中時間をくださり、ありがとうございます。この後シェリルさんは試合を控ひかえていましたね。なるべく早く済ますといたしましょう」

　しかしなんの因果か、モニカから時間を貰もらったあの時とは違い、逆にモニカの方が礼をいう。

　あの時とは立場が逆になったとはいえ、この空気はあの時と非常によく似たものだった。

　なんとなく──この話の先がわかる。そんな予感を覚えたのは、私だけではないだろう。

「皆さんにわざわざ場所を変えていただいたのには、意味があります。……なぜなら、私達だけでしか話せないことがあるから。皆さんにお話ししなければならないのは──」

　モニカの紡つむぐ言葉に、戸と惑まどうような息が置かれる。

　いやに静かな休憩室に、ソーニャが喉のどを鳴らす音が響ひびく。

　そんなソーニャを見て、モニカは僅わずかに眼を細めた。だが、躊躇ためらうのではなく、逆に意を決したように。彼女は冷たい沈ちん黙もくを断ち切りに行く。

「昏くらい色の血けつ晶しよう──タリスベルグに関するお話です」

　ああ、やはり。無機質な休憩室の壁かべに染しみこんでゆく鈴すずのような声に、私は静かに目を瞑つぶった。

「事態は急を要します。控え室を訪ねさせていただく失礼があったのも、取り急ぎ皆さんにお伝えしなければならなかったからなのです。……こんなに大きな大会だというのに、申し訳ございません」

　申し訳ない、と語るモニカの表情には、落ち込んだ気分がわかりやすく表れていた。

　……まったく、頭が固くていかんな。

「謝る必要はなかろう。友のためならば協力は惜おしまぬ。そう言ったはずだぞ？」

　腕を組むと、私は目を開き、同時に犬歯を見せるよう口を開けた。

　私の視線とモニカの視線がぶつかると、モニカは一いつ瞬しゆんだけ驚おどろいたような顔をしてから、笑う。

「……あはは、ありがとうございます。こっちの方が『友達』ですね」

　何かに押されるような気がモニカから抜けていく。

　先ほど再会した時と同じ……とはいかぬが、表情の方もだいぶ柔やわらかくなったな。

　モニカの表情が再び結び直されるが、そこにはもう切せつ羽ぱ詰つまったような焦あせりの色はなかった。

「では本題に入らせていただくことにしましょう。といっても、急いでお話しすることは一つしかありませんよね。……タリスベルグが生まれる直前の反応が、検出されたんです。それも、このコロッセオを中心とした範はん囲いに……」

　声を潜ひそめて語られた内容は、予想通りタリスベルグの出現に関する事だった。

　生まれる直前のタリスベルグ。やはり、あの時と似ている。

　一つ違ちがうのは、その予測地点が田舎いなかの山奥ではなく、ミラフィア最大の都市アルファレイアであるということだ。

　それに重要性の優ゆう劣れつを付けるつもりはない。だが──もしものことが起きた時、被ひ害がいの大きさは、予測さえつかぬものとなるだろう。

　……まったく、何もこんな時に出なくても良いだろうに。

「成なる程ほどな。それでどのくらいに出るかというのは分かるのか？　前回はある程度予測を立てられただろう？」

　続きを受け取るように手を広げ、私はモニカの言葉を待つ。

　するとモニカはやや躊躇いがちに、しかし今度は口を噤つぐまずに頷いた。

「……実は、わかっていないのです。反応が現れたのも突とつ然ぜんなのですが、なにより──反応が強すぎるんです。それこそ、なぜタリスベルグが発生していないのかわからないほどに。

　もしかしたら、今すぐにでも発生するかもしれない。でも、ひょっとしたら明日あしたや明後日あさつてもありうる──それくらい、妙みような状態なんです」

　首を振りながら紡がれる言葉は、思ったよりも緊きん迫ぱくしたものだった。

　反応が強すぎる、か。ならば発生するタリスベルグもより強大なものなのだろうか？

　若もしくは──孵ふ化か寸前の血晶が一つではない。……その場合、どうなるのだろうな。

　複数の血晶から一体のタリスベルグが成るのか。それとも──

　……なんて、考えてもしかたのないことだ。

　手の打ちようがない以上、ことが起きてから対処しなければならないのは変わらない。

　それに──言葉を同じくするが、何もこんな時でなくても良かったと思うのだがな。

「なに、心配は要いらんさ」

　居い心ごこ地ちの悪い沈黙が流れる中、私は敢あえて軽々しく言葉を放ほうり投げる。

　ソーニャとモニカの視線が私へと集まる。シェリルは今もマイペースで、私の腕に組み付いていた。

「今、ここにはミラフィア中から武術家が集まっているんだぞ？　中にはアルマも居る。腕の立つ武術家達であたれば、対処はできるだろう」

　楽観的に聞こえる言葉に、モニカは沈黙を貫つらぬいている。

　……それはそうか。事態は常に起きうる最悪を想定すべきもの。私とてこれが楽観視であることは分かっている。少しでも心を楽にしてやれればと思ったのだがな。

　少し言葉が薄うすっぺらかったかもしれない。息を吐き、反省する。

　頭の弱い私が、モニカのように賢かしこい子を言葉でどうにかすることなど出来はしないのだ。結局のところは、これに尽つきる。




「まあ、結局私達にできるのは拳こぶしを振るうことだけだ。成るように成る。

　それとも私や、アルマまで居るのに、まだ不安かね」

　腕を組み直し、私は再び笑みを作る。

　自信もあるが、それ以上に心の震ふるえを隠かくさぬ──自分でも少しばかり幼いと思う表情だ。

　そんな私を見て、モニカはようやく笑った。

「……やっぱり、スラヴァさんはスラヴァさんですね。ソーニャも苦労しているでしょう」

「そりゃあもう。でも、私はスラヴァ君を信じてるから」

　いつの間にか、不安はソーニャの顔からも消えていた。

　……と、その会話はどういう意味だ。気にはなったが、二人が楽しそうなのでよしとしよう。

「では、一いつ旦たんこれで別れましょう。シェリルさんの試合もそろそろかも知れませんしね。あ、と、その前に……これを渡わたしておきますね」

　モニカはおもむろに椅子から立ち上がると、ぶかぶかの白いローブのポケットを漁あさり始めた。

　それにならい、私達も椅子を引いて立ち上がる。

　やがて取り出された小さな手いっぱいに握にぎられているのは、三つの鈴だ。これには少し見覚えがあるな。

「この鈴は、魔ま力りよくを込こめて一つを鳴らすと、私が持っているものを含ふくめて四つの鈴が一いつ斉せいに鳴るようにできています。

　何かあったら、これを鳴らしてください。私も新しいことが分かったらこれを鳴らしますので、その時にはここで落ち合うようにしましょう」

　仕組みを聞くと、やはりこの鈴はモニカの研究所に取り付けられていたものと同じもののようだ。

　私達に一つずつ鈴を渡したモニカが、緊きん張ちようを感じさせつつも口角を上げる。

「……それでは、ご武運を。大会も……もしもの時も」

「ああ、そちらもな。なにか危険を感じたら、まずは身の安全を最優先にするのだぞ」

　全員で頷きあい、手を重ねる。

　なんだか妙に厄やつ介かいなことになってきたな。できることならば大会が終わるまでおとなしくしてくれると良いのだが。

　鈴を取り出しやすい腰こし辺りのポケットへとしまい、ふと考える。

　結局血晶というのが何ど処こから来るのか、未まだ詳くわしくはわかっていない。

　誰かがバラ撒まいているという仮説があるが、それに一体どのような目的があるのだろうか。

　この大会中というタイミングを考えれば──王族が狙ねらいか？

　……考えを巡めぐらせても、ヒントどころか答えた後の解答も無いのでは話にならない。

　今はとりあえず、注意を配りつつ大会に戻もどるとしよう。

　っと、もう一つあったな。

　鈴をまじまじと観察するシェリルに視線を送ると、それに気付いたシェリルが首を傾かしげながら見返してくる。

「なあシェリル。タリスベルグが出るかもしれないといったが──その、今変わった気配とかはしないか？」

　思えばいつもこの子は血晶やタリスベルグに対して特別な反応を見せてきた。

　今回もそれがないかと期待したのだが──

「……？　んーん。なにも、しないよ？」

　今回は、そのようなことは無いらしい。

　今までの事が偶ぐう然ぜんとは思えぬが、今回は何かが違うということなのだろうか。

　……さて、タリスベルグか。

　思えば、もしもこのまま奴やつ等らが現れたとすれば、それと闘たたかうのは三度目ということになるのであろうか。

　今度は勝てるだろうか。大型の魔物のようなタイプなのか？　それともゼツロのような人型のものか？

　考えると、ついつい血が騒さわいでくる。しかし、今はそれよりも娘むすめのことだ。

「できることならば、何もないと良いのだがな」

「はあ……同感だよ」

　無意識に呟つぶやいた言葉が、ソーニャに拾われる。

　しかし同感とは言うが、少しだけ私の思いと彼女の思いは違うだろう。

　──大会が終わるまでは。私の言葉には、そんな一文が足りなかったからだ。

　段々と複雑になっていく事情に、頭はそろそろ限界だ。

　だが、不思議と私の心は鼓こ動どうを止めてくれないのだった。








第十七話　紅あかの好こう奇き心しん









　モニカと別れて少ししてから、私は今大会で一番の苦戦を迎むかえていた。

　初戦の『スラヴァ』との戦いもそれは厄介なものだったが、これはそんなものとはわけが違う。

　それは、何度戦いを挑いどんでも挑まれても、未いまだ慣れぬものだった。

　ある意味では──いや、思いつく限りで最大の敵といってもよい。なにせ、それに確しつかりと勝ちを収めたことは多分、無いのだから。

「……ま、まあ、そう気を落とすな。お前には次も、その次もあるではないか」

「ぐすっ……そう、だけど、これに勝てたら、アルマ様と手合わせをしていただけるかもって、思ったのに……っ」

　その相手とは泣く少女という、私には思いつく限り最強の難敵であった。

　涙なみだを堪こらえるも押し寄せる感情に堰せきを切られ、頰ほおから顎あごにかけて河川を描えがくレティス。

　試合から帰ってくるなり顔を隠すよう私に頭を預けたレティスは、感情を隠しきれずこうして泣き始めてしまったのだ。

　気持ちは痛い程に良く分かる。全力を出して、それでも勝てぬというのは悔くやしいし、勝てば憧あこがれの武術家と手合わせをする機会があるやも……というのは、悔しさもいっそうのものだろう。

　試合で敗れた後で、そうした思いを吐と露ろする弟で子しは、さほど珍めずらしいものではなかった。

　その度たび私はこうして胸を貸してきたが──

　胸の内で泣く者が、歳としが離はなれていない少女というのは初めてのことである。

　門下にも女性はいたし、当時のアルマのような少女も少なくは無かったのだが、そういった者達には……言い方は悪いが、少し上の立場からアドバイスをすることが出来たのだ。

　だが同じ立場にある者に同じ事をいっても感じが悪いだろう。

　混乱せぬようあれこれと考えを巡らせる私だが、それ自体が既すでに混乱しているのだと気付く。

　どうすれば良いのだろう。

　わけも分からず背に手を回して、暫しばらくが経たった頃ころだった。

「……ありがとう。泣いたら、ちょっとすっきりしたわ。スラヴァは、優やさしいね」

　いつものような元気は無いものの、レティスはそう言って私の胸からそっと顔を上げた。

　……お、おおう？

　私は何もしていないのだが、これでよいのだろうか。

　とりあえず胸は貸したが、気の利きいた言葉の一つも言ってやれなかったのはちと情けなかったか。

「私は何もしていないが……立ち直ったのか？」

「立ち直った、とはいえないけど、元気は出たよ。誰だれか受け止めてくれる人が居るだけでも、違ちがうんだなって」

「……そうか。ならば、何よりだ」

　だが、どうやら持ち直す事が出来たらしい。

　まだ泣き止やんですぐだ。喉のどは鳴っているし普ふ段だん通りとはいかぬが、いつものレティスに近づいている気はした。

　……なんだ、やはり私の力など必要ないではないか。

　少し子供だと心配しすぎたのかもしれん。この頃ごろの子供は、私が思うよりずっと立派なのだなあ。

　視線の少し先でレティスを励はげますシェリルと、逆にアルマ戦を控ひかえるシェリルに発はつ破ぱをかけるレティスを見ながら、私は腕うでを組んで頷うなずいた。こうした子達を見ていると、エルフの武術界も発展していくのだろうと思える。

「……って顔してるから一応言ってあげるけど、多分そうじゃないよー。胸を貸してもらうのは誰でもいい訳じゃないんだよー」

　……なんて事を思っていると、半目のソーニャが口を尖とがらせながら突つっついてきた。

　心を読んだような指し摘てきに胸が跳はねる。

「む……そ、そういうものなのか？」

「そ。まったく、武術以外の事にはほんと鈍にぶいんだから」

　四六時中をソーニャやシェリルと暮らしていると、わかったことが一つある。

　ソーニャが呆あきれている時は、大体が私に非があるということだ。

　正直その辺りは未いまだによくわかっていないが、後々になって起こることや、わかることは大たい抵ていソーニャの言う通りになる。

「まあ、以後気をつけることとしよう」

「って言っときながら、気をつけられた事はないんだけどね。それよりも、そろそろ──」

「ああ」

　ちくりと脇わき腹ばらを刺さす指摘に妙みような気持ちを感じながら、私はソーニャの言葉を肯こう定ていした。

　そろそろ──時間だ。

「のう、シェリルや」

　レティスと何やら話をしているシェリルに、声をかける。

　名を呼ぶ私に気がついたシェリルはレティスに一言を残し、駆かけ寄ってくる。

「どうしたの？」

「そろそろ、出番ではないのか？　移動を開始した方が良いのではないかと思ってな」

　そう、時間とは、シェリルの試合の事。

　少し余よ裕ゆうは設けられているものの、その前の試合であるレティスの試合が終わったのだ、シェリルの出番はもうすぐだろう。

　その証しよう拠こに──既にアルマは移動を開始している。この控え室にアルマの姿はない。

　おそらくは何処かで一人心を落ち着けているのだろう。

　私の一言で、迷いがあったようだからな。だが、あの子のことだ。試合までには元の落ち着きを取り戻してくるはず。

　ならば、シェリルはどうだろうか？

「──あは。やっと、だね」

　紅あかい眼を輝かがやかせたシェリルは、熱くなった息を吐はき出すよう口を開いた。

　覗のぞく犬歯は、まるで血に飢うえた獣けもののよう。しかし覗く丸い舌が、幼い筈はずの少女に妖よう艶えんな色気を与あたえていた。
















　……くく。結局のところ、どこまでいってもあの男の孫まご娘むすめよなあ。

「行って来い。応おう援えんしているぞ」

「……うん。がんばる」

　興奮を隠かくし切れない、隠そうともしないシェリルが笑えみを浮うかべて頷く。

　此方こちらは全く心配が要いらんようだな。

「ねえ、スラヴァくん……わたしが勝ったら、ごほうびくれる？」

「ああいいとも。と、言っても私がやれるものならばの話になるが」

「なら、だいじょぶ」

　やる気は十分。見るに、敗けるつもりもないらしい。

　可愛かわいい親友の頼たのみだ、私ができることならばなんだって聞いてやるとも。

　この約束で、シェリルはよりやる気を出したようだ。そういえば、アルマはこういう事がなかったな。何ど処こかで遠えん慮りよしていたのだろうか？　それとも、真ま面じ目めなだけか。

　どちらにせよ、こういうのは中々新しん鮮せんで良い。柔やわらかく眼を細めるシェリルに視線を送ると、シェリルは強い闘とう士しを瞳ひとみに輝かせる。

「……ぜったい、勝つ」

「ああ、頑がん張ばってこい」

「頑張ってねシェリルちゃん！　勝ってスラヴァ君を独どく占せんだよ！」

　と、シェリルを応援するのは私だけではなかったようだ。

　何やら不純な動機もあるが、ソーニャとシェリルの思いは同じようだ。がしりと腕を組むと、シェリルとソーニャは同時に頷いた。

「じゃあ、行ってきます」

　シェリルは勢い良く手を振ふると、活いき活きと駆けて行った。

　威い勢せいのいい音を立てるドアが心配だったが、なんとか無事だったようだ。

　無論、心配するのはドアの方である。ドアを開けずに突っ込んでも、ドアには可愛らしいシルエットの穴が開くだけだろう。

「さて……シェリルちゃんも行っちゃったし、アルマさんも居ないから聞くけど、スラヴァ君的にはどう見る？」

　控え室が静かになると、声を潜ひそめたソーニャがそんなことを聞いてきた。

　シェリルの話をするならどこかで聞かれているかもしれんのでともかく、どちらも居ないのでは配はい慮りよもいらんか。

「まあ……正直に言えばアルマが取ると思っているよ。だが──」

「……だが？」

　私が言葉を一いつ旦たん切ると、ソーニャが言葉尻じりをなぞる。

　そう。言葉を濁にごすまでもなくアルマが有利。そんなことはわかっている。

　だが、シェリルには私でさえ想像もつかぬ、才がある。

　武術において、実力というのは勝敗を分ける絶対の要素ではない。

　無論実力が高い者の方が有利なのは当たり前。しかし勝敗を決定する要素は他ほかにもある。

　立ち回りの相あい性しようや、その時のコンディション。運もまた重要な要素だ。

　技わざの相性は、アルマに軍配が上がるだろう。私とチェスターまで行けばともかく、シェリルの技術は攻せめの方に傾けい倒とうしている。それをひっくり返すほどの実力はまだシェリルにはない。また、アルマはプライム流決けつ闘とう術をよく知っている。戦闘そのものの展開は、終始アルマに有利なものとなるはず。

　だが、コンディションで言えば間違いなくシェリルの方が良いといえる。アルマはソーニャとの戦いでかなりの魔ま力りよくを消費していたし、疲つかれもあるだろう。少し休んだからといって、万全まで戻もどすことは出来ぬはずだ。対してシェリルは疲れもほぼ無く、やる気も最高といった具合。ここは無視できぬ要素だ。

　運──は、予想もつかんな。ので、置いておこう。

　そして──もう一つ。

　シェリルには、異常なまでの成長力がある。

「戦いを決めるのは、実力だけではない」

「……ふうん。かなり信しん頼らいしてるみたいだねー」

　様々な思いを含ふくめ、私はそうした答えを返した。

　シェリルとの付き合いはソーニャよりも私のほうが長い。

　含みのある言葉に、ソーニャはどことなくつまらなそうにそっぽを向いた。

「と、出てきたぞ」

「本当？　あ、ほんとだ。シェリルちゃーん！　頑張ってー！」

　だがシェリルが出てくれば、直すぐ様声を張り上げて応援する辺り、この子もまた素す直なおでよい。

　……さて。この戦いがどのようになるか、私には最も早はや予想はできん。

「真実に辿たどり着いてみせよ、か」

　アルマが『それ』に辿り着くまでは──どうやら多くの障害があるようだ。

　私が居ぬ間に培つちかったものを、見せてもらおうか。

　我が娘むすめの戦いと、宿敵の孫娘との戦い。

　いやはや、二度目の人生も生きてみるものだ。

　私は知らず上がっていた口を隠すように、ゆっくりと手を宛あてがった。








第十八話　表ひよう裏りの申し子









　溢あふれんばかりの歓かん声せい──そんな言葉があったなと思いつつ、シェリルはふと空を見上げた。

　視界に映る蒼そう穹きゆうを縁ふち取どるように立つコロッセオが、まるでコップのように見えるのは、そんな比ひ喩ゆを思い出したからだろう。

　シェリルはマイペースな少女だ。それを知っているものならば、このふとした仕草もマイペースな性格故ゆえになせることだと思うかもしれない。

　英えい雄ゆうとまで呼ばれる武術家を前に、シェリルは眼を瞑つぶってゆっくりと息を吸い込む。あまりにも穏おだやかなその仕草は、見る者に緊きん張ちようという言葉を浮かべさせないだろう。

　しかし、流石さすがのシェリルも今ばかりは落ち着いてはいられなかった。

　スラヴァの娘にして、英雄と呼ばれる武術家との戦いを前にしているのだ、好戦的なシェリルが落ち着いていられるはずがない。

　故にこれは、自らを落ち着かせようとしての行動だった。

　だがどうにも──気持ちは落ち着いてくれそうにない。

　眼を瞑ったまま、シェリルは口角を上げる。そしてゆっくりと顔を降ろし──開いた目には、輝かんばかりの笑み。

「それでは第二回戦最終試合を開始致いたします！　両選手、舞ぶ台たいへの入場をお願い致します！」

　相手が強ければ強いほど燃える。

　旅をするシェリル達は、皆みな接点が考えられぬようなちぐはぐなメンバーだったが──それだけは、三人共同じだった。

　普ふ段だんのおっとりとした空気はもうシェリルには無い。一歩一歩を踏ふみしめるように、しかし逸はやる気持ちに突つき動かされて、舞台へと上がる。

「そういえば、君と手合わせをするのは初めてだな、シェリル嬢じよう」

　シェリルよりも長い歩ほ幅はば故に、早歩きをしていたシェリルとアルマが開始線へ脚あしを乗せるのは、ほぼ同じ時のことだった。

　……そう、この二人は、知り合いだ。

　それも、知り合ってからの期間だけでいえば、シェリルとアルマの付き合いは、スラヴァよりも長い。

　しかし──それでも、二人は手合わせをしたことはない。

　アルマが忙いそがしかったから、チェスターの爺じじ馬ば鹿かにより。様々なめぐり合わせにより、二人が手を合わせたことはなかったのだ。

　だが、ようやくと言うべきか。

　巡めぐり巡った星がいま、ようやく出会おうとしていた。

　方や、伝説の武術家の義理の娘。方や、歴史に記しるされぬ闇やみの武術家の、その孫。

　光と闇を象しよう徴ちようするような戦いの重要さに、観客が気付くことは出来ない。気がついているのはごく一部の者だけだ。

「……楽しみ」

　シェリルは簡潔にそれだけを答え、差し出されたアルマの手を取った。

　スラヴァと初めて出会った時のように。その力は少女の体に似つかわぬ万力のようなもの。

　しかしその力に悪意はなく──闘とう志しとなってアルマに伝わった。アルマもまた、微笑ほほえみを浮かべる。

　この初戦に心を躍おどらせていたのは、シェリルだけではなかったようだ。

「それでは互たがいに構えてください！」

　二人が手を離はなすと、すかさず審しん判ぱんが声を張り上げる。

　何を言うでもなく、シェリルとアルマは構えを取った。

　アルマはスラヴァの子として、チェスターの孫に負ける訳にはいかないと。

　シェリルは己おのれでさえ気付いてないが、小さな、とても小さく可愛かわいらしい独どく占せん欲よくにしたがって。

「──試合開始！」

　それぞれの負ける訳にはいかない戦いが、始まった。

　試合の立ち上がりは──シェリルの性格に反して静か。

　透拳バニシユの危険性を知っているアルマが故の、流りゆう水すいの厄やつ介かいさを知っているシェリルが故の選せん択たくは、必然といってもよいだろう。

　互いが互いを最大限に警けい戒かいし、それでもシェリルは僅わずかに距きよ離りを詰つめていく。

　その試合展開は、観客達に疑問をもたらしていた。

　まるでアルマが、この小さな少女を百年来の宿敵のように扱あつかっていたからだ。

　……その考えは、当たっていた。

　自分よりも小さく、若く、武術の経験も浅い少女──アルマはシェリルを、チェスターに近しい者として扱っていた。

　はっきりいって、それは異常とも言える。

　いくらアルマが常に油断をしないような武術家だといっても、その厚こう遇ぐうとでも言うべき警戒の仕方は、シェリルのような無名の少女に向けるものではない。

　無論、アルマもまたスラヴァのように、必要のない力は出さないという考えの持ち主だ。

　にも拘かかわらず出力する魔力は現在の限界に限りなく近い、事実上の全力。

　ソーニャとの戦いで疲ひ弊へいしているため、普段のそれに比べると幾いく分ぶん劣おとるが、それでもその魔力は本来この年とし頃ごろの少女に向けるべきものではなかった。

　だが、正しい。

　最後に会った時はまだ、武術を始めてすらいなかったシェリルは今、アルマにとって確かに『敵』足りえる者として腕うでを揺ゆらしていた。

　その姿に父の宿敵であった男の姿が重なる。

　──そして、同時に、その父の姿も。

　アルマは表情を歪ゆがめ、頭を振ふりたくなるのを必死に我が慢まんした。

　構えは似ていない、面おも影かげもない。しかし、その気配ともいうべき戦いくさの呼吸にシジマの技を──確かなスラヴァの教えを感じるのだ。

　それは、アルマにしてはらしくない意識の揺らぎだった。

　幼いとはいえ戦いに関しては天性の才を持ち、かつて史上最強と謳うたわれた武術家と幾いく度ども手合わせをするシェリルが、その『隙すき』を見み逃のがすはずはなかった。

「──ッ」

　しまった、と思い浮うかべたアルマの顔に、焦りが現れる。

　滑すべるような足運び。速度以上に悟さとらせづらい動きで、シェリルが間合いを詰める。

　この一いつ瞬しゆんはシェリルにとっては金きん塊かいすら土つち塊くれに思えるような時間であった。

　守りを固めた流水は正まさしく要よう塞さい。例えるのならばほんの一瞬だけその強固な門が開いたようなものである。

　勿もち論ろん要塞の中には手練てだれの兵が大勢待ち構えているが、リーチで劣おとるシェリルにとって、間合いの中というスタートラインに立てたのは大きい。

「しっ！」

　アルマを自身の射程に収めたシェリルは、間かん髪はつ容いれずに『透拳バニシユ』を放つ。

　焦あせりすらも感じさせる一いち撃げきだったが、これはシェリルにとってはせざるを得ない選択だった。

　持ち直されれば、次の機会は何い時つになるかわからない。シジマ流の拳けん士しとの戦いはスラヴァとしか経験のないシェリルにとって、この機会は流星よりも貴重なものだったのだ。

　実際の所は、シジマ流といえどもシェリルが思うほどの使い手ばかりではないだろう。

　だがアルマという存在を相手にしたその選択は、功を奏する。

　空を裂さく音が蛇へびの鳴き声と化し、腕が空へ溶とける。

　スラヴァの使う『夜蛇やかがち』とは違ちがい、体全体で放つ透拳バニシユは、出こそ遅おそいもののその複雑さと威い力りよくは折り紙つきだ。

　ほんの一瞬。たった、といってもよい意識の遅おくれはアルマに遅れたスタートを切らせた。

　結果──アルマは腕を盾たてに、それを受けざるを得ない。

　的確に顎あごを撃うち抜ぬかんと繰くり出された拳こぶしを何とか防いだアルマだが、代だい償しように腕へと電撃が走る。

「づっ──！」

　超ちよう高こう速そくの拳打。にも拘わらず、余すところなく体重を乗せた透拳バニシユは見た目──といっても、見ることさえも至難を極きわめるが──よりも、非常に重い。

　生半な防ぼう御ぎよならばその複雑な軌き道どうですり抜け、そもそもの速度が故に防御は困難。だというのに体当たりを思わせるような重さという冗じよう談だんに、アルマは歯は嚙がみする。

　これを更さらに練り上げた怪かい物ぶつと戦っていた自らの師に、アルマは感服した。

　同時に、負けるわけにはいかないと燃える闘志。

　この一撃の重さに顔を顰しかめたアルマだが、苦々しい表情を浮かべたのはアルマだけではなかった。

　必要な時に必要な威力を最速で──およそ模も範はん解答ともいえる一撃を繰り出したシェリルもまた、顔に浮かべたのはアルマと同じ色のものだった。

　二度目があるかもわからない絶好の機会を撃ち漏もらした。

　どれだけ優ゆう秀しゆうな一撃を繰りだそうと、その一撃がアルマの腕に無視できないダメージを与あたえたとしても──このチャンスをものに出来なかったのは、シェリルにとっては失敗に他ほかならなかった。

　だが、そこで思考を止めてはいられない。むしろこの程度、防がれることは既すでに予見している。

　言葉の代わりに走るは攻こう撃げきの意思。全力で打ち込まれたはずの拳が、触さわる間もなく引っ込められるのを見てアルマは心中で毒づく。

（くっ……何な故ぜ今の一撃が決定的な隙にならない。師匠せんせいも毒づくわけだ……！）

　悪態の一つも吐はきたくなる。

　かつて師が「一つのいんちき」といっていた意味を理解するアルマ。

　小石を結んだ紐ひもを引っ張るようにいとも簡単に翻ひるがえった手が、再び走る。

　しかし今度はアルマも万全とはいかずとも、迎げい撃げきの準備は整えている。

　今度は顎ではなく鳩みぞ尾おちを狙ねらい放たれる一撃昏こん倒とうを、冷静に捌さばく。

　身を返し、迫せまる腕を的確に捉とらえるアルマ。

　とん、と軽い力を与えられたシェリルの拳は、脚を縺もつれさせた走者のように暴れて突き進む。

　その勢いに今度は逆に、腕に体を引かれる。先に待ち受けていたのは、アルマの掌しよう打だだ。

　──シジマ流『勁けい』。掌てのひらに込こめられた魔ま力りよくが、腹部で炸さく裂れつする──！

「かっ、は……！」

　腹部に詰まっていたものが押し出され、行き場を求めて口から溢あふれだすかのような感覚。

　同時に逆方向へと弾はじき飛ばされる体に、シェリルは慌あわてて体勢を整える。

　身を翻したシェリルがなんとか脚から着地すると、視線の先では構えを整えたアルマが、真しん剣けんな眼まな差ざしで此方こちらを見ていた。

　──ああ、成なる程ほど。

　その眼を見て、シェリルは理解する。

　アルマに一いつ切さいの油断がないことを。実力的に大きく劣るはずの自分に対し、本気で戦っていることを。

　そして、多分アルマは気づいていないだろうが──アルマがシェリルに対し燃やしている、僅かな感情を感じ取る。

　それは嫉しつ妬と。

　それは無意識の下もとに存在し、アルマを本気にさせているもの。

　師を重ねる少年と共に行動し、手て解ほどきを受けているであろうシェリルに対する、昏くらい炎ほのおだった。

（……なんだろう。すごく──うれしい）

　本人さえ気づいていない小さな気持ちは、しかしシェリルにのみ伝わっていた。

　シェリルはその出自故ゆえか、人の後ろ暗い気持ちに敏びん感かんだ。

　だからシェリルは気づけた。アルマが自分に対し、どれだけ真剣で居てくれるかを。

「……あはぁっ」

　それに気がついた時、シェリルは笑った。

　穏おだやかな少女の顔が陰かげり、赤く輝かがやく三日月が現れる──！

「……っ、なんて、魔力──！」

　その魔力は、アルマでさえも驚きよう愕がくするに十分なものであった。

　万全の時の自分と同じ──否いな、それ以上の魔力。

　なによりも、なんて純じゆん粋すいで、昏くらい魔力なのだろうか。

「ねえアルマ」

　顔に笑えみを浮かべたシェリルが、月を映す水面みなものように揺れる。

　思わずぞっとする雰ふん囲い気きに、アルマは息を飲む。

「もっともっと……目め一いつ杯ぱい、楽しもう？　じゃないと……」

　身を屈かがめたシェリルに、攻撃の体勢が整う。

　もはや同一人物を相手にしているのではない。目の前の少女が遂とげた変質に、アルマはより深い意識までも束ね、迎むかえ撃つ意志を築きあげる。

　困こん惑わくを消し、アルマの目に刃やいばを見たシェリルが、叫さけぶ。

「勿もつ体たい無ないよぉぉッ!?」

　石造りの舞ぶ台たいが砕くだける音とともに、シェリルは引かれた身体からだの弦つるを弾く。

　元いた場所に罅ひびを走らせるほどの跳ちよう躍やくで、シェリルは弾だん丸がんと化した。








第十九話　好敵手









（……疾はやい！）

　別人のように眼を輝かせるシェリルの突とつ進しんを見て、アルマはごく単純な感想と共に、認にん識しきを改める。

　眼前には最も早はや先ほどまでの穏やかな少女はいない。妖あやしく光る月のように眼を光らせ、放つ魔力は量も質も変わった、邪じや悪あくにさえ見えるもの。

　アルマはこのシェリルを見るのは初めてだった。普ふ段だんのおっとりとした印象は今のシェリルにはなく、代わりにあるのは人形の腕うでをもいで笑うような──子供故の恐おそろしいまでに無む邪じや気きな喜色。

　それを受けてアルマは、シェリルの認識を『子供ながらに天てん賦ぷの才を持つ拳士』から『本気でかからねばならない強敵』へと変えたのだ。

　身体を預け続けてきた、信しん頼らいする構えの隅すみ々ずみまで意識を通す。

　そうしなければ、遅れを取ってしまう。アルマは、そう考えていた。

　シェリルが地を蹴けってから一秒にも満たぬ間──シェリルがアルマを自らの腕が届く範はん囲いへと収めるまで。意識を切り替かえたアルマと、真の力を解放したシェリルが初めてぶつかり合う。

　敵の姿が己おのれの間合いと重なると同時。武に身を置く者が数十年をかけてようやく手に入れるタイミングで、シェリルは腕を振ふるう。何もない無空へと隠かくれる腕が、高くから落とした鉄球のような威力を持って襲おそいかかる。

　より洗練されたとも思える技わざに、アルマは一合を待たずして己の認識が間違っていない事を知る。

　だが、シェリルが天才ならば、アルマもまた天才。

　その上で──武に打ち込み続けてきた時間ならば、ずっと長くを過ごしている。

　再び顎に向けて振るわれる拳に手を沿わす。そこにはもう意識の乱れも、迷いもない。

　アルマが軽く押し出すような動きで手を動かすと、払はらわれたシェリルの拳がアルマの姿を捉とらえられず後方へと流れていく。

　──スラヴァと戦った時と同じだ。その技にスラヴァの面おも影かげを見ると、シェリルは笑みを痛つう烈れつに歪ゆがめた。

（ああ、スラヴァくんと一いつ緒しよだ）

　アルマに流されたことで、早く重く隙すきがない拳の魔法が解ける。勢いを乱された拳はすぐには戻もどってくれない。

　シェリルは自分の隙へと拳を打ち込まんとするアルマを見て、眩まばゆい月のような笑みを、普段の柔にゆう和わな微笑ほほえみへと戻す。だが、それも一いつ瞬しゆんのこと──

（じゃあ、アルマも壊こわれないよねっ！）

　アルマの拳が腹部を捉えると同時、再び狂きよう気きに歪む紅あかい月の笑み。

　拳けん打だの威い力りよくを示すように跳はね上がる身体。ダメージは決して小さくないが、それでもシェリルは裂さけんばかりの笑顔を浮うかべていた。

（ノーダメージ……!?　いや、違ちがう！　意に介かいして居ないんだ……！）

　空中で身を翻し、重さを感じさせずに地面へと降り立ったシェリルを見て、アルマは一瞬だけそんな事を思い浮かべた。

　しかし、すぐにそんな考えを頭から打ち消す。一合から感じ取った互たがいの魔力、流した威力を加えてのカウンター、それがシェリルにとって決して無視できないものと『知って』いたからだ。

　だからこそアルマは驚愕する。自分があの一撃を食らっていたら、うずくまって動けなくなるような一撃だったからだ。

　それは決して思い上がりではない。互いの実力を正確に把は握あくした上での冷静な分ぶん析せきである。

　痛みを感じていないような、余よ裕ゆうさえ感じさせるシェリルにアルマは唾つばを飲む。実力は、アルマの方が上だ。だがシェリルには、それだけで推おし量れぬような何かがあると──その姿を見て、ようやく気づいたのだ。

「さすがアルマだね！　こんなに楽しいのは久しぶりだよぉ……」

　粘ねん着ちやく性を持った五ご線せん譜ふに絡からめ取られた蝶ちようのような、美しい故に妖しい声が紡つむがれる。

　見た目には、やはり悶もん絶ぜつするような一撃を食らったとは思えない。

　語りかけるシェリルに声を返すことすらせず、緊きん張ちよう状態を保つ。

「あは、真剣だね。そういうの、すごく嬉うれしいよ」

　こきりと手を鳴らし、シェリルが構え直す。消しよう耗もうを感じさせない、どころか勢いを増した魔力に、アルマは息を飲む。

　最早魔力の量だけで言えば、シェリルはアルマの上を行っているだろう。無む尽じん蔵ぞうにさえ思える魔力に、アルマは一瞬だけ過去に打ち倒たおした怪かい物ぶつを思い浮かべ──それだけは、頭を振った。

（何を考えているんだ私は。失礼がすぎる。……だが、底が知れない。まさか、シェリル嬢じようがこれほどまでとは）

　内心で自らを咎とがめつつ、アルマは再び意識を集中する。

　ソーニャとの一戦がなければ、今の魔ま力りよくの量はほぼ釣つり合っていただろう。しかし、今アルマが纏まとう魔力は、シェリルのそれに比べれば劣おとっていた。

　あの一戦がなければ──アルマに、そんな無ぶ粋すいなことをいう積もりはない。そもそもアルマは、この状じよう況きようを別段不利とも思っていなかった。

（強大な力を受け流してこそのシジマ流、ですよね師匠せんせい）

　全すべては自らが修めてきた武術に──何より、武術を教えてくれた義理の父に誇ほこりがあるから。そう、自分には、父が教えてくれたシジマ流これがある。

　かつて自分が英えい雄ゆうと呼ばれる由ゆ縁えんとなった怪物。それに姿を重ねた事を失礼と思いつつも、アルマの精神状態はタリスベルグを倒した時と似た色を放っていた。その時と少し違うのは──意地だろうか。

　お前の師し匠しようより、私の師匠せんせいの方が凄すごいんだぞ。アルマはこの戦いで、初めて笑みを浮かべる。

　紛まぎれもない全力。絶対に負けられないという意志。嫉妬という感情を振り払ったアルマの心は、昂たかぶったシェリルにも伝わっていた。

　恐きよう怖ふもなく、憎ぞう悪おもなく。汚よごれのない洗ったばかりのシーツのような、温かな心。

　戦いの中でシェリルにそれを見せてくれたのは、これで三人目だった。

「そう、こなくっちゃ」

　そう呟つぶやいたシェリルの声は果たして、どんな気持ちによるものだったか。

　纏う雰囲気が変わった。そんなことを思ったのは、二人同時のこと。

　戦せん闘とうの再開を告げるため、駆かけ出すのもまた──二人、同時の事だった。

　防ぼう御ぎよ・反はん撃げきに徹てつしていたアルマが駆け出した事で、驚おどろいたシェリルの表情が一瞬だけ消える。しかし次の一歩を踏ふみしめる時には既すでに嚙かみしめるような笑みが浮かんでいた。

　──やっぱり、スラヴァくんの子だ。

　落ち着いている風で、意地っ張り。やはり親子なんだなと思う反面、シェリルはそれが羨うらやましくなった。

　大好きな祖父は居るが、両親の居ないシェリルに取ってはそんな関係がなんとも華はなやかに映るのだ。

　だから倒す。

　なんとなく負けたくない相手、というのは、アルマのシェリルに対する思いだけではない。

　シェリルにとってもまた、アルマは負けたくない相手の一人なのだ。

　駆けだしてからぶつかり合うまでの数瞬の間、二人は色々なことを思い浮かべる。

　だが結局のところ思いは一つ。

　負けたくない。これだけだ。

「はああっ！」

「せえいッ！」

　拳こぶしと拳がぶつかり合い、押し合う魔力の衝しよう突とつが、空気を揺ゆらす。

　それぞれの思いが衝しよう撃げきに乗って体を駆け巡めぐる。

　シェリルは口を開き、アルマは口を閉じながら、性格を表すように対照的な笑顔が向かい合う。

　害意のない敵意、負けてなるものかという意地がお互いに伝われば、もう言葉は要いらない。

「あっははははははぁ！」

　狂気さえ感じさせるシェリルの笑い声が響ひびく。

　少女特有の甲かん高だかい声に、その本質ともいえる狂気を見るアルマ。

　だが、そんなものを前にしても結局は笑みを浮かべている自分も、人のことはいえないと理解する。

　衝撃に拳が弾はじかれ、両者が勢いを殺すために後ろへと飛ぶ。が、また同時に駆け出す。

　今大会一番ともいえるド派手な展開に、観客席のボルテージも最高潮だが──

　最早二人の世界にそれは届かない。

　乱打が、連打が二人を更さらに遠い世界へと誘さそっていく。

　根本にある思いは同じ、相手への羨ましさ。

　だからこそか、打ち合う二人はどこまでも楽しそうだった。

　とはいえ正直なところ、アルマにはこの打ち合いに付き合う必要はないだろう。

　消耗している現在では魔力の量では劣っているし、攻こう撃げき型のシェリルに対してはカウンターに徹する事が戦術としては一番である。

　だが、それはアルマのプライドが許さなかった。真っ向から、打撃の勝負で上回る。それが優ゆう秀しゆうな師を持つ弟で子し同士の決着としては相応ふさわしいと思ったからだ。

　結局最後の所で『試合』ではなく『勝負』をしてしまうのは、アルマも同じらしい。

　今やアルマの頭には次の試合や、その次──スラヴァとの試合さえなかった。目の前の事に集中してしまうのも、また同じだ。

　しかし、だからといって試合を捨てたわけではない。魔力で劣ろうと、相手の土俵だろうと、アルマはしっかりと勝算を感じて勝負に望んでいた。

　何も相手の力を操あやつる『流りゆう水すい』だけがシジマ流ではない。打撃構えの『波は濤とう』でも、その受けの技術はあますところなく発揮できる。

　単純な打撃の威力ではシェリルが上をいっているものの、この打ち合いでより大きなダメージを受けているのはシェリルの方であった。

　何な故ぜならば、アルマに致命打を届けることが出来ないからだ。

　芯しんをズラされたり、体の動きで受け流されたり──何も考えていないような殴なぐり合いに見えるこの接近戦も、その実は様々な技術や駆け引きによって成り立っている。

　もしもこの殴り合いが本当にただの喧けん嘩かのようなものであれば、アルマは最初の数発で昏こん倒とうしているだろう。

　これが、アルマが敢あえて殴り合いを選んだ理由だった。意地を張りつつも確しつかりと結果を出す。アルマは、それさえもスラヴァ＝シジマの娘むすめとしての義務だと思っていた。

「楽しい、楽しいよアルマあぁぁっ！」

　嵐あらしの合間にシェリルが叫さけぶ。けれどそんなことはわかっていた。何故なら、アルマもまた楽しいからだ。

　形勢が有利なアルマとて、決してダメージは少なくない。

　絶え間なく降り注ぐ雨は傘かさをさしていても防げるわけではない。時折いいのを貰もらうと、開いた差が一気に縮まってしまうからだ。

　それでも、こんな殴り合いは本当に久しぶりだった。全てをぶつけてなお拮きつ抗こうしている殴り合い──武術をやっている者が、それを退たい屈くつと思えるはずがないのだ。

　一進一退の殴り合いが続く。

　差が開いては縮まって──戦いの流れは概おおむねそんなものだが、実力の違いがその差を少しずつ開けていた。

　このまま行けば、ダメージの差から消耗の具合も違ってゆき、やがてシェリルは魔力の量でもアルマの下を行くだろう。

　そうなればシェリルにはもう勝ち目は無い。もともと小細工が苦手な子だ、それは絶対である。

　しかし、シェリルもまた天才と言われる子。

　ここにいるのは百年以上を生きた武術家に鍛きたえられた神童という事を、忘れてはならない。

　この打ち合いで、シェリルの中にも一つの変化が芽生えていた。

（楽しい！　楽しい！　でも──もっと、たのしくできる！）

　常に浮かぶ痛つう烈れつな笑えみから、狂気が少しずつ抜ぬけていく。

　打ち合いに夢中が故ゆえ、アルマはその僅わずかな表情の変化には気付かなかったが──シェリルの表情は目を輝かがやかせる子供そのもの。

　邪じや念ねん──といってよいかは分からないが、シェリルの身体からだから、心から。余分なものが捨て去られようとしていた。

　破は壊かいの衝しよう動どう。相手を『壊こわす』意志。

　天才が一つ成長を遂とげた瞬しゆん間かん、それは起きた。

「なに──!?」

　激しい打ち合いを続けていたシェリルが、突とつ如じよとして一歩後ろへと退いたのだ。

　今までのシェリルではありえない行動に思わず驚きの声を上げたのは、アルマだけではなかった。控ひかえ室からも一つ、少年の声で同じ言葉が響いていた。

　突とつ然ぜんの行動に反応できず、アルマの拳は空を切った。

　今まで一撃も攻撃を避よけることはしなかったシェリルが初めて攻撃を避けたことで、アルマに隙すきが生まれる。

　決定的ともいえる隙に、シェリルは小さく飛び上がった。

　縦の回転が体重の移動により、横の回転へと変化する。

　そして──それは、起きた。

　全ての体重が踵かかとへと集められ、靭しなやかな脚あしが速度により不可視となって振ふり下ろされる──！

「──っ！」

　とっさに残った左ひだり腕うでで防御をとるアルマ。最大の魔力を固めたその防御は要よう塞さいと呼ぶに相応しい。

　だが、それは最も早はや雷かみなり。音をたてる間もなく、アルマの腕はいとも簡単にヘシ折れた。

　それでも、とっさにそうしたのは何らかの予感があったからだろう。

　勢いを殺すべく、アルマは後方へと跳はねていた。それでも霹へき靂れきのごとく振り下ろされた踵落としからは逃のがれることは出来ず、支えのない空中でそれを受けたアルマは地面へと叩たたきつけられた。

　三度ほど地面を跳ねて、動かなくなるアルマ。

　頭から流した血が地面に広がっていく様は、死んだようにも見える。

　観客席にも沈ちん黙もくが広がるが、しかし──

　右腕の指が石の舞ぶ台たいを引っかき、頭が持ち上がった。

　残った腕を支えに、アルマは立ち上がる。

　立ち上がる英雄に、沸わき上がる歓かん声せい。

　息を荒あららげながらシェリルを睨にらむようなアルマの顔には、笑みがあった。

　一方で、シェリルもまた、息を荒らげながら穏おだやかな微笑ほほえみを作る。

「さすがだね」

　全すべての魔ま力りよくを集中した──それは、お互たがいに同じだった。

　ただ、防御と攻撃では消費の割合が違ちがう。今では、シェリルとアルマの魔力の量は逆転していた。

　ダメージは大きいものの、片腕が折れて使えない現在でも。戦いを続ければアルマが僅かに上回るだろう。

　先ほどまでの嵐が止やんだようなこの静けさは、そうして訪おとずれたものだった。

「……その技わざについて、少し聞かせてくれないか。これは、どうやって身につけたんだ？　あまりにも、見事すぎる」

　満まん身しん創そう痍いに見えるが僅かに余力を残すアルマと、一見ダメージは無さそうに見えるがその実、魔力は底をつきダメージも多いシェリル。

　半ば試合は決着している。それ故、アルマはどうしても問うておきたい疑問を投げた。

「プライム流決けつ闘とう術にはきっくが少ないからって、スラヴァくんと練習したの。
















　……成功するのは、初めてだったんだよ」

　微笑んだまま、シェリルはぺたんと腰こしを降ろした。

　審しん判ぱんのカウントが始まるも、二人は気にせずに続ける。

「またスラヴァ、か。……技の名前を聞いても？」

「うん。スラヴァくんが『やかがち』ってわざを使うから、『しろかがち』っていうの。わたしのイメージは、白だって」

「……そうか、うん。イメージ通りの、良い技だ」

　戦せん闘とう中と同じく、向け合うは笑み。だが、穏やかな表情の二人には多くの言葉は要いらなかった。

　交流『白しろ神蛇かがち』。プライム流決闘術の基本にして奥おう義ぎともいえる『透拳バニシユ』を、蹴けりに応用した技だ。

　力に優すぐれた脚で行う透拳バニシユともいえるこの技の威い力りよくは凄すさまじかった。──しかし、アルマを仕留めるには至らなかった。

　だがシェリルは満足だった。アルマが消しよう耗もうしていたとはいえ、互ご角かく以上に闘たたかうことが出来たのは楽しかったし、アルマのことを好きになれたから。

　何より──スラヴァと協力して練習していた奥義が、完成を迎むかえたやり甲が斐い。負けたにも拘かかわらず、シェリルの心は今までに無いくらい晴れやかだった。

「アルマ」

　向き合ったままアルマを呼ぶシェリルに、アルマは表情で返事を返す。

　シェリルは花が開くような満面の笑みを浮うかべ、言った。

「つぎも、がんばってね」

「……ああ！」

　半ば無視された審判を気にかける事もなく、二人は固い握あく手しゆを交かわした。

　しかし──アルマは晴れやかな気持ちに反した冷たい汗あせを浮かべる。

（こんなのが後二戦あったらどうなることやら……）

　聞く所によれば、スラヴァはソーニャよりもシェリルよりも強いという。

　全力でもなんとかなるか分からない戦いに、アルマは呆あきれた顔で、しかし楽しそうに大きな溜ため息いきを吐はき出すのであった。








幕間　紅あかい嘲あざけり









『英えい雄ゆうアルマ』の戦いが決着を迎えた頃ころ。

　沸き上がる観客席の一角で、零れい度どのような空気を放つ場所があった。

　我らが英雄の勝利に諸もろ手てを挙げ、喜びを叫ぶ人々。勿もち論ろん全てがそうだというわけではない。中には腕を組んだまま落ち着いている者もいるが──それでも、その二人組は明らかに異様であった。

　地味な色のローブを纏まとった二人組。それ自体はエルフの国では珍めずらしいものではない。

　しかし、その二人が発する空気は、明らかにこの国に──いや、世界に似つかわしくないものだった。

「ふむ……この程度か。あの男の娘と聞いていたので、期待していたのだがな」

　二人組のうち、白髪しらがを逆立てた男が呟つぶやく。

　その目に宿す紅い瞳ひとみに表情は宿っていない。ただ、退屈そうに闘とう技ぎ場の風景を見下ろしている。

「……随ずい分ぶんだな。暇ひまを潰つぶすに貴様の案を採用してやったというに」

　白髪の男の言葉に、フードを被かぶった男が影かげの中から声を響ひびかせる。

　男を咎とがめるような口調だが、その言葉には驚おどろくほど感情の色がない。

　思わず不気味さに眉まゆをひそめるような声だが──白髪の男は、気にした様子もなく笑う。

「悪い悪い。だが仕方がないだろう？　真打ちを目当てに来た席で見る前座というのは退屈なものでな。お前にとっても奴やつの試合は見るに値あたいするものだと思うが」

「確かに懐なつかしい──という意味では悪くない。が──」

　からからと喉のどを鳴らす白髪の男の言葉に、フードの男は息を吐き出した。

　一いつ旦たん切った言葉を、続ける男の声は──喜き悦えつのような色に染まっていた。

「身体は若くなっているというに、奴も衰おとろえたな。技術こそ磨みがかれているが、昔のような覇は気きがない。まるで別人だ」

「……ほう」

　蔑さげすみを感じさせる言葉に対し、白髪の男が怒ど気きを発する。

　一いつ触しよく即そく発はつの冷たい空気が辺りへと広がっていく。凍こおりつくような緊きん張ちよう感かんに、数人が男達へと視線を向けた。

　白髪の男が、今にも殴なぐりかかりそうな殺気を放つ。

　龍りゆうさえも逃にげ出しそうなその殺意を一身に受けた男は、鼻を鳴らした。

「ふん、落ち着け。その面おも白しろい出し物をふいにするつもりか？」

「……ち。気に食わん奴だな」

　諫いさめられた白髪の男は、フードの男の言葉に従って殺気を収めた。

　ただその表情から怒いかりは消えていない。フードの男が放った言葉は、白髪の男にとっては許されざるものだったのだろう。

　心を押しつぶすような空気が一ひと先まず落ち着いた事に、周囲の観客達は胸を撫なで下ろす。

　当の本人達は辺りなど気にせず、沈黙を流した。

　どれだけそうしていただろうか。

　アルマの試合を最後に二回戦が終しゆう了りようし、休きゆう憩けいの時間に入るということで、辺りの観客達が食事を摂とるため席を立っていく。

　男達はその間も、ずっとそこで腕を組んで座っていた。

「……しかし、珍しい。貴様がこのような催もよおし物を見に来るとはな。そろそろ長い付き合いになるが、意外だったぞ」

　先に口を開いたのは、白髪の男だった。

　視線を前へ──舞台へ固定したまま、フードの男へと語りかける。

　どうやら、二人はそれなりに長い付き合いであるようだ。だというのに、慣れた気配は全く感じさせない。

「お前がいう奴に興味があったのは確かだ。それに……一つ試ためしたいこともあったのでな」

　白髪の男の言葉に対し、フードの男はやはり一回鼻を鳴らしてからそれに答えた。

　フードの男の言葉に、白髪の男は視線を動かした。

　白髪の男の視線を受け止め、フードの男が懐ふところに手を入れる。

　取り出したのは──赤黒く、禍まが々まがしい靄もやを垂れ流す結けつ晶しようのようなもの。

　昏くらい色の結晶によく似た、しかしそれよりも更さらに強い不快感を揺ゆり起こすような、穢けがれきった石だった。

「それは？」

　思わず顔を背そむけてしまいそうなほど邪じや悪あくな空気を振りまく結晶を前にしているにも拘わらず、白髪の男は特に気にした様子もなく──どころか、興味を示しながら疑問を浮かべる。

　フードの奥でまた一つ、鼻がなった。今度はひどく、愉ゆ快かいそうに。

「『昏くらい色の結晶』。だが、見ての通り手を加えてある。……仕込んだ『土ど壌じよう』に、これを蒔まいてみようかと思ってな」

「成なる程ほど、実験というわけか」

　結晶を見て、白髪の男も笑みを浮かべた。

　まるで劇の開演を待ち望むかのように、男は興味を隠かくせずにいた。

　フードの男が結晶を懐へとしまうと、そこで白髪の男は視線を離はなした。

　瞳に映すは武術家達が火花を散らす闘技場。あそこが、喜劇の舞ぶ台たいとなるのだ。

「くつくつ、楽しみだなあ、スラヴァ殿どの」

　瞳から滲にじませるように、紅こう眼がんを広げた白髪の男──タリスベルグ、ゼツロが嗤わらう。

　その瞳に映っているのは、かつての宿敵の姿か、それとも──

　黒い思おも惑わくの中、武術大会は進んでゆく──
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『武に身を捧ささげて百と余年。エルフでやり直す武者修行』の四巻を手にとって頂いてありがとうございます。

　さすがに四巻で初めましてはないでしょうか、赤あか石し赫かつ々かくです。




　あとがきもこれで四度目。四度目にもなるというのに、未だに本に載のせる文章を書いているという実感が湧わきません。いい加減慣れなきゃなと思いつつ、今回もおっかなびっくり書きつくっています。

　しかしそれ以上に感じるのが感謝です。こうしてあとがきを書いて一冊の本を締しめくくるという事ができるのも、皆みな様さまのお陰かげです。イラストのbun150さん、担当さん、そして読者の皆様と多くの方に深い感謝を致いたします。

　また、ファンレターを下さった方もありがとうございました！

　生きている内にファンレターなるものを頂くことなど無いと思っておりましたので、頂いた時には狂きよう喜き乱らん舞ぶいたしました。ご指摘を受けてからというもの、ら抜ぬき言こと葉ばには一層気をつけて取り組んでおります。




　さて今回の『武エルフ』（略りやく称しようはこれでいこうと思います。ご意見をくださった方、本当にありがとうございました）はいかがだったでしょうか。四巻にはＷＥＢ連れん載さいの方で四章に当たる部分の終しゆう盤ばんの直前までが収録されていますが、なんとも中ちゆう途と半はん端ぱな所で切れてしまいまして申し訳ございません。

　ですが個人的には結構満足だったりします。バトル物をやる上で、大会編は是ぜ非ひやってみたかったので……

　大会の行く末は五巻に持もち越こされますが、スラヴァやアルマの思おも惑わくがどういった具合に進んでいくか、見届けていただければ幸いです。




　……ううむ、書くことがなくなってしまった。なので、五巻の内容についてちょっと触ふれておきましょう。

　ＷＥＢ版をご覧の方の中には、四巻は「えらい中途半端な所で切ったな」と思われる方もいるのではないでしょうか。というのも、ＷＥＢ版四章の内容は四巻に収録した部分を除くとあと僅わずかなのです。

　このままでは五巻は短くなるのでは……とお思いになるかもしれませんが、そのあたりは確しつかりと考えております。

　確かに四巻で四章の半分以上が終わってしまったのですが、その分五巻では大おお幅はばな加筆が入ることになるのです。

　すとろべりーな甘いお話もあり、あの男との再戦もあり。ＷＥＢ版を御ご覧らん頂いている方は勿もち論ろん、書しよ籍せき版を御覧頂いている方にも楽しんでいただければいいなという内容になっておりますので、もしよろしければ五巻も御覧いただけると嬉うれしいです。




　……と、いうことで。

　作者自らの露ろ骨こつな宣伝も終しゆう了りよういたしました所で、今回の『武エルフ』四巻の筆を置くことにいたしましょう。




　五巻ではアルマも色々な意味で大暴れ。追加部分でも色々な奴やつ等らが色々と大暴れ。

　願わくば、そんな五巻でもお会いできることを祈いのっております！
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武ぶに身みを捧ささげて百ひやくと余よ年ねん。

エルフでやり直なおす武む者しや修しゆ行ぎよう４
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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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